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結論

球般の生育や養成に凶して、 Rees(85)の著書や荻屋(30)ならびに千葉

大学戸定会絹 (94)の総説がある。 Reesの著書にはりん茎知の生育と繁殖、

萩屋の総説には政組類の繁殖、および戸定会の総説にはチューリップ、

ユリ知をはじめダリアを合む 13種の球棋義成についての記述がある.

球憾の繁殖や生産に関する記述は、りん茎類のチューリップ、ユリ、

スイセン、アイリスなど、球茎類のグラジオラス、フリージアなどにつ

いては比較的多く見られる (26-29.35.61.95.99.105)が、ダリアに閲す

るものは比較的少ない.

ダリアの球線生産については、わが国においては明道ら (63.64)や奥

村 (77.78)によるポットルート生産に関するもの、安田(113)および西

田ら(77，78)の琢根収i誌に関するものがある。

ダリアは球掛類の中では分球で繁殖しやすい種類とされ、さらにさし

木でも容易に繁殖できる (30)。ダリアはメキシコから中央アメリカに原

産し、臼生地では 5月から 11月の雨期に生育する (23，79)が、わが国で

は種放を 4、5月に植え、降霜のあるころから掘り上げる.煽り kげた

塊槙は、そのl直後から8までの聞に茎上にある芽を塊掛に付けて分球し

種球とする。品種や裁培方法にもよるが、 1株から 5ないし 10の種球を

得ることができる(79)。また、わが国におけるダリア球繊の生産状況は

年RI140 ()万球、 23haが見込まれ、前述の他球担知に比べ需要が少なく、

しかも家庭用消費が主である (72)。以上の 2点がダリアの球根生産に関

する研究が少ない原因であろう.

ダリアに関する研究としては開花(9.18，19，47・51，62.114)に閲するも
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のは比較的多い.塊.m'1二 度に関係のある形成肥大については、短 ~1 (56， 

66，87，116)や'1:長抑制剤 (12.66) による促進に関する 研究がある 。それ

らは、全体的な形成l肥大地を扱っていて、個々の塊桜がどのようなもの

であるかは述べていない。塊線形成に関する組織学的な研究については

青葉ら("， 5) の報告があり、母球定植後20日ごろから茎から生じた不定

棋が 2ヵ月後ごろまでその数を増加し、その一 部が肥大して塊根となり、

特定の不定縦だけが塊担となるのではなく、肥大しない根とH巴大した根

との聞にはみ;質的な廷異がないとした。

ダリアは塊械に不定芽を生じないため、分球l時には d茎 tの芽を塊棋

に着ける必巽のあることは一般によく知られている.その ことについて

の記述 (16.23，30，35，61，115)は多くあり、分球の際に発芽:点を付けるこ

と、古茎を付けることなどが記されている。しかしながら、具体的にど

のような塊岐に芽を付けて分球する ζ とができるのか、古基を付ければ

芽が必ずあるのかどうかを示したものはない.また、種球とし て有効な、

芽を ~'J けて分球する ζ; とのできる 塊恨の着生やそれを向上させるための

生産)i怯についての研究もない。わが国では先述のように 4、 5月に種

球を楠え、降滞期に踊!り上げて収穫されているが、これはダリアの生育

nI能温度になってから植え、痛と低温によって生育不能になってから収

穫していて、ダリアの栽府時j切について理論的な棋倒を持つものはない。

-)j、ダリア塊級にl は|・!発休眠があることが知られている (53，51.96，

104)。休眠中の塊掛は、それを打破する ζ となくただちに発3f、生育さ

せることはできないから、これらの塊棋をただちに種球として供用する

ことは不適当である.そこに休眠打破あるいは非休眠塊繊の生庄が必要

となる.休眠打破に関する報告 (53，96) はあるが、非休眠塊H{の生産に

-2-

関しての報告はない。

以 tのように、ダリアの塊級生産に関しては、塊織の形成|肥大ととも

に、種球として有効な芽:を付併する塊繊の着生と肥大、さらには休眠と

の関係において検討する必要があろう。そこで、本論文では、ダリア塊

根生産についてのよE礎的資料を得るため、第 1章では、我同における tt-

通栽培での塊織の若生と発行、とりわけ種球として供用できる塊縦の治

生犠相、第 2 f.tでは、~t- 通，a J詩における栽培時期と期間の影響、錦 3 市

では、塊組形成に及ぼす十l長の}彰智、第 4章では、塊級生産におけるH巴

料の影響について I~j らかにした。これらの知見に基いて、第 5 1;1では、

種球として供用することのできる塊桜“有効塊根"の着生 IIiJ1:を試み、

併せて第 6 章では、塊桜の休lU~打破と、収穫直後に休眠打破することな

く種球として供用できる非休眠塊根の生産を試み、それらの結果をここ

にとりまとめた。

本研究の遂行とそのとりまとめににあたっては、京都大学良学部浅平

端教授に懇切な御指導を蹴った。また、本研究を着手するにあたっては、

坂木洋太郎京都大学名骨教授より有益かっ適切な御助言をいただき、来

良県11I辺郡山添村のダリア球般生産者上久保樹氏には貴重な御怠比をい

ただき、石川県農業短期大学t8沢健士教授ならびに付属実験農場の臓員

諸氏には研究上多大の御便宜をはかつていただいた。

ここに謹しんで、心より深謝の意を表する。
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m 1 j~l 1t 油~k. J~ におりる塊繊のお生犠相と発 n ならびに塊棋の性質

庁長ら (4.5) は、ダリア塊線は茎から~じた不定桜の j肥大したもので

あり、 )EM後20[1ぐらいから発生す る不定桜が 2ヵ)J後ごろまでその数

を増加し 、その・部がH巴大しての約半数が塊線となると悩告した。また、

特定の不定似だけがりt般になるのでなく、肥大しない桜と j肥大した塊線

とはみ質的に A_!N:がないとした。

ダリア塊棋からの不定芽の発生については、これまで悦楽された例は

なく、組織防長によっても塊峡組織からの不定芽形成は認られていない

(15)。したがって、却を持たない塊縦を植えても、1o.!fして'1:.nするこ
とはない。ダリアにおいては、 一般的な増殖方法である分成は、駄に掘

り上げた胤株から塊制に主主部分にある芽を着け・て l政ずつに分ける。品

純や，aJe;JjI土にもよるが I株からの増殖数は 5いし 10球である(79)。収

償却!のダリア縦株には肥大しない細桜ならびに肥大塊桜があり、さらに

塊般にはjL[くに芽を持ちそれを分球時にその塊岐に付けることができ、

特球として利川できる塊掛“有効塊根"と芽を持たず柑紘として利JlJで

きない塊縦“無効塊制"がある。分球時にはこれらを的碓に品分ける必

史がある o~際には、芽のある場所の品分け、株や品種による分 'JIO の難

劫ならびに分別技術によっても得られる 輔球数は影脅される 。

以上のように、ダリアでは形成された塊線がすべて利川できるわけで

ない。能率よく塊桜を生産するには、まず普通栽i告における塊似の形成

とお化級相、 1，'!二塊相!の発育状況ならびに各塊桜の性質を理解する必要
がある。
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第 1節 i鬼掛の若生犠羽!ならびに発台-

わが聞においては、ダリアの品取には切り花怠倍、 ~EJ世脇市および球

楓生産主主倍などのいずれの場のにも.通常は分球した塊騒を輔球として

刑いる。ダリア塊般は不定!fを発生しないから、分球時に芽を lIける必

要がある。ダリアでは形成した全塊楓が芽を持つわけでなく、発生する

不定恨のJa大と芽の有無や、その位担関係を明らかにすることは、塊似

1:産を効率的に行うための基礎知識として重要である。

第 1項 塊胤の11生綿布1

材料および方法

供試品種は・うず糊' ‘紫 ~t ・ ・初恋・ ・天真・ ・エオナ G・ ・小 j甘'

‘銀泉' ‘てまり歌・ ・I-.fnm・ならびに‘ホワイトゼム'の 1O，IJI純

である。

1985年 5月 8Hから 10日に定柿した。怠植密度はうね間80c刷、株!日125

cm とした。~うねとした。 H巴料は元肥として定植前および追肥として 8

月下旬に、それぞれ以来入り IB化成肥料(窒素 10%、りん徴 10%. カリ

!O%、マグネシウム 1%)で 10a当り 100Kg与えた。

出り 上 げは 10月 10nから 19日の聞に行った。各品種 7ないし 1()個体に

ついて蝦株全体を掘りヒげて iごを水道水で洗い落したのち、新塊般のlj

生節位、財政に対する ，行't:Jj {立を調べた。また、各塊組の発生{也也の，(f

上またはすぐ横に庄があるか併かを調べた。
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結果

各品種の塊繊のま7生状況については、調査個体すべての塊組について

ffi1図に示した. 塊械は主に各節のすぐ下から生じたが節問中間部から

も発生した・塊般の若生は ・初恋 'ゃ， ，l¥ワイト ゼム・のように、母球

から発芽した誌のお部から 数え て 7、8節聞にまで及ぶ品種があったが、

他 8品縄は 6節以下で主に 4節以下の節聞でみられた o m 11河中、 節位
。以下で示した町球のク ラウン 、すなわち占芸部分にも塊掛が着生し、

lO品種中では・小舟'と‘銀泉・で多かった。 /fJ球から発!fした茎の基

部2、 3節は符しく節聞が短いため、第 2図に示す ように塊桜は茎基部

にF寄生した。

。?
l/J 

‘t‘ 

3川計if ，，，，1)< .. ，'，ア‘ 1/3 4111 3/17 ，. 1刈ノ， 1'. 

(!Ul (川市川よZAGi切 !!41jJ:;依 11HIllMfi Lム
u11凶 ダリア峨からの発芽墓の各節!日jにおける-42状況(I()) 
pd九R:22j552tE競d務4irtムd322
53民特2fPZ2E32言語2222h怨民0以ド制球
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?j'， 2 I ' ~' ').[[祭のダリアJJlllai"・，ji;ill(，li，州、あかね)

母球に対する'i塊繊の着生 }j位は、一定の傾向がなくどの方向からも

発生した。塊桜が茎から発生した部位近くに芽がある塊帳、すなわち分

球に際し芽を持つことのできる塊組についてみても、母法との聞には一

定の関係がなくどの五位にも着生し、芽の位置は、第 1凶に示すように

ダリア本来の対生関係になか った 。

着生した塊繊のなかで、 塊般の着生部分近くの茎上に 芽がある場合は、

塊恨着生部の直上に芽があることが多かった.全塊岐に対して、芽が塊

根着生部近くにあって、分成時に芽を着けことのできる塊織は・十和 IU• 

の約30%から.うず潮'と・初恋'の約56%の割合であった o 1 i闘体当

りの塊披数は、 .小舟' や・十和田'のように少ない品種で約 4側、

‘初j恋 'のよ うに多い品種で約12i闘であった。そのうち近くに芽があっ

て分球に際し芽を着けることのできる塊根数は、少ない品種で約 2倒‘

多い品種で約 7~i闘であ っ た.
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第 2-91 塊繊の発育ならびに“有効塊岐"と“無効塊線"

材料および忠弘

品種.あかね・を供試した。 1986年 4月25l:Iに定植し、裁培管理は前

項と|吋椋に行った.

植え付け後、 6月10日から適宜 7個体ずつ掘り上げて、各細線と塊線

の屯さ、 Jj生節{也、節位ならびに塊根着生部近くの芽の布無を調べた。

謝査時に粁生している楓のうち、棋中間部に肥大部のないものを細組、

H巴大部があり紡すい形を市ぴた根を塊根とし た。なお、'.9jらかな紡すい

J~ を市ていない場合でも、根径 5 mm 以上のものは塊縦として調査した。

結果

調査 7i肉体の全制捜数ならびに塊根数の時期的変化を節 3、4図に示

した.

7 J1 2 Hまでは細根の割合が高いが、それ以後は塊繊の割合が高くな

った.個体当り細棋数は裁培期間中常に 3本以下であった。これらは外

観から比較的新しく発根したものと判断できた。 6月10日には発根数は

まだ少ないが、すでに塊棋が観察された。 7月21Hには15gを、 8月12

nには30gを越す塊捜が生じた。その後、塊線の発育は 9月になってか

ら盛んとなり、特に 10月中、下旬には盛んになって屯い塊繊が多くなっ

た.

1塊般の平均車でみると、 8月31日には 8g、10J]2日には 19g、10

月3lfJには37g となった o 7月21日までに発桜数と塊組数ともに収穫時

の数の約70%が発生していた。その後徐々にその数は増加し、収穫時に
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は個体当りの発線数は約 16本、そのうち塊根は約 14本とな った. “布効

塊根"は約 8本あった.
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第3閑 ダリア塊根の時期別発育状況
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全塊掛と全制棋を示した
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細線と塊掛の発生状況ならびにそれらの発生部近くにある芽の位置を、

第 5図に調査個体中の平均的な個体で示した.発根は 4節以下の節聞で

みられ、前述のごとく 6月10日にはすでに塊根が発生していた o 8月31

日にむけて塊岐は重いものが多くなった。細組と塊掛は、母正まに対して
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どの)j1:.)にも発生した.掌上の芽の位置は、み市の前項同様にダリア本

来の疫の対生すなわち芽の対生とは関係なく、 u16図に示すように多数

の!fが苓上に散在した.

書~51刈 ダリア・あかね・ にね It る側m とItIlIのII~jUJ lJIJ 符 '1・状況

=:相良、 :1t1U. 0:く川、 c") : 5が什旬、 c> : IOgS 
< 1旬 、 ぐて~ : 15g三 <2旬 、く二):30炉 、A:崎m近〈の芳

司¥6 [;:11 ? ';ウン (・釈然311).t:の定月 (J)のうt.(1i
l、I地11m:

3fと 掛ま たは塊恨の若生との関係を 、第 3および 5図からみると、生

汀初JUfは芽付近からの発織が多く、その傾向は 7J1 21日までみられた.

6月10日においては発根した 10本中 80%の 8本が芽直下からのものであ
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った o 1=近くから H~ た線の羽合は 7 )J 2日には 59%、 7}] 21日には56%

と刊の経過とともに徐々に低下し、 9月11日には 34%になった o 9月21

日以後は再び芽近くから/1:た掛の ;I~J 合が高くなり 50% 前後となった。ま

た.9JJ21H以後にも芽近くからの発般が観察された.姑終的には収機

時に着生している塊楓の約半数が分成によって芽をlJけてることのでき

ない“無効塊線"であった.

第 2節 '1:.定塊根の重さと暫!{ドの保育、 開花

ダリ アの t!i販塊恨の大きさが一定でないこと、 i掛り kげ時の根株にお

いて種々の大きさの塊棋が着生していることはよく観察されること であ

る。本市白i11節においても掘り ヒげ時に十分肥大した塊似とともに 5g 

未満の小さい塊根、さらには釧似があることを認めている。また、塊H-t

の発行の級相から成熟度においても純々の塊似が合まれることが示唆さ

才Lた。

ダリ アの冬切り花裁培において、種球をJfJいる促成政培とともに、さ

し木市による抑制殺培が考えられた (52)ように‘ダリアの開花はさし木

市でも『可能 (5I )で、塊根の布 ;無はり~U~ にとって必要条件でない。このよ

うなことから、ダリアでは他の球似知.と異り S1質面から同標となる塊繊

の大きさの規定がない。

本節では、塊根の大きさと生育ならびに開花との関係を明らかにし、

生産されるべきダリア 塊躍の大きさについて検討し た.
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材料および)j弘

t拍純.あかね'を供試し、 1979年 5月 16日に 78球を定植し、 12刀20日

に収慢した o At培(;iliij節に準じた。収穫後の線株は‘ただちに l球ずつ

に分け、~を若けることのできた塊根 205球を得た.塊棋は 10g ごとに

i:fiさ別に分けて貯蔵した。塊線を穴開けパンチを川いて約 10COlX 15cIIに

直径 6mmの穴が 4個所聞くようにした0.3mmw-のポリエチレン袋に入れ

て、 0から 30Cで 1980年 4月 10日まで貯蔵した。貯蔵終 f後の塊桜は、

ただちに定納して、塊縦の重量別にその後の発芽、生nな らびに開花に
ついて調べた。

結果
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第 7図に示すように、得られた塊根は 10g未満のものか ら140 g以上

のものまであった。そのうち 50g未満の塊棋は lt14球で全体の 70%を占

めた o 50 g以上では、 80gまでの塊掛がやや多く、他は 5球以下と少な

かった。全体の 10%、すなわち 20球以上の出現数があったのは 10g以上

20 g未満、 20g以上30g末満‘ 30g以l::40g未満および40g以1::50 g木

満の各重さで、それぞれ44成27%、28球 14%、32疎 16%および27掠 13%

であった。

貯蔵後の生存率は鰐8匝lのように、全体では88%であった。波数の特

に少なかった80g以上の塊般を除外してみると、 10g未満の塊棋が他に

比べてやや生存率が低かった。他には大きな差がなかった.
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錦8肉 塊級虫が!貯蔵後の残存率に及ぼす影響
点線、全体の平均

貯蔵、植え付け後の発芽状況は第 9図に示した。 80g以上の球数は少

なかったのでまとめて示した o 80 g以上の塊極で厳終的な発芽事がやや

低かった。発芽の早晩をみると、 10g未満の塊棋が最も遅か った o 10 g 

以上20g未満の塊根もやや発芽が遅かった o 50 g以1:60 g未満の塊縦は

発芽がやや早かったが、 20gから 80gの聞では大きな差がなか った.

第 1表のごとく、開花開始日および50%開花日は、発芽の早かった50
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g以上 60g木満の塊般で・早く、発芽の遅かった20g 来満ならびに 70g以

上で遅かった o 7月 15日における開花率は 50g以上60g未満の塊組で最

も高く、それから瞬くなるほどまたは重くなるほど低くなる傾向があり、

70 g以上では明らかに低かった.また、 10g未満の塊根は 7月 15日まで

に開花に歪らなかった o 7月 15日における草丈は塊棋の重さとの聞には

一定の傾向が認められなかった。
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45梨

ダ.リアにおいて ・般の1M捕方法である分fまでは、 thh純や説明 )jf)、にも

よるが 1株から 5ないし 10球増婚できるとされる (79)0 u11節では、塊

掛が若生している茎部分の近くに芽があり、分球の際にその芽を1Tける

ことができ.種球として供聞できる“有効塊線"は l株当り 2ないし 8

併であ った。これは全体の%から~である。 塊級は 主にJ&).t 1$ 4節以 F

に着生するから、tF~ 2凶に ぷしたように母球近くのごく知かいIUIに?民生

する。したがって、夫際の分球では塊桜や芽の銅侮を捌きやすく、種球

の収穫数がさらに減じる。

裁嶋中常に少数の制桜がみられ、これらは外観から新しく発制したも

のと判断できるから、ダリアでは長期にわたっって発生した塊繊が順次

塊線になることは明らかである。このように発植して肥大した塊織は 9

月以後盛んにl肥大して大きくなるが、遅い時期にも発掛は起るから収穫

時期になっても細掛や小さな塊線も存在することになる.また、例々の

塊恨の熟成もw.なることが示唆される。

新般の発生は 7月中旬まで著しく、その後はやや少ない.発椴は定植

後 2.5ヵ)j以内に明らかな増加がみられ、背葉ら (4，5) の定梢 後 2ヵ月

ぐらいまで不定以が明bllするという報告におおむね一致し、ダリアにお

いては生育!訪問に塊岐 を合む全縦数がほぼ決定することは明らかである.

この時期 までの発桜は母球から発芽した茎 tの芽近くから生じていて、

将来“イ1効塊組"となる t可能性が高いことが示された.このことは、 7

J)中旬までの発胤を確保すれば、ある程度の“有効塊械"数が健保でき

ることが示唆される.さらに 7月中旬以後の発級は輔球として不11mでき

- 1 5ー



ない"無効塊掛"が :~く合まれる傾向があった。 - )Jで、第 3および 5

凶で示 したように3f近くから発生 した組の割合は 7)]中旬以後は Hの経

過とともに低下し 、 9月 II日に最低となった後再び高くなることが観察

された.生背後期にも芽近くから根が発生することも観察され、収穫塊

組中の充分に肥大していないものは比較的生有の後期jに発生 したもので

ある ことが示唆される。

なお、部 6I~ にノjミ したように、収穫時期には茎基部の芽は、ダリアの

集の対生すなわち側芽の対生とは関係なく、多数の芽が茎上に散在した。

・般にダリアでは発:芽点を持たない塊根は不定芽を発生せず発芽するこ

とがないと女IJられていることから、茎上にある芽が数次にわたって分枝

し、茎の直径が1Mすにしたがって、分かれた芽と芽の距躍が大きくなっ

たためと与えられる.しかし、ここでは組織学的な観察によって、それ

らの芽の発生過程を確認していない。

第 2節では、 20gから 70gの範囲では、各重さの塊繊の聞には貯蔵中

の生存率、発芽、生 背ならびに開花に大きな差がなかった.荻屋(30)は、

ダリ ア塊棋の形や大きさには品種間差異があり、他の成繊類と異なり生

育は輔.球の貯厳益分に依存する程度が少ないようで、植える種球の大小

で生育に大草が生じないことを述べている。また安凶(1 15) は塊織をま

るのままから%まで数段階の大きさに切って植えた場合の生育収益を比

較した結果、それらの聞にはほとんど差がないことを示した。これらの

ことは、広節の結果とおおむね一致する。発芽においては20g米満のも

のと 8旬以上のもので、生背と開花においては 20g未満のものと 70g以

上のもので劣った.とくに 10g未満の塊織で劣っていた.すでにダリア

では発桜が収横期間近までみられ、収穫時の小さな塊桜の中にはこれら

- 1 6-

の根が肥大して塊組とな ったものが合まれることを示唆し た. したが っ

て、第 2節において20g求満の塊根で発芽、 生育な らびに開花が劣 った

理由の ーっとして、塊tiの未熟が考えられる o ilIい塊掛において劣った

理由については明らかでない.

第 1節の結果から 、ダリアの塊線生産においては、 “有効塊組"と

“無効塊組"のあることを充分考慮し、従来のような塊掛形成昆のみの

検討でなく、 “オi 効塊掛"と“無 ~J塊祖"の出現頻度、またそれら例々

の発生時期や形成肥大などについても検討する必要があろう。第 2節で

は、 20から 70gの範聞の塊織を生産すれば、貯蔵、その後の発芽ならび

に生育と開花に大差なく、また荻屋(22)が述べているように取抜い 1-.も

中庸の大きさが肝ましいと考えられる。以上から、ダリア塊4民生産にお

いては①一定の大きさ (20g以上)の塊根が生産されるように栽培管理す

ることと、 @分球の際に芽を着けて分けることのできる塊繊の着生を増

加させるか、または種球として利用できない塊線の若生を抑えて相対的

に種球として有効な塊繊の割合を i二げることがよいであろう.

摘要

1 ) .ダリアの普通栽培における塊根の着生犠相を明らかにし、分球

の際に塊組に芽を着けることができ、種球として利用できる“有効塊根"

がどのように形成するかを調べた。

ダリアでは塊組定植後 7月中句までに大多数の線が発生し、その後も

少しずつ長期にわたって発極し、それらが早い時期iから順次塊組となる

ことが解った.塊般の肥大は 9月以後、特に 10月中 、下旬に盛んにな っ
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た。繰は主に茎の基部4節以下の節聞に発生し、初期においては芽近く

から多く発生する傾向があったが、最終的には塊根の着生は芽の位置な

らびに母感に対する方位と 一定の関係がなくなった。芽近くからの発生

した塊根の割合は 7月中旬までは多い傾向があり 、日の経過に伴いその

割合は変動する。収横時期には “有効塊根"は形成された全塊根の均か

ら均であった。

2) .品種‘あかね'の普通栽培で得られた塊棋は10g未満から 140

g以上の重さのものが種々あった。そのうち 50g未満の塊根が全体の70

%を占めた。塊根の重さが20gから 70gの範閣では、貯蔵中の生存率、

その後の発芽の早晩と率ならびに生育と開花に著しい差を生じなかった。

20g未満の小さな塊棋で貯蔵中の生存、その後の発芽、生育ならびに開

花が劣ったが、それらの塊棋は比較的遅い時期に発生して、収穫までに

充分充実していなかったためと思われた。

-18-

第 2章 塊根形成に及ぼす栽培時期ならびに期間の影響

ダリア塊繊の形成に円長条件が関係すること(116)が示されて以来、

短日が塊根形成に促進的であるという報告(87，114)が幾つかあるが、

Maatsch • Runger(30)は12時間まででは日長が長いほど塊線の肥大は促

進さ れるが、12時間日長以上では塊根形成は抑制されるか、または起ら

ないこと、すなわち、ダリアは塊根形成に関して 12時間を限界と する短

日性を示すことを報告した。また、地上部の生育は 12時間以下の日長で

抑制され、それ以上では盛んになることを示した。 Moser.Hess(31)も

同様のことを認め、限界日長は 11---12時間であるとした。

背葉ら (4) の報告や第 1章の結果の示すように、ダリアは定植後約 2

.5ヵ月の間に盛んに発生した不定根が塊根化するが、その肥大は 9月以

後に盛んになり、特に 10月中旬以後盛んになる。わが国では、ダリアは

4月前後に定植し、降霜のある ころから 塊棋を収穫する。したが って、

生育期間は定植時期!と降霜時期によ って制約される. 前述した地上部と

塊般の日長に対する生育反応から、定植時期は主に発芽から塊根肥大が

盛んになるまでの地上部生育期間に、降鶏時期は塊根肥大が盛んになっ

てから霜によって肥大が停止させられるまでの期間に影響して、定植時

期は地上部生育量に、降霜時期は塊根の肥大量と充実程度に影響を与え

るであろう。

本章では、一般に臼然条件下で行われるダ リア塊棋生産のにおいて、

塊根肥大が盛んになるまでにいつからどれだけの期間の生育をさせれば

よいか、また!肥大が盛んになってからいつまで生育させればよいかを検

討した。
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;nl節 極球のA柏崎・期が塊線形成に及ぼす影響 結呆

，'f集ら (4) の桜告や第 1(，'tの結束の示すように、ダリアは定植後 2ヵ

)jから 2.5ヵ月の聞に.、言い換えれば 7月中旬までに盛んに発生した不

定縦が肥大して塊般となり、その IJ~ 大は特に 10JJ中旬以後盛んになる。

. )j、地上部の発育に;ついて凶HJら(74)は 7JJが肢も盛んで、 8月上旬

に般高の大きさに達することを報告している。以上のようにダリアの普

通政府において、地上部と塊般の生育期は限定されている。したがって、

純球の定植日の迎いは地上部生育jtJJ聞の差となり、地上部の生育量に影

押するであろう.そのことが塊糠の生育母に影響するであろう。また、

長 11で不定根の発生が促される (57)から、輔球定植日の違いは、その後

のn然長日期間の追いとなり、不定根の発生数に影響するであろう。

種球定値後の発芽状況ならびに気温を第 101埼に示した.
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IVE種‘あかね'を供試した。 1980年 4月10H、25日、 5JJ J 0日、 20日、

30 rt、 6月10日、 20FI、30目、 7月10日、 20rtおよび30日の 11凶にわた

り20Jまずつ定納した。 塊棋の収機は12月始めから順次行 った.

Jl Jft 管理は ml~ttll 節に従った。

調-/Eは、定4直後の発芽状況ならびに収穫塊恨の重さと数について行っ

た.

1/1 
)j/円

第10図 純球の定植時期が発穿と発芽までの則1111に及ぼす影響ならび
に栽培期間中の平均気温

発芽期間:定拙から発芽開始までの期間、 x:4月10A定植、 阿:4
月251:f定植、 0:5月10日定植、① :5月20fl定植、 . :5月30II定
柏、 6.: 6月IOH定植、LfI.: 6月20A定捕、 .A: 6月30FI定捕、ロ:
7月10H定納、田:7 fl20 H定柏、 ・ :7月3011定植

材料および)J怯

4月中に定植した 2区では、 15日の定植日の差ほど発芽開始日の差が

なく、ほほ同時期lの 5月中旬に発芽した。 5、 6月に定植した区では定

植 Hの遅れより発芽開始日の遅れがやや小さくなったが、発芽は 5月20

rJ、 30日および 6月10日定植でほぼ同時期に開始した.他区は定植日の

遅れに従って発芽開始が遅れた o 6月30日以後に定植した区では、発芽

が徐々に起り、発芽率も低かった.

定拙から発芽開始までの H数は、 6月30nまでは定植日が遅いほど知
くなり、 6月30日定植が最も短くなったが、それ以後では定植日が遅い
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ほど長くなった.

気温は、 4刀 ヒ中旬では 10.C前後で、その後 6JJ中旬まで徐々に上昇

し約25・Cとなった. 6月下旬から 7月中旬は20・Cよりやや向く、それ以

後は25・C前後であった.

掘り 上げ時の 1株あたりの塊棋重と塊線数は邸11図のとおりで、塊根

ifiは4JJ 25日定植がl愚大で、ついで 5月10日定植と 4月10Ii定植が虫か

った o 5月20日以後定植した場合は、明らかに軽くなり、特に 6月20日

以後の定植で著しく l鰹かった。

塊線数は、 4月に定植した 2区は明らかに他医より多かった。それ以

後に定植した区では急激に塊根数が減少し、定植日が遅いほど少なくな

った。

1.5 

塊

1.0 
似

市lO.5

品

04/104/255/105/205/306/106/206/307/107/207/30 
}.E航11() j/II) 

第!日文| 純対抗~.will抑制が l 株\1'1たりの収機塊似の市さと数にl:kぼす影特
l:i.:塊似ifi、イ1:塊似数

第 121渇から 1塊棋の平均重で比較すると、 4)J 10日定摘では57gで、

他区に比べ明らかに小さかった。他区の聞では 5月10日定植が 105gと

最高で、 6月20Uと30日および 7月20日定植が80gで小さかったが若 し

- 22-

い差は生じなかった.

なお、 4月に定摘した区では、塊組長が短く丸みを骨子びたものとな っ

た.
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第121文| 樟球の定虻i時JUJが収邸時の1刷版置にl:kぽす影枠

第 2節 さし木島培におけるさし木時期が塊根形成に及ぼす影響

本章第 1節では、ダリア塊根生産において、種球から裁J吉を始めた羽

合は、 5月 10日以前に種球を定植すれば株当たり塊組重と敬がが著しく

減少しない ζ とを示した.本節では、自然日長下でさし木苗から裁~を

開始した場合、いつまでにさし木をすれば良好な塊般が得られるかを調

ベた。

材料および方法

品種・あかね'を供試した。 1977 壬，~ 4月22円、 6月 1日、 7月 1F1な
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らびに 8月 1fJにさし穂を砂ざしした。さし砲は頂芽から展開葉 3対を

付けてとり、最下節の葉を除き、その節の F約 51..で・tJJって調整したも

のを用 いた.発繊後、それぞれ 5月21日、 6月21目、 8月 1日ならびに

9月 5 日に川砂:ビートモス=2 : 1の混合上で 3号プラスチック 鉢に

納え、露地の自然日長下で栽I脅した。栽培 Lllは市販の液肥(窒素 10%、

りん酸 4%、カリ 8%)の 200倍液を 100鉢当たり 10立を、かん水代り

に与えた。 11 JJ 7日に掘 り上げ、翌年 3月 17日まで塊根を第 1章第

2節に記した有孔のポリエチレン袋に入れて 4......1 OOCで貯蔵した。貯蔵

位土地帯)点、 約 1g 

合O.I~， C a C 01 、80dlLチルアルコール制l山
35ml、 1000C、J11与1/11

J 
ろ液

れ1IU¥液

↓ 

中
ろ過

中
残さ

↓ 
iM;j<fllJlll : 35ml、111与1/11
中

ろ」曲、~al. Aく洗浄

IOOml 定作
1) m 1取り、 50mlにiii符
↓ 

9 ml 取り 10%しゅう般]m 1を加え加水分解
1000C、l時11¥1

20ml刷、ソモギー釧で淀川 ソモギムで定11t 
.iM )l; t1，li 炭水化物:フルクタン

第 13似l塊桜tjlの鮎と炭水化物の仙111・定量法
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後の塊線は 4-¥-}鉢に植えて生ffと開花を調べた。

収機時の塊雌に ついては、lIE大部の長さと h立大径、新鮮屯と乾物竜な

らびに炭水化物 を測定した。 ik水化物については塊般を精く切り、 105

℃で 1時間乾燥した後60......10・Cで重量変化がなくなるま で 乾燥し粉ょ と

した材料を供して、第 13図に示 す }j訟で分析した。すなわち、乾燥粉よ

約 1gの 0.1%炭酸カルシウム合イj1 () %エチルアルコ ール抽出械と残さ

の温渇抽出液混合液を 100・l定特とし、その 4111を50111定 寄与・とし分析に
供した。試料 9111をとり、lIaaland(25) の “mildhydrolysis >>に従い

10%しゅう酸 1m 1を加え、 1000Cで 1時間カ11水分解した後、ソモギ一変

扶 (45)でフルクトースとして求めた。

結果

第 14図のとおり 、 さし木時JI1J別の地上部の生育は重さ、節敬、草丈と

もに肢も早い 4月21日ざしが触も優れ、 7月 1R以後にさした区では IJ]

らかに劣った。また、 塊線量も 4月21日ざ しと 6月 1日ざしで大差ない

のに対し、 7月 1円以後にさした区で劣った.以上の結果、個体全体の

取さはさし木時期が遅いほど劣り、特に 7月 1日以後のさし木で劣った。

1個体当 りの塊組重別な らびに塊根数別の割合を第 15附 でみ ると 、 6

月 1FI以前にさした区では 20g以 tの個体の割合が高く 40g以上のもの

もあった。 一 五、 7月 1日以後にさした区では 20g以 kの僧体は少なく、

特に 8月 1Aざしでは 20g米満の軽い塊似のものが94%あった.塊組散

において は 4月21nざしで多い個体の割合が尚かった。他 3区の聞には

大差なかったが、 8月 1日ざし で 2個以下のものがやや多かった。
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さし木時同月.日

第14図さし木時期が生育に及
Iます影響 上:仁コ全重、 D地
上部重、 圃圃1会摂重 下 :Cコ翠
たけ、四節数

4 .21 6.1 7. 1 8. 1 4.21 6. 1 7. 1 8. 1 
さし木時同 月. 8 

第 15図さし木時期がまえ根の重さと歓に
})， (;;す影響

-26-

収穫時の塊椴の乾物率と生鮮量当たり炭水化物合有量は第 2表のとお

り、ともに 4月21日ざしと 6月 111ざしには差がなく、 7月 1日以後の

さし木で小さかった。乾物率においては 7月 1Elざしが肢も小さかった。

第2表 さし木時期が塊楓の乾物率
と牛鮮重当たり炭水化物合
有率に及ぼす影響

炭水化物
さし木時期乾物率

合-H率

4月21H 
6月1I:l 
7月1n 
8月1日

20.8% 
20.6 
18.9 
19.8 

13.6% 
13.6 
12.6 
12.8 

第 3表のとおり、貯蔵中の生存率は 4月21日ざしと 8月 1日ざしが高

く、 7月 1F:lざしは最低であった。塊根の貯蔵中の損傷は主にクラウン

(茎部分)の腐敗によった。

第3表 さし木時期が塊根の貯蔵性に及ぼす膨響(%)

一期 7F4FCZZ繋残存E
4月21日
6月1日
7月1日
8月1日

2.0 6.1 
7. 1 

8.3 
26.5 
31.0 
5.4 

91.7 
2.0 69.4 
64.3 
94.6 

貯蔵後の生育、開花状況は第 4表ならびに第 16図に示すように、草丈

と節数は区による差はなかったが、 6月 1Flざしは草丈がやや高かった。

開花は 7月 1日以後にさした区でやや遅く、 8月 1日ざしでは不矧いで
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あった。

4月21日
6月1日
7月1R 
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示 したが、 1株 当りの全塊組数と 全塊桜前は端的 に生産 地の大きさをぷ

す。市柴ら (4，5) の桜告や錦 1琶の結果の示すように、ダリアの塊胤数

は植え付け後 2--- 2.5ヵ月の比較的早い時期に決定 される.さし木では

{肉体の生理状態やさし木条件によ って発般教が拠ることはよく知られて

いる (36)。 ζ こでは発根数の異る、あるいは人為的に級数を変えたさし

木苗を怠培すること で、 初期の根数が収機時の塊般教にどのよ うな影響

を及ぼすかを調べた。
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第16図 さし木月!闘が翌年の開花に及ぼす影秤

3 月 11 自主121筒、 発:!'J~体 1;:メ、jする開化例体の~Iill合、 0: 4月21
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ダリアにおいて、形成された塊般に種球として用いることができる

“有効塊組"と 、ffIいることができない“無効塊組"があることを既に

なお、さし木苗から生産される塊根、ポット・ルートでは続当り塊繊

数と重さは品質上重要な要因となる。市販品 10品種各 5点計50点の調査

では、第 11附のように販売品 としての塊組数は 5、 6i闘のものが多く 、

全体の10%は5個以 k、80%は4個以上であった.しかし、実際には 3

塊線以下の個体の組合せによっ ている場合が多く見ら れた。 k述のよう

にポット ・ルートでは販売品としては塊織が 5、6例おいたものがtfま

第 3節 さし木苗定植時の線数と収穫時の塊根数との関係
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しいと与えられるから、 1倒体主主1たりの塊楓数の多少は輔Iまの外観上の

品質に影響ーする.さし木苗の線数と収穫時の塊線数の関係をl到らかにす

ることは、ポット・ルート生産:においても有益である.

では発根率は 100Xと高く、発般教は約 16本で他 2区の 3-4情あった。

似長については処理¥2区は明らかに対照区より長かった。

nu 
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l
 

t11 1 JJl 発掛剤処.f_l~がさし木市の線数と収慢 11年の塊根数に及ぼす影響 古リ

% 
材料および }j法

ly，種‘あかね'を供試した。 1980年 4月22Uに、市販の0.01%α ーナフ

チルアセトア ミ ド(NAad)あるいは 1%インドールらく酸 (IsA)を合有す

る粉剤;を基部におけてさした o 5月22日に出り上げて発根状況と桜の生

ifを調べた後に、 3号プラスチック鉢に植えて栽培した.栽培JH土と施

IJ巴は広章第 2節に準じた。 11月21日に楓り上げ、塊根の発育ならびにli

生状況を調べた.

、、J

結果

節 5表のように、発根剤処理により発根本、 l個体当たり発根数なら

びに般大根長すべての項目で慣れた。特に、 1 % IBA製剤を処理した区

。
犬、I!m 1 BA NAad 犬、JW~， rsA NAad 

第18図 さし木時の発綾子~J処理が収穫"与の塊線数別なら
ぴに塊根重別個体割合に及ぼす影響

収横時の塊組数別ならびに塊4最重別個体割合を第18図に示した。 NAad

処用区は塊級数が 5以上の個体の調合が高く、また 30g以上のものの割

合が高かった。対照区と lsA処埋区は大きな差がなく、 NAad処理により

数、唱さとも小さい個体の割合が高かった。定植時の根数が対照と小差

であった NAadは収機時の塊組数の多い個体が多く、定植時の般教が明ら

かに多かった IBAは塊根数が対照 I~ と同じで NAad より少ない倒体が多か

った。

tt1 ~j 表 発傾倒処1型が発桜と棋生ifに

第6表 さし木時の発根剤処.fIfが収穫
時の塊般の大きさに及ぼす影

及ぼす影響
容

区 発級事 荊葎吉平均肢
区 塊縦長A塊根佳BB/A 

り極教大組長

対!照 80% 3.9 7.3clI 
対照 2.24c・1.99c・0.89

11 BA  100 15.9 10.2 
IBA 1. 80 1. 76 0.98 

NAad 96 6.5 11.5 
N Aad 1. 83 1. 83 1. 00 
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例体別にみた塊繊の大きさは N̂ ad処理p(で大きか ったが、部 6表のご

とく側々の塊掛については対照院で大きく、処理区で小さくなった.ま

た、 塊織は処理区では対照区に比べて丸味を帯びた。

7 x 

r=0.223事Ex x 6 x x x 6 

節 2項 さし木苗定植時の根数が収穫 時の塊根数に及ぼす影響
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材料およびJj桧

品種 ・あかね'を供した。 1980年・ 4月22日にさし木し発線 した苗を、

5月27IJに必要に応じて根を抜き取り根散を 1から 5A;::に調整して、 3

57プラスチック 鉢に楠えて栽培した。志良j告は本軍部 2節に準じた。

また、 I"J織にして得たさし木前の発根数によって l、 2、 3、 4、 5

本ならびに 6;;$;:以上の 6区に分けて植えた区も設けた。

掘り 上げは、いずれも 11月21日に行った。
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第201読 さし木苗定植時の線数
が収穫時の塊~R数に及
ぼす影響

のさし木部の線数と収慌時の塊線数の聞には有意な関係がなか った。 塊

組重は定植時の根教が多い区で重い個体が多くなる傾向があったが、各

区の間には顕著な 差はなかった.また、定植時の根数と楓り 上げ時の塊

織の大き さ、形 な らびに乾物率との聞には一定の関係がなか った。

結果

人為的に桜数の調整を行った場合の定植時の根数と収償時の塊根数と

の関係は錦19図のとおりで、 r=0.223(0.01< P<O.OOl)の正の相関が

あり、柏え付け時のさし木苗の線数が多いほど収機時の塊組数の多い個

体が多くなる傾向があった。しかし、 5本区では 1塊線のものはなかっ

たが、どの区においても塊線数は 1から 5本までの側体が各々かなり合

まれた.

なお、塊恨の重さ‘大きさならびに乾物率は各区の聞に大差な いか、

ー定の傾向がなかった.

部 3項 さし木苗定植時の線数と 短目前の長 日期間の長さが収機時の塊

椴散に及ぼす影響

第20図のとおり、人為的な根数調整をしないで植えた場合は、定植時

材料および )j法

品種・あかね'供試した。 1984年 7月14Hにさし木し 、 8月28F-Iに 3

号プラスチック鉢 に捕えて主主指し た。裁指は本章第 2節に準 じた o 8月

30日より円 長処理を開始し、た だちに 8時間日長(短 目、 SD )とした

区(0 L D )、 3週間長日(L D )下で蔵前した後 9)J 18円か ら短日と

した区 (3wkLD) な らびに 6週間長日下で栽培した後10月 9nか ら短

- 32- 9
d
 

9
d
 



FIとしたt(( 6 wk L D )を設けた。掘り上げは 12月 5、 6I:Jに行った.

なお、 iu日処理は午後 5時から翌朝i]9時までアルミ蒸着フィルムをJTJ

いてしゃ光し、 8時間日長とした。長日処理は夜間白熱灯を用いて!照明

し、 2411年間日長とした.白熱灯は約1.5ml間隔に配置した。

収横時の塊根重、草丈、節数ならびに地上部iJIは筋 7表に示した.い

ずれの明 flについても定植時の曲・の組数との聞には・定の傾向がなく、

知 n，泊の長 HU月間の長さが影響した。すなわち、知 n，討jの長日 ml聞が長

いほど地上部重ならびに草丈と節数が大きくなった。塊組重については

3 wkL 0は大きくなったが、 6wkL 0は大きくならなかった.

結史

郎 2!LJ4のごとく、定杭後ただちに短 H条件とした OLDでは、 定植時

の U~ 数と収横時の 塊根数の!日!に r =0.266(0.05 < P < 0.01)の有怠な JE

の相 l測があった。しかし、 3 および 6 週間長日ドで裁培した後に ~i I:l条

件に移した 3wkL 0と 6wkL 0では有意な関係は認ら れなか った.短 H

fiiJの長日期間が長いほど収穫時の塊組数のばらつきが大きく、またいず

れの娘散においても塊線数の多い個体が明らかに多くなった.

第7表 さし木前定植時の根数と短日前の長H期
HIIの長さが地上部と塊般の生ifに及ぼす
影響

ー一
根数 1~支 節敷地上部重 塊掛iE

OLD 
1 17.lc・9.0 7.0g 11.8g 
2 18.3 8.2 11.0 22.0 
3 19.8 8.4 10.7 22.5 
4 19.1 10.0 9.5 21.3 
5 18.0 9.1 9.1 22.1 
6 17.2 8.2 8.1 21.5 
7 18.9 8.5 10.3 26.1 
8 16.1 7.5 8.4 18.2 
3wkLD 
1 19.7 8.9 12.1 24.5 
2 23.0 9.3 13.7 28. 7 
3 25.3 8.6 13..1 23.1 
4 23.7 10.4 13.9 23.7 
5 27.3 9.8 15.0 22.6 
6 26.6 10.4 10.3 20.4 
7 25. 1 9.8 14.6 20.9 
8 25.8 10.2 12.4 24.9 
6wkLD 
1 23.8 8.8 14. 1 14.3 
2 25.0 11.4 18.7 25.0 
3 32.2 10.7 18.2 19.2 
4 31.6 10.5 17. 1 16.2 
5 34.7 1l.6 17.7 18.1 
6 33.0 11.0 19.2 20.9 
7 34.8 11.6 22.1 20.0 
8 30.8 11. 1 20.7 21.8 
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第21図 さし木I'U定植時の線数と短H自ijの長H期間の長
さが収複時の塊組数に及ぼす影響
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第 4項 秩冬季における栽培での発根と塊桜形成の犠相 2、 4、 5はさし木後 3.5ヵ月以後にな ってからも新騒が発生した o No. 

3はJtj加し た桜が枯死し たため 9月下旬から 10)]にかけて減少した.

塊縦形成開始時期は個体により異り、 No. 3と5のように最も早い例

体では 10月 15日に、 No. 1のように遅い個体で は 11Ji 5日にみられた.

塊棋の増加は No. 3、 4、 5のように比較的短期で終 rするものもある

が、 No. 2、 6のよ うに般初に塊膿が形成されてか ら7週以上にわた っ

て次々と新塊般が形成され、増加する個体もあった.

なお、発組教と塊根数の関係は、培養した 10個体中 6個体が 8本以 l二

発似し、そのうち 4倒体は 8本以 k塊椴化したが、 2個体は 2および 4

本塊掛化したのみで、発線数が多い個体が塊桜が多いとは限らなかった.

材料および方法

品種・あかね'を供試した o 1984年 8月 10Hに本を満たしたl/2000a

ワグナーポットに即さ 2C 11の発抱スチロール似で蓋をし、中央に聞けた

自径約 1C 11の穴にさし木し た.発根の始ま った 9月 3日から遇 1度発根

数と塊根数を調査した。発生した根には小ラベルを付け、根径が 2..以

とになってその後も順調に塊楓化していったものを塊槙の発生 とした.

なお、 8月13日から節 8去に示す培養液を Iポットに10立入れて.nj~ 

した.培養液は毎週更新した.

第8ll.!f'ii釘倣版文 (1i ~lたり)

薬 .'11" r ，t 

:lγ一一/_0____0
/'~ ，0-0-----一
/ 

4ト /μJ/O

/イ/

楓叫 J 札

~ 8~γ \ー-…
241//ー-0J…-----0
i JlHγJ-x/-ror--一。

I _/' 
/ /'。

M又S0， 500 mg 
Ca(NO')2・1I20 H5 
KNOI 400 
N 11. 11 2 P 0 ~ 155 
I~ J) T八 Na F c 2Q7 

21tt匂は山林制芸試験場による
1，1要は、 N:134. 3ppm、P:4l.8ppm、
K: 156. 2ppm、Ca:80.5ppm、Mg:49.3ppm

結決

飢 22図に培養1O~固体の うち、発根数の比較的多かった 5 個体と、発根

数の少なかった 1佃体について 示した.発棋はさし木後28日の 9)-J3日

から始まり、 38日後の 9月 17日には各個体の根数がほぼ決定した。 No.

415/X  
tlo・ x一一-x一一-~ー由一0-0-0-0-0 0 
/"'~ ~ 

8 ~ ./<ーー-)(--)(ーX-X _s一一一。
IN0.6x/ojf  

41/// -
8 JI 9 11 10月 11JI 12川

第22凶秩冬季における栽培での例体}JIJの発縦ならぴ
に塊似の先生状況
X:塊械を合む全根数、 0:塊級数

6
 
3
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第 4節 ?キ通裁培に:おける地上部の切除処理が塊線形成に及ぼす影響 結果

第 1市で定植後 2:から 2.5ヵ月で厳終的な根数の大部分が発生し、そ

れらが順次塊根化すること、塊根 U~大が盛んになるのは 9 月上旬以後で

あることを示した.本車第 1、 2節ではダリア塊楓生産において、種球

を用いた場合では SiJJ 10日以前に定植すれば、さし木苗を用いた栽培で

は 6月 1H以前にさし木すれば、それ以後に定植あるいはさし木した場

合より塊線数と重さ?ともに明らかに優れることを示した。西回ら (74)は

ダリアの地上部生計が最大になる時期は 8)]とし ている。

以上から、定植後十分な発根と地上部の生育は 8月までに生じ、この

時期の地じ部の大きさはその後に起る塊線形成の大きさに著しく影響す

ると考えられる。そこで本節では地上部生育が厳大になる時期から塊根

j肥大が盛んになる 9月中旬までの聞に順次地上部の切除処理を行い、地

上部の存在が各時JtfJにおいて塊線形成にどのような影響を及ぼすかを調

収穫時の株当たり塊組重は第23凶のようで、 8刀30Ifまでに切除処理

した区では対照区と大差ないかやや重かった。 9月10U以後に切除処理

した区では明らかに塊掛重が小さくなった。

塊線数に ついては錦24図に示すように、 8月 9Aに切除処理した区で

対照区よりやや少なくなった.他の区は対照区と大道なかった.
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~ー ~，.-， r一司
F圃園圃 r-ー圃

塊

根10

数

。対JI({8/9 8/20 8/30 9/10 9/20 
りj除処111111

第241火|地上部のりj除処.fl11日.ljJUJが1株
~'íたり拙似数に&.ぼす影枠

1塊mの重さについて第25図でみると、 I株あ たり塊般と同織に 8月

30日までに切除処理した場合は対照区と差がないかやや重く、 9)J 10日

以後に切除処理した場合は明らかに斡くなった。

切除処用後の生育の目安を知るため開花始めと盛期を第 9表に示した.

8月30日までに切除処理した区ではその後再び開花に重ったが、 9月 10

n以後の切除処理では収穫時までに開花しなかった。また、開花のあっ
た 8月30"以前の切除処理区のうち、 8刀 9 11と20"の慌では tO)J中に

開花盛期に遣した.

品種‘あかね'を供試した。 1980年 4月10日に定植して裁培中の株を

8月 9U、20目、 30日、 9月 10LIおよび20Hに地上部の約均を切除した。

各区 15個体ずっとした。地上部切除後は肱任した。 L2月上旬に順次揖り

上げ塊恨の重さと数を調査した。またりj除処理後、佐官のおおまかな状

況を知るため開花始めと盛期を確認した.

a 培jj法は第 1j':t m 1節に従 った.
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降霜は塊根1If!大期間に l白接的に影響する。すなわち、塊椴!肥大が盛んに

なる 9月以後降漏までのJUJIUIの長さは塊根の肥大量と充実R肢に影響す

るであろう.前節では 9月 10日以後にダリアの地上部を切除すると、収

機時の 1株叫たり塊組重と l塊綴重が小さくなることを示した。

とこではダリア塊恨の収穫適期を検討するため、普通説暗における 9

月以後順次塊根を掘りとげ‘塊根の肥大と充実程度を調べた.
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品種‘あかね'を供試した。 1979年は 5月21日に、 1980年は 4月 10fl 

に種球を結え付けた。怠 j~ 管理は第 1 章第 1 節に準じた o 1979年におい

ては 10月 17日から 2過ごとに 12月26日まで毎回 9僧体ずつ、 1980年にお

いては 9月20日から 10日ごとに 12月20日まで毎回 10倒体ずつ銅り tげた.

掘り tげ後の掛株はただちに分fまして種Eまとして用いることのできる

塊恨のみとし、そのrt.から無作為に 10から 15球媒取して調査、分析に供

した.残りの塊縦は錦 1市第 2節に示した有孔ポリエチレン袋に人れ 6

....__ 7 ocで貯蔵したo1979年は翌年 4月 10日まで 、1980年は塑年 5月28日

まで貯蔵した.

1979年産塊般については、貯蔵終了後の塊根を20法ずつ地紬えして、

発芽ならびに生育と開花状況を調べた。栽培管理は第 1章第 1節と同様

にした。

収穫時の塊般の乾物事、還元麟ならびに炭水化物は本章第 2節の万法

で測定した.

節9表地上部の切除処理時期が開花
に及ぼす影響

切除処理.日 開花始め開花盛期

第 5節 杵通説J日における収穫時期jが塊根の質に及ぼす影縛

，i ff.ら(4) の械的や錦 1 j立に示したの結果のように、ダリア塊桜のH巴
大は 9月以後、特に 10)J中旬以後盛んになることが明らかとなった。ダ

リア塊織の収慣は数回の降霜によって地上部が枯死始めるころから行う.
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平
10月末には開花末期となった。両年とも 10月20目前後が開花盛期で、

n
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12月中旬には地11月末には茎葉上部が枯死し、初霜は11月下旬にあり、

t& 
.!!!20 

g 

l 

上部はほと んど枯死していた。

長さと1979年と 1980年の両年とも、塊根の大きさは第26図のように、

太さにおいて 9月中旬には既に最終掘り上げ時期の 12月下旬のものと大

9月 10刀 llJJ 12克

第27凶収機時lQjが平均塊似重に及ぼすJl~響
実線:1979年、 Q長線:1980年

差ないほどになっていた。
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第2GP<1収穫時期が塊恨の大きさに及ぼす影粋
太実線:1919~~長さ、制実事長: 1979"1:1壮大部の
筏、太破線:198011~長さ、紺11放線 : 1980"1::1位大
部の{宅
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1980年は 9月中旬以後重くな重さにおいては第27図のとおり、- )J、

両年とも 11月中旬までは徐々に重たくった後に一 時的に軽くなったが、

それ以後12月中旬まであまり変化しなかった。なった。

同年とも 10月末までは50g以第28図で個々の塊根の重さ別にみると、

19 特に 30g以下の比較的軽い塊恨の割合が高かった。下のものが多く、

-43-

1980年では 11月 10日以後になると 20g未満の軽79年では 11月 14日以後、

い塊根の割合が小さくなると同時に重い塊根の割合が徐々に高くなり、
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100 g以 上の塊楓も 生じた。

塊mの乾物事については 、節目図のように 1979年においては 11月始め

から急激に高くなり、 11月中旬に約18%となって、その後はほぼ一定し

た o 1980年においては、 9月中旬には既に乾物事は約16%で、その後さ

らに高くなって 10月上旬に は20%を越したが、以後徐々に低 Fして 12月

中旬には約19%になった。
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第捌度第作自認容FZ器物詩品作ぼす彬符
1980年にお ける4鬼桜中の還元結と炭水化物の合有率を節30凶に示 した.

還ノ己結合有事は11争Wllが避くなるほど低くなる傾向があった.また、合有

事は低く、 9)] 20 Hは U.8%で、 12月20日には U.3%になった。 一点、

炭水化物合有事は 9月20日には 8.8%で、その後10月 lU日まで急激に高

くなり 14.3%となった。以後は徐々に低下して、 12月20日には 11.5%に

(
%
)
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叶
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L 9JJ lOJJ 11月 12 Jj 

第301火1q){随時JUJが塊般11-1の還元結と炭水化物
合ti-終に及ぼす影響

1".段:全炭水化物合合.卒、 下段:還元相代イi本

害1]

f、、

% 

0 .31 .28 .26 
10.]7 11.]4 12.12 
月.日

第311ヌ]qX班H与朋が域似の貯雌
後の伐:(f.単に&.ぽす~

。/30 /20 11/10 /30 /20 
9/20 ]0/10 /30 /20 12/10 

月/rI
第32~1 収離時j別が塊似の貯雌後の践が中に

及ばす~~特

なった。

塊根を有孔ポリエチレン袋に入れて翌春まで 6.......7 ocで貯蔵した場合、

正常な状1!¥で残存した塊棋の割合を1979年については節目図に、 1980年

については錦32閑に示した。 1979年は 10月 17R収機の場合は残存唱がや

や低く 74%であった.すなわち、 26%の塊根に芽の柿死または腐敗が生
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全体としては収捜時期による 一定の削11月28日収穫で低く、やや向く 、12月i610月31日以後に収横したものは911%以上が正常に残存し、じた 。

向はなかった。10月10日以前に収慢L980年においては、100%が残存した。H収慢では

7月15 11における草丈は 10月中に収穫したものと 12月26日に収穫した10月20日以後に収機した場合はやや残存率が低く 80から 88%であった。

11月14日から 12)J12 Aの間に収機したものは低かった。ものが尚く、両年とlOO!'6の塊脱が正常に残存した.以上のように、した場合はほぼ

収穫時期が翠年の生ffと開花に及ぼす影響第10:&
も10JJ rp iiJまでの収慢では貯蔵によって 一部の塊桜で芽の枯死または塊

III月訂十品再~712月 12 日
10刀下旬以後の収穫ではほぼ正常に残存した。織の腐敗が生じ、

12月初日10月17日1979年産の塊棋を翌年 4)J 10日に植えた場合の発芽状況は第33凶のと

6月26f1
7月10fI 
75% 
56cII 

7月1日
7月11日
67% 
49c・

6月29H 
7月10IJ 
54% 
17cII 

7月2A
7月13日
86% 
49cDI 

7月1A 
7 J] 15日
57% 
53c圃

6月30R 
7月15日
67% 
57cm 

開花開始日

511%削~r." 
7 )J1511の開花率
7 )] 15日の草丈

12刀26日収穫を除いては、10月17日収穫のものが発芽がやや早く、おり、

l以慌時JUJが遅いほど発芽が遅れる傾向があった。 Jl)]28日と 12月12H収

12月L2 IJ収慢では最終発芽率も劣っ慢のものは他区に比べ発穿が遅く、

た。

考察

100 
発

芽50

1塊根重には差が種球定植円を順次遅くした場合、都 1節において、

1株 当たり塊般電は定植が遅いほど減少した.各区の発芽生じないが、
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遅い時期の定植では地t:ffS時期はほぼ定植日の早晩に応じているから、

生育JUJ聞の減少が影響して塊組重が小さくな ったと考えられる。特に 6

第 2節はさし木著しく塊綴重が小さくなった。月20円以後の定植では、

遅い時期にさし木するほど地上部生育が劣り、前の紘j告結果であるが、tol0表に示したように、開花状況は 、定梢後に発芽した・{肉体の生育、

塊m生育も劣った.特に 7月 1日以後にさし木した場合に著しく劣った.また50%の個体が開花に達した H開花開始は12月26日収慢でやや早く、

ある程度の収横盈を上げるには、

さし木前の説明種球からの歳培では 6月20flより前に定摘することが、
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ダリア塊掛生産において、したがって、も早かった o 50%開花日は 11}]28日以後に収捜したものでやや早かった.

11月14Uと12月26日収穫のものが
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7JJ15(:Jにおける開花事については、



では 7月 1日より前にさし木することが針ましい.さし木時期について

は、明泊ら (63)も北梅irIでのポット・ルート生産におげる 限界は 7月上

旬であるとしていて、木tiの結果におおむね一致する。

この場合、碕Eまからの主主培では発芽から塊根肥大が盛んになる 9月中

旬ならびに木絡的な塊f!tJJ巴大却jの10月中1tJまでのJYl聞は、 それぞれ 6週

と10週であった。さし木苗の栽培では、塊根肥大がよかった 6月 1l:I以

前のさし木で、塊根肥大が盛んになる 9月中旬までは、さし木から 14週、

定植から 10週であった。

以 1:のように、種fまから栽培した場合も、さし木苗から 凪培し た場合

も、塊繊の良tfな肥大を得るには地上部の生育が確保されることが盈要

であり、そのためには塊線肥大が盛ん になる時期までに 6-10週の地上

部生育期間が必要と考えられる.

第 i節で早い時期と遅い時期の種球定植で発3fに長期間かかったのは、

早い時期では低温が、遅い時期では長期j貯蔵による消耗が影響したと考

えられる。 4JJ 10 日 定 梢区の塊桜が短 1~ で丸みを mていたが、初期の短

日条件が影響したと考えら れる .日長条件のちがいによって塊根が短形

または長形に変化することはこれまでも認られている (76)。

部 3節においてさし木苗を栽唱した場合、定植時の根数より収横時の

塊級数が多くなった:。さし木前定植時の恨散と収複時の塊組敷のnllには、

人為的に桜を抜取っ}てその数を制限した場合には、定植時の棋数が多い

ほど収機時の線数が多い傾向があった.しかし、人為的に桜数を制限し

ない場合は、定植時の線 数と収複時の塊岨数との1mには一定の傾向がな

かった.また、定植後ただちに短日条件にした場合は、定植時の線数と

収穫時の塊根数との聞に弱い正の相闘があ ったが、 3週以上長日条件下
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で栽培してから短 H条件にするとその関係はなくなる.人為的に捜散を

制限して定植した場合は、既に多数の発繊のあった怖の棋を妓取って調

整したものが多く合まれて定植後の発繊が抑えられたために、定植後た

だちに短日条件にした場合は、ダリアの不定楓発生が長日条件で促され、

短日条件で抑制される (57)という桜告があることから、新たな発根が抑

制iされたために、また同時に捜の塊根化が促されたために、さし木簡定

植時の般教と収横時の塊棋の聞には相関が生じたと与え られる.

一方、既に第 1t誌で示したように、ダリアは定植後 2ヵJlの 7月111句

までに収横時までの発根数の大部分が発生するが、その後も少しずつ新

根を発生する o m 3節においても、 9、10月の自然日長-"でダリアが新

組を発生するととを明らかにした。その棋は発根開始から1.5-2ヵ月

遅れて順次塊根化していく.そのJUJ聞は長いものでは 7週以上にわたる.

以上のように、ダリアでは塊根形成が促される短日条件(57，66，87，114，

11 6)でも発根がみられ塊根が増加することは明らかである.さし木前を

栽培した場合、定植後の新組発生があり、それらが塊根となって収横時

には定柚時の掛数より塊組数が多 くなる.この傾向は 、定植後の新桜発

生を抑制するような条件、第 3節では人為的な根の抜取りと短日条件で

あるが、そのような条件を与えた場合は小さくなり、逆に錦21図に示し

たように、定植後に長日条件下に長く置かれるほど強くなる.ダリアの

普通裁培では、塊根肥大が盛んになるまでに長日期間があるから、その

!日lに多数発根して塊根化し、収穫時の塊般教が多くなると考えられる.

このととは、 第 1、 2節の結果とも 一致する.

ダリア塊根生産において、塊組肥大が盛んになるまでに十分に地上部

が生育していることが必貨であると既に与策したが、第 4節において塊
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楓肥大期にあたる 9月10日以後の地上部切除は、収穫時の 1株 当たり塊

掛iJiと 1佃当たり塊根重を著しく小さくした。 8月中の地上部切除は、

部 9表に示したように 9刀下旬から 10月下旬までに開花に至っており、

切除後塊槙肥大期までに大きな地上部生育があったことが解る。このた

め、塊根肥大に支障を来さなかったと考えられる。

8月20日以前の地上部切除処理では、塊桜重が無切除の対照と同等か

むしろ大きくなった。これらでは地上部の切除により茎葉が更新され、

光周性に対する感焚性の高い展開直後の葉 (21，22) が多くなったためと

与えられる.

塊Hl数においては、青葉ら (4)の報告や錦 1章に示したように、収穫

時までに発生する不定額の大部分は 7月中旬までに発生しているから、

那 4節の切除処理は 8月以後であるため大きな影響を及ぼさなかった.

しかし、背集らの報告にも述べられているように、?月以前の摘葉は塊

根数を減少する.UJ 4節においても処理の最も早かった 8月 9日切除で

は、発根を抑制したと考えられ、他区に比べてわずかだが収積時の塊根

数が少なかった.

開花については、チューリップ球桜生産において球根肥大に不利とさ

れ、花摘みされることはよく知られている。また、このことについての

記述 (85)もある。ダリアにおいても、開花は塊根肥大に不利に働く であ

ろう.しかし、第 4節では開花が多くみられた 8月20日以前の地上部切

除区より、開花に歪らなかった 9月切除区のほうが塊根盈が小さいこと

から、塊捜肥大が盛んになる時期に大きな地上部が存在するかしないか

が塊根肥大に強く影響することを示唆する.

なお、ダリアの塊極生産において、強風による倒伏防止のため生育事¥IJ

期に数回摘心をして分枝を促し、同時に過度に草丈が高くならないよう

に管理されることがある。錦 4節の結果から、 8月中の地 k部切除は塊

般肥大を抑えることなく、台風等の強風対策に利用できる.

第 5節で、塊楓肥大が盛んになる 9月中旬以後の塊根の生育について

みると、塊棋の大きさでは 9月中旬には既に収機時の大きさに達してい

た。背葉ら (4) の報告では、不定棋の直径は発生時から収穫時まで引統

き哨加し、これは実生株でも種球からの株でも同織であるとしている.

また、岡田ら(74，75) も自然条件下で収横間近に塊根の由経の噌加を認

ている。これらの報告は金塊棋についての調査であり、本市で は種球に

することのできる“有効塊蝦"についてのみの調査で、対象が塊根化 し

たものばかりであった。そのため早い時期から大きな備になったと考え

られる.

-方、塊棋の重さについては、既に第 lZ'tで示したように、ダリアで

は生育期間中常に軽い細線と小塊繊が存在し、重い塊棋は 10月中旬以後

に哨加する.第 5節でも同様のことが観察された.さらに、塊棋の乾物

事と炭水化物合有率には年度の差がみられ、 9月中旬または 10月中旬以

後に急速に備が大きくなった.乾物事と炭本化物合有率は 11月以後は大

きな変化がなかった.以上のように、ダリアでは 9月中旬には既に収穫

時の塊根の大きさと同等になっているものがあるが、その電さ、乾物事

ならびに炭水化物合有率は、年度によって変動し 9月中旬か ら10中旬以

後に急速に大きくなり、塊根が充実すると考えられる.塊桜の充実は 11 

月中句まで続く.また、 10月中句までに収穫した塊根は、冬季貯蔵中の

腐敗や芽の枯死がみられた。これらの結果から、ダリア塊似の収穫時期i

は、 I1月中旬以後で、降霜や低温による障苫が生じるまでの闘が適すと

0
 
5
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ダリア塊線生産において、十分に肥大した塊桜を得るための栽府時期

とその期間について検討した。

1 ) .種球定植を順次遅くした場合、 I塊根重には差を生じないが、

l株当たり J塊様車は定植が遅いほど小さくなった.特に 6月20日以後の

定植で著しく劣った.

種球からの.n~'jで十分に重い塊棋を得るには、 6)] 中旬までに種球を

定梢することが必要であった。

2) .さし木II11の裁培では、さし木時期が遅いほど地上部と塊根生育

が劣った.特に 7)] 1日以後のさし木で著しく劣った。

さし木 前か ら歳惜して十分に重い塊櫨を得るには、 7)] 1 1:1より前に

さし本することが必要であった。

3) .さし木荷定植時の根数と 塊根収穫時の塊掛数とのi聞には、人為

的に楓を抜取って桜数を調整した場合、ならびに定M後ただちに知 H条

件とした場合に は、lEの相関がみられた 。人為的に組数を制限しない場

合、ならびに定植後長日条件下で 3週以上栽培してから短日条件とした

場合は、定植時の桜敷と収穫時の塊線数の問には一定の関係がなか った.

短日条件下でも長期!にわた って 新根が発生し、順次塊繊とな った.

4) .普通栽培において、 8月中の地上部切除は、その後開花盛期に

至 る十分な地上部生育を回復して、無切除の対照区に比べて塊縦形成は

同等かそれ以上とな った。 一方、 9月以後の地上部切除は収犠塊櫨唱を

著しく小さくした。

5) . 9J.l巾句には、塊棋の大きさは既に収穫時と同等のものがあっ

たが、その重さ 、乾物率ならびに炭水化物合有率は、年度によって変動

があり 9月中旬-10中旬以後急速に大きくなり、 11月中旬までI智大し充

実していった o 10月中旬以前の収穫塊根では冬季貯蔵中に腐敗または芽

の枯死するものがあった.

ダリア塊t民生産における収積適期は 11月中旬以後降霜や低温陣包の発

生する前までであることを示した.

6) .ダリア塊級生産で十分に肥大した塊楓を得るためには、塊繊肥

大が盛んになる 9月中旬までに 6-10週の地上部生育郎l聞が必要で、そ

の聞に大きな地上部生育と発根数が確保される。地上部の大きさは 8月

上旬以前では主に発根に影響を及ぼし、 9月中旬以後では主に塊織の肥

大と充実に影響を及ぼすことを明らかとした。

考えられる.

広市では、以 tに不してきたように、ダリア塊掛生庄において、 ト分

に肥大した塊岐を得るためには、 塊根 JJ~ 大が盛ん になる 9 月中旬までに

6 -10越の佐官則|闘が必要と考えられ、その聞に大きな地七部生育と発

~{数が確保される φ 大きな地上部の存在は、 8 月上旬以前では主に発根

数に影響を及ぼし、 9月中旬以後では主に塊線還に影響することが明ら

かになった。また、 塊棋の重さ、乾物率ならびに炭水化物合有事の増大

は 9JJ中旬-10月中旬から急速に起り、 11月中旬までそれが統いて塊根

が充実することがj解った。

j肉質
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tn3章 塊根形成に及ぼす日長の影響

第 2f，'i:で示したように、ダリア塊掛生産において、十分に肥大した重

い塊根を得るためには、塊根肥大が廉んになる 9月中旬までに、 6-10 

過の地上部生育期間が必要で、その聞に大きな地 t部生育と発線数が確

保されることを示 した。また、発根数は定植後の長日条件によって促さ

れ、長 日期間が長いほど収穫時の塊根数が増加することを示 した.

ダリアは長日条件によって地 t部生育と発繊が促され、短日条件によ

って塊槙形成が促され、発根が抑制されること (57)が報告されている.

ts2市で示 した“()-10週の地上部生育期間"は、地上部生育と発根を

促すための期間であり、長日条件であることが必要と考えられる.

ダリアの塊棋形成は短目で促される (57，87.114，116)が、塊掛形成誘

導のために必要な短日条件の期間について、 Moser ・lIess(66)は塊根形

成を起すには般低 !5日の短日が必要であるとし、短日条件を 1-20日ま

で与えた場合、その後長日条件下に移してからの塊綾形成量は与えた短

日日数に比例することを示した.しかし、 Moser. Hessの報告は 30日間

の栽培であり 、実際の塊根生産におけるような長期の栽培結果ではない.

また、青葉ら (4) の報告や第 l阜で示したように、種球から栽培した場

のは 6JJ上告jには:新塊般が既に発生していて 、この時期は白木において

肢も日長が長い時期に当たる.従って、ダリアは長日条件下でも塊級形

成し得ることになる.

'*l.tでは、邸 2r.tの結果を日長の影響の面から検討し、さらにダリア

塊極生産における塊組形成誘導に必要な短日条件の期間を検討し、併せ

て 日長条件に対する塊根形成反応の品種間差異を調べた.
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第 1節 生育初期の長円期間の長さが塊根形成に及ぼす影響

背柴ら (4) の報告と筋 1章の結果の示すように、ダリアは定植後 2-

2.5 ヵ月の聞に、 言い換えれば 7月中旬までに盛んに発生 した不定線が

塊根となり、 9月中旬以後に肥大が盛んになる ことが明らかである.ま

た、第 2.章第 1、 2節で塊根H巴大が盛んになるまでに十分な地上部生rj

を得るためには、種球定植後 6-10週の地上部生育期j聞が必要である こ

とを示 した.

さらに、第 2'(1第 4節で 8月中の地上部切除が塊縦形成に不利となら

なか ったこと 示 し、地上部生育の大きさが塊根形成に強〈影響すると身

寮した。

本節では、塊棋形成が盛んになるまでに、植物体がどれくらい生育し

ていれば効率よく良質の塊根が生産されるかを明確にするため、すなわ

ち短日条件になる前の長日期間の長さがどれくらいあればよいかを、人

工的な日長処理の下で調べた.

第 1項 さし木時期を!吋ー とした場合の生育初期の長日期間の長さが塊

根形成に及ぼす影響

材料および方法

品種‘あかね'を用い 1977年 4月21日にさし木した.発組後 5月28日

に 3号プラスチック鉢に植えて栽指した.主主I詩は第 2f，i第 2節に準じた.

定捕当日から 0、 2、 4、 6、 8、10ならびに 12週間長日条件 Fで凪

培してから短日条件下に移した区を設けた.長 n条件は午後 5時から約
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14週は 12週と差がなかっ10週で45cIIIと約16であった。週で 30cIIと約 12、約 16時間日長とした。知m間隔に配置した白熱灯を用いて照明し、1.5 

た。日条件は午後 5時から翌朝 9時までアルミ燕;着フィルムを用いて遮光し、

全重と地上部重は長日期間の長さに各部の生鮮重を第35図でみると、第 1車第 28時間日長とした。塊根は短目処理開始12週後に掘り上げ、

塊根重は長日期間が 6遡までは長日期間の長一方、応じて重くなった。50Cで 3ヵ月貯蔵した。節に示した有孔ポリエチレン袋に入れて、

それ以 t長日期間を長くしても塊棋は重くさが長いほど重くなったが、草丈と重さを計った。塊収穫時に地上部が残存する個体については、

ならなかった。大きさならびに比重を測定した。比重については、根については重さ、

8 
食.t1lを用いて 0.01刻みに比重1.00 (本)から1.11までの各液を調整し、

生 60
塊根が沈み始める比塊根を比重の大きな液から小さな液に順次入れて、

鮮

40 

笠

収穫直後と貯蔵後の塊棋をまた、その塊根の比重とした。重をもって、

4 6 8 ]0 
長日迎款

第35図短附fif!2長R10m日の長さがtu'i物体名
部生島¥単にl:k.ぼす彬智

口:錦、白:地上腕、 園 :州雷、
全市とJ1!LLm~市lま地 1:日~~成イf-~/4{本の ~I'-均

プラスチック製平箱に砂植えし発芽状況を調べた。

結果

14 12 2 。ともに短日条件に変えてからの増加は草丈と節数は第314図のようで、

全区共大きな差はなかった。草丈と節数ともに12週までは長日

6 それぞれ長日期間 O週で 15c.と8、期間の長さに応じて大きくなり、

小さく、

定植後ただち収穫時の塊根の重さと数を第36図に示した。塊棋重は、

20 g未満のものが50%以上となった。短目前に長日に短目にした場合、

20 g未満の軽い塊根はわずかになった。条件で 2週間以上裁培すると、

塊根重が40g未満の個体がほとんど短目前の長日期間が 4週間までは、

6 
2さZ
→ー

数け

20 
cm 

40 g以上のものが多くな長日期間がそれより長くなると、であったが、

10週で塊根重40g以上の個体が著しく多

他の区の悶には大きな差はなかった。
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った。長日期間 6週以上では、

くなったのを除き、

4 6 8 10 
長 θ週数

料日liijの長日JUJlliJの長さが革丈と節
数に及ぼす影響

IZZA :魚iLllm始時、仁コ:収機時、1t!L七部残
:(f例{本のみの平均

14 12 2 。

6
 
5
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塊線数は各区とも 3から 4佃の個体が多く、
定植後ただちに知日とした長日

他の阪では、比重の小さい個体が明 らかに多かった。

塊棋の比百別割合を第38図でみると 、

期間10 nの 区では、

区の聞 には差がなかった。

IOC 

知日前の長円 期間が 長いほど比重の高い個体が多くなる 傾向があ ったが、
40 g以 t

i!": 7~ 

2および 4遡長日とした区 では比重の尚いものが多かった。

長 H期間

残存した塊綴散にはl耳による韮はな

貯蔵中に塊繊の腐敗または芽部の乾燥枯死が観察されたが、

12週の医で腐敗が多か った以外は 、

%25 

いずれの区も 50%強が残存した。かった。
1<1 12 10 8 6 4 2 。J.I 12 10 8 6 4 2 。

1.08 

長 B 迎抑

制日，iijの長LlJUJ聞の長さが塊棋のi11さと数に及ぼす影秤第36関

Lヒ..s個体中の品大塊棋でみると第37図のように、塊恨の大きさについて、

長日 'UJ聞が 4週以上では長日 期間の長さに関係なく塊繊の長さは一 定と

!fr 
太さにおそれまでは長日期聞が長いほど塊棋は長く なった.なったが、

25 25 25 25 

割 合%

468  

k 8 ).PJ 欽

第38関節目，iijの長11JU1I:IIのi止さが比前日JJ塊似の:'ílJ合に及ぼすJ;l~特

25 25 25 
それ以上6週ま では長日 期間が長いほど塊織が太くな ったが、いては、

1
 

4
 
1
 

12 10 2 。
4 

では廷がなか った。

2 。

大

さ
2 

さ

cm 

% 

4 6 8 10 

長日刊野

対[lI，iijの長IIJUW¥Iの長さがM大塊恨
の大きさに及ぼす彬秤
/正:1之さ、イ1:太さ

14 12 

ヨ1371火i
4 6 8 10 
1ミ日間政

短U，iijの長1JJUWIJの長さが境似の報
"1:の発Jfに及ぼす彬枠

~~ii，，_:， 1 ~後、[[D: 2迎後、 I田]:3
辿後、 仁コ :1I.i出後、ぶ:J以雌(1'(後、イI: U'i' 
雌後

14 12 
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収機直後と貯蔵後の発芽状況は第39図に示した。収硬直後の塊根は、

長 11JUJ I日lが 4週まででは 50%以上が速やかに発芽したが、 6週以上では

ほとんど発芽しなかった.

!作結後の塊線では、貯蔵中腐敗の多かった長 H期間12週の区を除き、

50から 80%の発芽がみられた.長日期聞が長いほど、発芽が遅れる傾向

があ った.

第 2.tJt さし木時j仰を異にした場合の生育初JUlの長日期間の長さが塊掛

形成に及ぼす影響

材料および五法

tV1種.あかね'をmい1977年 4月21日、 6)] 1 H、 7月 1日ならびに

8刀 1日にさし木した。それぞれは発根後の 5月28EJ、 6月27日、 8月

1 11ならびに 9月 JlIIに 3号プラスチック鉢に植えて長日条件下で統治

した.政培は前項に準じた.

9 )J 1日から担日条件とした。したがって、鉢上げから短日までの長

rI WJ聞の長さはそれぞれ約 12、 8、4ならびに 0過となった。短目処理

開始 t3週後の 11月301:3に楓り上げ、前項に準じて塊級数と重さを測定し

た。 U長処理は前明と同怯で行った。

また、前項と同械にして翌年 2月228まで塊躍を貯蔵した後、ガ ラス

宅内で 4号鉢に植えて発芽と開花を調べた.

結J巣

市丈、節数および各部の.!_<<さはほぼ前項と同じ傾向であった.すなわ
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1え111011111の長さ (辿)

第401ヌ!負.ir.I l.Ì~i~民日jU111!の長さが刷物体科
、日il];f.if[iニ&.ぼE影紗

rI・A法的勉i二日1前、'圃 :脳同、
嵐長juhi市ま地上部残存例(本の、Il.均
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l!ill 
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2個以 下

o 4 8 12 
長日週以

節制|文I~illlìíiの長 11Jum¥!の以
さが塊似の，nさと赦に
及ぼす影科
1"，段:，_Hさ、 ト段:数
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第 2節 長 11後の短日 lU!rUlの長さが塊根形成に及ぼす影響ち、危L11 liijの長日 JtUIl1:IIが長いほど草丈、節数ならびに各部の if!さが大き

くなった.ただし 、塊根盈は節40図のよ うに短目 前の長日期間が12週で

は、 8迎より明らかに重かった。

また、節41図で塊桜の重さ別個体割合をみる と、短 H前の長日期間が

o 8ではほ とんどjlOg未満であったが、長日 期間が長くなるほど塊根が

重たい{肉体の割合が高くなり、長日期間12週ではほとんどが20g以上で、

40 g以 kのものが約30%あった.塊根数別では、短 H前の長 H期間12週

で 3個以上の個体;が多か ったが、 他 3区の聞には差がなか った.

貯蔵中の生存率は、短日前の長日期rm8遡で約70%と低か ったが、他

区は87から 97%であ った.貯蔵後の発芽率は区の聞に明らかな 差がなく、

全区とも約80%であった。

開花は第42図に示すように 5月下旬から始まり、各区の聞に一定傾向

がみられなかったが、短目前の長日期間が長い区では開花が不繍いであ

6/10 
)J/II 

第位以| 制ll，iijの長11 JUJIIlJの長さが塊似貯成後の凶化に及ぼす
彬轡

l乏IIJUIIIIJの長さ0:0週、 .: t1週、6.:8週、 企 :12週

った。

P
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句
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率
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100 

第 2章において、塊岐!肥大が盛んになる時期までに、地七部生ffが 6

週以七行えるように定摘する必要が ある ことを示した0*章前節では、
定植後短円条件とす るまでに 6週間!長日条件下に置かれれば、それ以 t

長 日条件下に置いたものと収機11与の塊恨の ifiさ、 数な らびに大きさに差

がないことを示した.

・方、 塊級形成は短日条件下で促進さ れ、持者は短 H処理開始 2迦後

(96)に、 Brian ら(12)は 2---3遡後に塊根形成が始まるとした。以上の

ように、短日条件下では外観的に塊根形成が確認できるのは 2週後であ

るが、 塊棋形成の誘導はそれより以前になされていると考える.また、

知・円条件をや!日か与えて塊根形成を誘導すれば、その後長日条件下で生

育させても、塊根の肥大が促されると考えられる。

そこで、 一定期間長日条件下で生育をさせた後に、種々の日数の短 H

を与え、 再び長日条件にした場合、塊根形成にどのよ うな影響を及ぼす

かを調べた.

材料および)j法

品種‘あかね 'を供試した。 1976年 9月16日に頂芽ざしし、 10月 6日

に 3号プ ラスチック 鉢に植えて 、長日 条件ドで栽培した 。栽培管理は前

項に準じた。

定植後長円条件下で約 6週生1fさせて、 11)116日から短日処理をそれ

ぞれ 0、 2、 4、 6、8、10、15、20、25および30A行い、その後長日

。
6/20 6/30 5/31 
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条件にした区、ならびに連続して短目条件とした区を設けた.各医 30個

体とした o f1長処理は第 3I:t第 1節第 1項の)]法で行った.収慢は翌19

77年 3月 17日に行った.

収機時には、塊縦形成個体率、個体当りの塊極の数と噴さ、政大塊槙

の大きさならびに錦 3章第 1節第 l項に示した方法で 塊組部の比重を測

定した。また、塊繊は乾燥後、粉末とし、第 2章第 2節に示した方法で

炭水化物を定量した.

塊桜ifi.sJIJの個体割合を錦44図でみると、矩日)0日以 l二の区では 10gよ

満の軽いものが少ない傾向があり 、また短日 O日区でも 10g点満のもの

が少なかった.しかし、短 n0日では20g以上の重いものが少なか った .

全体としては、短 11t 0日以上の院では短日数が多いほど重い個体の割合

が高くなる傾向:があった.

100 

結果
75 

書1)

合 50

2 0 g 以上

塊線形成本は那43図のようで、短日条件を与えない医 (0n )でも 93
%であった.短口 10 F:J以下の区では、塊損形成した個体はれから 93%で、

塊線形成しない個体が生じた.一方、短日 15日以上の医では、 25日短日

を与えた区でわずかに塊極形成しない個体があった以外、形成率は 100

%であった.

1o g未満

o 2 4 6 8 10 15 20 25 30連続
短己 B 致

第~~I判長11後の短円 JUJ問の長さが塊蝦の市さ
別例体割合に及ぼす影響

~ r-ー『
.... ・四 100 100 

汗2
-75 

5文

r--I r--I r圃圃
「ー『

%2 

50 

埠

~.25 
70 

2個以下

o 2 4 6 8 10 15 20 25 30 連続
短臼臼叡

第451判長日後の免i11期11mの長さが域版数}J川崎
i本.別《に及ぼすh15哲

o 2 4 6 8 10 15 20 25 30 連続
短日日数

第~3院! 長1j後の免iU則!日jの長さが塊似形成本
に及ぼすhg特
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塊組数別の個体調|合はffi45凶のように、短 U8 rl以上の区では 3個以

上の4肉体の割合が向かったが、連続短日では 2個以下の個体が50%もあ

った。また、短日 O 日すなわち連続長日の区では 3個以上の個体の割合

が約 10%と高かった。塊棋が 5倒以上形成したものについてみると、短

日10日以七の区で多・かった.

塊織の大きさは、自~46図に個体中の最大塊根の長さと最も太い備所の 1.1 

径で 示 した.塊根の長さは、短日 O日(連続長日}がやや長いが、組日

15 11までは短日数が;多いほど長くなった。それ以上短日が多い区では大

jをなかった.太さについては、区による大きな差は生じなかった。

cm 

A 

2 

o 2 4 6 8 10 15 20 25 30 連続
何日目数

第46図 長 I1後の~IJJVmUの長さが最大塊似の大きさに及ぼす影秤
左:長さ、右:よさ

1車線の比重別の個体割合は第47図のように、知日 8日以下の区では比

前1.00米満から1.10ないし1.12のものまで合まれ、散らばりが大きかっ

た。 .)j、短日 10日以上の医では散らばりが小さくなり、短日 15から 30

Uの区では比重1.05から1.01のものが多く、組 IJI01lと連続短目では1.

()8から1.09のものが多かった.

塊恨の乾物事は錦48図のようで、短日 10n以 Fの区と 15日以上の区と

のI凶で明らかな差が生じた.短 80から 10Uでは、各区の聞に差がなく、

-66-
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重

短日 15n以 tの区より乾物事が高かった.短 1115日以上の区の中では、

短fI20から 30日で乾物率がやや低かった.

25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 
割合%

o 2 4 6 8 10 ] 5 20 2う 30 i'T' れ?
現豆 白 日 数

!.fH71判 長n後の制I(JOIIIIIの以さが塊似の比市川例体;刊のに政ぽすt15特

乾 2川nnnnn，_ r-1 

物

_ 10 
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% 

戸園、，.....，r 

o 2 4 6 8 10 15 20 25 30 J'I・F走
鱈臼白 書文

第48極l長11後の短11 JUnitlの長さが塊似の乾物
ユドにJ:kぽす影響
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塊線中の炭水化物合有率は第49図に示した。炭水化物合有率は短日数

が多いほど低い傾向があり、短日 O日が最も高かった。炭水化物合有率

においても、乾物率同様の傾向があり、短日 10日以下の区と 15日以上の

区の間で明らかな差が生じ、短日 15日以上の区は 10日以下の区より低く、

短日を 15日以上与えた区の聞では大差なかった。

ヌ0

'̂' 己

有

沼 11

% 

o 2 4 6 8 10 15 20 25 30 連続
短 8 8 数

第49関長日後の矧日J01ll11の長さが塊恨の炭水
化物含有率に及ぼす影枠
対生生物%、フルクトースとしてr，t山

第 2章第 4節第 2項同線、本節でも塊極の比重と乾物率およびに炭水

化物合有率の聞には、さらに乾物率と炭水化物の聞には、それぞれ r= 

0.501 (P<O.OO1)、 r= 0.412 (P< 0.001)ならびに r=0.811 (P<O.OO 

1 )の相関があった。さらに、塊棋の比重と炭水化物合有率の聞には第50

図に示すように、同じ比重でも短日が10日以上の区では、それ以下の区

より炭水化物合有率が低い傾向があった。短日 8日以下の区と 10日以上

の区における、塊楓の比重と炭水化物合有率との関係はそれぞれ r= O. 

342(0.05< p < O. 01) と r=0.523(0.01く P< 0.001)の相関があり、短

日8日以下では 10日以上に比べ相関係数が小さかった。
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比iTI
第50図塊服の比重と炭水化物含有率との関係
短目、 0:0口、 ・ :2 r I、⑥;川l、@: 6 Ll、の:
8日;ム:101-1、 企 :15LI、口 :20口、 . : 25L1、 X:
30日:χ:辿続、 1:短ii b::: 8 r] Y~-52. 7+60. 9x(~= 
0.342本)、 n:短日1011以tY=~85.2+88.3x(r=O.523林)

第 3節 短目ならびに長日条件下における塊根形成と品種間差異

開花等における日長反応が品種によって異ることはよく知られている。

ダリアにおいても開花(19，57，62.66，87.116)における日長反応の品種間

差異が報告されている。さらに、短日条件で促される地上部と地下部の

芽の休眠(54，96)や花の露芯 (47，49，53)に品種間差異があることが報告

されている。 塊根形成については、第 l車の結果の示すように、普通裁
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Jf'.における塊繊着生数や新生節位には品縄問差異のあることを明らかに

した。 また、 191 迫ら (64)は、 いずれの品種においても塊似形成はなされ

るが、 その難易、 見極若生数および重量は品種によって異なり、 この差

~は系統や開花の早晩に聞係なく、 品種の違いによるとしている。

ここでは、 ~~JW Iの異る 6併にわたる品椅を用いて、 知[~I ならびに長 H

条竹下における塊恨の発育状況を調べた。

材料およびh法

部 11表にぷすように 6~~型にわたり、 1984年は表中下線を付した20品

種、 1985年は 1984年と重視する品種 -ェオナ G' を合めて 19品種、 合計

38品種を供試した。

1984年は 11 )Jれから 24日の|聞に、 1985年は 10月12日にさし木し、 それ

ぞれ 12月21、 22日ならびに 11月21、22日に 3号プラスチック鉢に定枯し

た。 さし木時から定植して後 8---6週間は長日条件下で栽培した。 その

後、 1984{(-:は曹.年の 2月 1nから、 1985年は翌年 1月13日から各品種半
分ずつを短円条件下に置き、 残り半分は継続して長日条件下に置いた.

その後1984{fでは 69日後の 4月 10日に、 1985年では 56日後の 3月J1日に

制り kげて、 塊桜の発背程度を調べた.

なお、 日長処I唱は第 2J~m 3節第 3項に示した方法で 16時間および 8

IIT問 H長とした. さし木、 定植ならびに栽m管理は第 2章第 2節に準じ

たが、 脆 II~ は，Ii販の液肥(程* 15 %、 りん酸 8%、 カリ 17% ) の 300 

倍械を週 1I変与えた。
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第11表 供試品種

ヂコラティブ(大輪) :レッドアイドル(1)ピンクジャイアント(5)マーがレット
' モニーリス(6)明朗(9) (中輸) :うず潮(10) 紫す(11) 初必(12) 天真
(13) 商の同(14) 残雪(15) 掠)J( 16アつ~f7) .:c.牙手G肝E"5*1i!映肝訂
宅玄り厳夜訂4つミレーゴースジ玄玄てzη 五宝石F下ちゃん(22) 小Jtt(23)
あかね(24) 工の輝(25) 日傘(26) 黄蓮(28)

カクタス(大輪) :ニュールック(30) 銀京(31) ジュニアーター(32) 冬の夕焼
(33) ポエティすラ(36) パラヲン(37) (市福了:ui互豆豆一皇室豆豆一
亨亨リ牙ヲロ3)

ショウ:リタケネディ (44) エジンパラ(45) メジー(47)

ボンボン:ホワイトゼム(50) ローズデーピット(51)

シングル:マーシャルグローリー(54)

オーキッド:ロココオ(55)

以下、本節の凶中には表中に示す{苔ー号)を用いる:下線は1984年に、他は
1985年に、*は同年に供試

結果

全品種において 、長日条件下では新たな生育を続けたのに対し、 短 H

条件下では 1ヵ月以内に頃部からの新しい柴の展開と伸長がみられなく

なり、 頂部が露出した状態になった。 その結果、 第 12衰のように長日条

件下のものに比べ短日条件下のものは草丈と節散が明らかに小さくな っ

た. その中で .ゆI11J' -春映' .員並. ‘鍬泉' .マーシャルグローリ.

.ロココオ' はi在日での草丈減少が他品種に比べて小さく 、 .ピンクジ

ャイアント' では短日条件下のほうが長日条件ドより草丈が尚くなった.
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短、長円条件下での:Hらいと開花における
品種間差異(彩%)

第13表

知、長fl条件下での地上部生育(草丈cmと節
i肱)における品種間差異

節12表

間一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一…
一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一
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一 短H下円 S辺r， ~，ι崎町ム--

111個 目1らい開花

レッドアイドjレ 51 0 
ピンクジャイアント o 0 
マーがレットモーリス o 0 
IJJ朗 o 0 
うず潮 7 1 7 1 
紫宝 14 0 
~JJ恋 o 0 
天.n; 100 75 
市の同 43 29 
残雪 o 0 
i京月 1 1 1 1 
亦姫 o 0 
エオナG 20 0 
春映 o 0 
てまり歌 29 0 
バレーゴースジェム o 0 
かわい子ちゃん 33 0 
小舟 100 0 
あかね 10 0 
玉の飾 80 0 
日傘 88 50 
故鍾 20 10 
ニュールック o 0 
鍬泉 o 0 
ジュニアーター 29 0 
冬の夕焼 。。
ポエティック 14 0 
パラゴン o 0 
淑k 0 0 
虫紫 29 0 
クラリオン o 0 
リタケネディ o 0 
エジンパラ 90 0 
メジ- 40 0 
ホワイトゼム o 0 
ローズデーピッ ト 28 14 
マーシャルグローリー o 0 
ロココオ 60 0 
エオナGは1985年の結果
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u 魁 在百哩すF 
伺 4草t丈節数
Cす下7-才rドル 3苅6.7 j口3.00 
ヒピ.ンクジヤイアント 34.ぺ1 1ωO.ι 8 
マ一ガレツトモ一リス 5ロ2.7 1口3.77 
明朗 3幻7.1 14.0 
うず潮 3幻7.7 8.0 
紫宅 3刊9.5 1臼2.ρ0 
初恋 3河8.0 12.8 
天其 4“6.9 1叩0.8
南の同 4刊6.3 1叩O.川o } 
残，可~l 3犯8.ι8 1日3.77 
椋月 5臼5.9 1ロ2.22 
b赤赤伊伝、版 40.110.0 
エオナG 40.5 14.1 
春映 22.3 8.8 
てまり歌 53.0 10.1 
バレーゴースジェム 61.2 12.0 
かわい子ちゃん 45.4 14.2 
小舟 54.3 12.1 
あかね 37.2 15.5 
支の陣 52.0 11.8 
H傘 47.9 10.5 
黄蓮 15.4 13.0 
ニュールック 5l. 3 10.8 
銀泉 39.9 12.0 
ジュニアーター 57.8 13.1 
冬の夕焼 44.9 13.8 
ボエティック 55.1 9.7 
パラゴン 50.7 10.1 
淑女 33.0 10.0 
豊紫 58.0 12.3 
クラリオン 29.0 12.7 
リタケネディ 51.5 11.0 
エジンバラ 31.9 11.5 
メジー 26.9 11.4 
ホワイトゼJム 55.4 13.0 
ローズデーピス 40.9 11.1 
マーシャルグローリー 23.3 12.3 
ロココオ 23.6 13.6 
エオナGは1985年の結架



供試品種の55%にあたる21品第13衰のよ うに長日 条件下では、また 、

AM『

4
4

塊
根
数

短日条件下では先- }j司6品種が開花に至っ た。橋においてUlらい し、

.マ ーガレッ述のようにほとんどの個体が新らたな生育を停止したが、

/ 
1 569 !Q 11 .!lJ，;l!J 1 5 l!l立~18 19 ~n 222321 252628;lQ 31 ~;n;J!i;rr 11:s 13 :1115.17註1Ql 5-1 f>5 

日n軒I

第52図 短目ならびγ長日下における l例{本当たり塊根形成数の品柿U¥I左民
口 :長日トーご四:短日下、|支1111のん満糾は第11必こIriJじ

の 5品種で出らいし、

‘マーがレットモーリ

.メジー'

は開花した。長日条件下では

.淑女'.黄蓮'.天J真'

‘淑女"

トモーリス'

と.天真 .

は出らいしなかった。‘淑女'とス'

長両日長下で同じで20品種は短、塊根形成個体率は第51図のようで、

19品種は長日条件下では短日条件下より塊根形成率が劣った。あった。

同じく全体の47%を占める。された塊根が 5g未満だったは 18品種で、は長日条件下での塊根形成‘ニュールック'.黄蓮'‘エオナ G'特に

89%が5 g以上 10g未満だったのは 16品種42%であった。合計34品種、率が低か った.

10 g未満短日条件下では、一方、10 g未満の塊根しか形成しなかった。

全体の11%であった。全供試品種の68%に当る 26品種は 15は4品種で、

から 25gの範聞の塊根を形成した。長日条件下で塊槙発育のあまりよく

‘リ‘パラゴン'‘ジュニアーター'-ェオナG'ない 10品種のうち、

‘#映'は短目によって著しく塊綴発育が促されたが、タケネディ.

100 

器
援50
率

% 

は短日条件下でもあまり重い塊桜とならなか.淑女'.ニュ ールック.1 5 6 9 J..Q 11 11 Q!:! 151.2 17 ll! 18 19 ~ n 22 23 24 2526 28 ~ 31 32 ;!，} :l!l ;!H! g 43士!45 47 ~ Ql5-1 5ゆ
品樋

第51欧l短Hならびに長'=1.[巨おける塊恨形凶例{本車の品種!日1差ZF
仁コ :長11F、立刀:知n卜、 仁コのみは両FI長トの形成本を表す、、ILIJのME
両.m ~Jは第lJ去に IlíJ じ

.クラリオン'.マーシャルグローリー'‘小舟'.明朗.一方、った。

の 5品種は長日条件下でも塊根発育がよく重くなった。.エジンバラ'

は短日条件で塊掛発育が‘エジンパラ'と‘クラリオン'それらのうち個体当りの塊線形成数は第52図に示 した。塊根数は品種によって多少

は短日条件で塊根発育は促され.小舟'と‘明朗'著しく促されたが、32品種において短日条件下のほうが長日条件下より多くながあ ったが、

ダリア品種の中には長日条件下でほとんどまなかった。以上のように、.ホワイトゼム'‘パラゴン''::fの締.‘うず潮'e明朗'った。

たはあまり塊脱が発育しない品種から比較的よく発育する品種まであり、の 7品種は長日下で多くなった。.ロココオ'.マーシャルグローリー.

そそれぞれの中で短日条件によって塊根発育が著しく促されるものと、
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うでないものがあった。

供試全品種において短日条件下で形成された塊般の

ほうが長日条件下で形成されたものより重くなった。長日条件下で形成
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錦町図のごとく、l



短
日
下
で

30 

の 側

議一
部

盛
，--... 

i三U下での塊4凶初&r;l(ε) 
第53閃哩制IJならびに長IIFにおける塊似形成I，tのJdz積!日j京民
民J'I'の訴りは第11ぷの品朝高乃lこJIIJじ、数戸はデコラティプ
以外のー品柿
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~祭

ふ;章第 1節において、ダリア地ヒ部生ffは短日条件 Fではあまり増加

しないことが示された。著者 (96)は短日開始後まもなくから地上部仲長

が小さくなり、 14から 20日後には生長点が生汗停止することを縫認して

いる。ダリアの地上部生育は長 fl条件下で盛んに行われるから、知 H条

件になるまでに長日期間が長いほど草丈、節数ならびに地上部重が大き

くなるであろう。地 t部の大きさが塊線形成hl:に影響することは第 2章

で考察した.本章第 1節においても、短日条件になる前の長日 JtJrulが長

いほど、すなわち地上部生育が大きいほど塊般は大きく、重いものとな

ヮた。また、定植後ただちに短日条件にすると、生産される塊掛の比重

は小さいが、短日条件になる前に長日条件を 2週以上与えた場合は、明

らかに比重の大きな塊掛が多く生産された。第 2章第 4節で示したよう

に、比重と炭水化物合有事との聞には高い:iEの相関があるから、知 H条

件前の長日期間が長いほど充実した塊銀になることが示された.郎 1節

において短日前の長日脚1聞が 6-8週以上では塊根の大きさと電さに大

差な かった.ここでは、 3号鉢で!t.l脅し、 4量生育の可能な空間が制限さ

れていたので、一定以上の塊桜生育ができなかったためと考えられる.

このことから塊根は40g程度が最大となった。以上のような根域制限が

あったが、短 H条件になる前に 6-8週の長日期聞があれば、地上部が

大きく生育し、その結果塊根形成が卜分行われることが示された.この

ことは、第 2章第 1、 2節の普通説績に おいて、 塊繊肥大が盛んになる

9月中旬までに 6-10週以上の地 k部生育期間が必要であるとしたこと

と一致する.
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なお 、知日条件前の長 H則聞が 4週以下では、収機直後の塊損は約半

数が休眠していず 2週間以内に発芽したのに対し、長日期間が 6週以上

の場合はほとんどが休眠状態にあった。長期間長日条件下で生育した、

大きな地上部を持 つ個体ではその後の短目下で休眠の深い塊績が形成さ

れると考えられる.

第 2節では、長日条件下で次の塊根形成が十分行えるほどに、約 6週

間地上部生育をさせた後に短日条件を与えて再び長日条件に反した場合、

塊線形成がどのようになるかを調べた.長日後の短日が 10日以下では

10U %塊縦形成せず、また生産された塊恨の重さ、数ならびに大きさに

おいて ruHを L5 1::1以上 与えた区に比べて劣った.さらに、短 H8日以下

では塊恨の比電のばらつきが大きく、短日 15日以上の区に比べ品質的に

均一でないことが分る.以上のように、塊根形成率からすれば 15日以上、

塊恨の噴さと数からすれば 8........10日以上、大きさからすれば 15日以上、

比重の揃いからすれば LO日以上、全体的にみれば15日以上の短日を与え

てか ら再び長日条件にしても塊根形成が充分行われ、約 6週間長日条件

下で生育させた後連続して短目条件にしたものと差がないことが明らか

となった.

この知日 15I-fという期間は著者 (96)やBrian ら(12)の報告での短日条

件にしてから塊線形成の始まる時期にあたる。肉眼的に塊縦形成が確認

できるまで短日を与えれば、その後は長日条件でも十分塊楓形成が行わ

れるであろう.このことは、ポット・ルート生産などで、普通裁培とは

追 った時期に塊縦生産をする場合に利用できる.すなわち、長日条件下

で地上部生育を行わせた後に 15日の短日を与えれば、その後の H長条件

にかかわらず塊眼形成が順調に行われるから、自然の長日 期におけ
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る長期の短目処理が不要となる.また、自魚の短日期 においても、期 1

節で示したように 6-8遡の長日処理で地上部生育を促し た後に日感日

長に戻せばよいことになる.

塊根の乾物率と炭水化物合有率は短日 15日以上で低か った. これは短

日15日以上の区では、塊綴肥大が促されて、細胞が肥大し水分を多く合

んだためであろう.炭水化物合有率は生鮮物に対する表示であるから、

水を多く合んで乾物事の低い短日 15日以上の区で低くな った.しかし、

短日 15日以上の区では比重のばらつきが小さく、また比重と炭水化物合

有率との関係は、短日 811以下におけるより密接で、生産された塊織が

より均ーであることを示す。

開花における日長反応の品種間差異 (19.57.62.66.87，116)と問械に、

塊線形成においても品種間差異が示唆されている (64)が、錦 3節で塊掛

形成においても日長反応との関係で品種間差異があることを明確にした.

供試した38品種中. 16時間日長の長日条件では出らいしない品種が約

半分あり、残りは:11らいまたは開花した。ダリアの開花に対する適正日

長である 13-14時間(47)より長い日長でもよく開花する品輔があること

が示された.また、 8時間口長という休眠を誘導する頒日条件(54)下で

も 5品種が出らいし、 3品種が開花した。短日下でa:らいした 5品種の
うち 3品種は 16時間円 長で出らい し、 2品種は出らいしなか った。この

ととは 8- 16時間という広い範囲の日長条件下で生背して開花できる品

種があることを示す.

第51図から節目阿に示す塊根形成率、塊級数ならびに短 H下での塊縦

形成量(重さ)と、 16時間と 8時間両日長下での地上部生育状況、:p.ら

いと開花の状況との関係は一定の傾向がなかった.また、塊繊形成率、
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塊組数ならびに塊根形成母(電さ)の相互の関係も明らかでなかった・ | 嫡要
しかし、塊掛形成率が長日条件下で短日条件下より低い品種が19あり、

そのうち 79%にあたる 15品種において、短目下での塊根亜の長日下での

塊組重に対する比が 3以上であった。短日 Fでの塊根重の長日下での塊

組重に対する比が 3以上の品種は全体で 22品種あったが、そのうちこれ

ら15品種はその65%を占める.以上から 、塊桜形成量の絶対量はともか

く、長日条件では短日条件より 塊根形成率が下る品種、 言い換えれば短

日条件で塊組形成事が高くなる品種は、短日条件で形成される塊根の監

さは長日条件での塊根重に対する比率において著しく大きくなるといえ

る.逆に、短、長 H両日長 Fの塊根形成率に差がない、塊桜形成率が日

長にあまり影響されない品種では、絶対島はともかく両日長下での塊根

ifiの比率は 3未満で、塊棋形成量(重さ)においてもあまり日長の影響

を受ないといえる.

節 3節では 、程度の差はあるが全品種が短日条件で塊根生育が促され

た.長日条件下ではほとんど塊棋が生育しない品種もあれば、比較的鼠

い塊極を形成する品種もある.長日下で塊線形成の小さな品種中にも、

また長日下で比較的塊根形成が大きな品縄中にも、短日条件下で重い塊

.ulを形成する品種もあれば、そうでない品種もあった.これらのことは

デコラティブとかカクタスと いうような、同一花型内でも観察された.

したがって、長日条件下での塊根形成員の大きさは‘短日条件下での塊

掛形成量と関係なく、また同一花型内の品種に共通するものでなく、品

種個別の性賓と考えられる。
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本車ではさし木苗を用いて人為的な日長処理を行って、ダリアの塊棋

形成が盛んとなる知日条件までに、地上部生育をどれくらいの期間長日

条件下でさせたらよいか検討した。また、長 11条件下で地 l二部生育をさ

せた後に塊根形成を十分に誘導するのに必要な組日条件の}Ul1111を調べ、

さらに 塊栂形成における短、長 n両日 長条件ドでの品種間差異を調べた .

1 ) .定植後早くから短日条件にすると、小さな軽い充実しない塊繰

が生産された。 一点、短日条件になるまでに長 H条件下で地上部を十分

生台・させた場合は、大きな重い充実した塊棋が得られた。その長日期間

の長さは 6週以上あればよいと考察した。

なお、長期間長日下で生育した後短日下で生育した個体の塊桜は、長

日}朋聞が短いものに比べ休眠が深かった。

2) .長日下で約 6週生育させた後に短日条件にし再び長日条件に反

した場合、短日を 15日以上与えれば、長日条件で生育させた後に連続し

て知日条件下で生育させた場合と同等の塊組形成をした.短F115日以上

では、それ未満の区に比べて塊棋形成率、塊繊の敬、大きさならびに重

さにおいて優れた.また、知日 15日以上では、それ未満の区に比べて均

.な塊掛が生産された。

3) .長日条件下では頂芽は生育し統け、供試38品種の約半分が出ら

いした。短 H条件下ではほとんどの品種が頂芽の生育を停 lトし、草丈と

節数が小さくなったが、 5品種はH:らいした.

塊繊の生育は長日条件下ではほとんど形成しない品種から比較的重い

塊織を形成する品種まであった.それらの両方において 、知日条件下で
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塊般形成があまり促されない品種と、著しく促される品種があった。塊

恨形成事は知 Uで促される品碕とそうでない品種があった。短目で塊線

形成率が促される品種においては、塊根重の絶対量とは関係なく、短目

下で形成される塊桜が長日 Fでのそれに比べて 3倍以上の重さになる品

輔が多かった。

-82ー

第 4章 塊線形成に及ぼすl肥料の影響

一 般に、球掛知の栄養 r~1 胞を考える場合に、先ず種球に多くの益分が

合まれ、定植後の生育はそれらに依存するところが大きいということが

あげられる。したがって、球棋生産における施肥の影響は翌年へも持ち

雌される.天野ら(] )は、チューリップで春の追肥員を変えて球機内室

素温度の具る球織を生産した場合、球.m内室紫濃度が高いほど促成能力

が高く、大きな植物体となることを報告した.ダリアにおいては、錦 1

章第 2節で明らかなように、 20gから 70gの範囲ならば、塊棋の大きさ

は翌年の生育と開花に差を生じない.さらに、ダリアでは塊騒が前述の

20 gより小さくても、またさし木苗でも開花することができるから、り

ん茎類のような球根規格がなく、塊線生産での適確な施Il巴量を杷握する

のが困難であ る.

ダリアの施肥量について、 10a当たりの窒索、りん酸およびカリ量は

安田(115) の20Kg、23Kgおよび26Kgないしこの1.5から 2倍、 Post(84)

の5.6Kg、10.2Kgおよび5.6Kgの元肥と、のちの追肥(量不明記)の記

述がある.また、奥村 (77)はダリアのポット・ルート生産において、窒

棄とりん酸の効果が高いことを報告している.

チューリップ(7，8，73)、アイリス(110) 、テッポウユリ(111) 、グラ

ジオラス(112) における施肥の効果は、その大部分を生育初期に与える

のが有効であるが、開花期までの肥効が球担収盈を大きくするのに重要

で、それまでに十分な窒索吸収がなされていればよい.球槙は貯蔵器官

であり、光合成産物が集積される場所であるから、早い時期の肥料吸収

によって、地上部の茎装が茂れば光合成盈が増加し、球線収監を増大さ

2
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せるのに有利であろう.既に邸 2、 3f，'eで述べてきたように、ダリアは

知日条件で塊根形成が促進され、自魚条件下では 9月以後、特に 10月以

後に塊櫨肥大が盛んになり、それまでに地上部生育が十分なされている

ことが必要である.したがって、早い時期の施肥管理は重要であろう。

本章では、塊根形成が促進される短目条件下と、促進されない長日条

件下での益分吸収を明らかにし、ついで知日下においていつの時期まで

の施肥が塊桜生産に有効かを検討した.

ダリアの塊根形成は短日条件で促進される (57，66，87，114，116)と同時

に、 12時間以下の H長下では休眠化もなされ(54)、節 3章第 3節で述べ

たように多くの品種で、短日下では地上部の生育停止が起り、いずれは

枯死に至る。一方、長日条件下では地上部生育は継続し、塊根の形成は

促進されない。

以上のように、ダリアでは両 M長で生育の横相が奥る。本節では、短

円条件 F で 塊線形成を促した場合の養分吸収を、長 ~I 条件下で地上部生

育を続けている{肉体の吸収と比較して調べた。

号プラスチック鉢に川砂で植えた。以後 8月23Aまでは 16時間円長下で

及培し、週に 1度市販の液肥(霊泉 15%、りん厳 8%‘カリ 17% )の

300倍糠を与えた。

8月24日からは、第 2f.i第 3節第 3項の方法で日長処理を行って、長

H条件(I 6時間日長)または短 H条件(8時間日長)とした。週 3問、

刀、水および金崎日に rli販の水!Jt則液肥(盟長 60pPII、りん酸 32p川、

カリ 68pp.、マグネシウム 8pp・、マンガン 0.5pp・、ホウ素0.5pp・、

鉄 0.8pp・)にカルシウム 200pPIIを硫酸カルシウム 2水砲で加えて、 1 

鉢当たり 50・lずつ施した.液肥を与えない日は普通にかん水した.

日長処理開始後はほぼ10日ごとに 10個体ずつ鍋り上げ水洗したのち、

納物体を各部位ごとに分けて、通風乾燥器内で 105・Cで 1時間処理し、

その後60・Cで完全に乾鎌してから粉末とし、分析に供した。窒素は硫酸

で分解後、セミミクロケルダール法で、リンならびにカリは塩酸と硝酸

による湿式分解後、それぞれパナドモリブデン酸法と炎光光度法(1 06) 

で分析し、それぞれ N、 P、Kとして算出した.

なお、塊根と細根については、第 I章第 1節節 2項 に従って区別した。

第 1節 長、短日条件下における養分吸収と 地上部ならびに地下部生育

との関係

結果

IB樋.あかね'を供試し、 1977年 7月 1日にさし木し、 8刀 1日に 3

日長処理開始後、長日下では草丈、節数とも日の経過につれ増加した

が、知日下では草丈においては処用開始後20Hの 9月1211から 、節散に

おいては処瑚開始後4() Hの 10月 311から噌加 しなくなった.収横 Hの 11 

月11日には長日下と短日下における草丈と節数は、それぞれ55c・と 13.6

節ならびに 28c・と 9.4節であった.

材料および方法
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各部生野重の変化は郎54凶のようで、総監は長日下では日の経過とと

もに哨加したが、短目下では処理開始20日以後地加程度が小さくなった.

地上部垂は、長日 Fでは総!nl吋横目の経過とともに噌加したが、知 UF 

では処煙開始20日以後徐々に減少していった。 -)i、塊根重は短日処理

開始20日以後増加が大きくなったが、長日下のものは増加が緩慢であっ

たが、生背後期に噌bu割合が大きくなった。及培終了時の11月11l:lには

長HFのものは短目下のものに比べ4g軽か った.制棋と塊根をbnえた

全地 F部重はほぼ塊根彊と同じ傾向を示 し、塊線より わずかに重か った.

長日下では短 目下のものに比べ細棋が多いため、塊棋麗と地下部抵の差

は短 UFのものより大きかった.短目下では201:1以後細組重が小さくな

った.

60 

J J. 11 
W54~1 Ilkが刷物体各部生鮮市に及ぼす
影特

O夫新L長Uド-"E体重、 ・実線:制11ド全
体ïfi、 Ofl峨詰:長び下地上田~ïfi、 ・破線:
X\i1J卜地上部市、 6~線:長11 F地卜部市
(塊制+制l似)、 企実線:制11ド地ド郎前、
A破~: 1え11ド塊似iff、企般紙t: x¥i 11ド塊
桜1ft
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地ヒ部と塊根の乾物事は錦町凶のように、長日下ではどちらとも Uの

経過につれて高くなったが、その上昇割合は塊極で大きく地上部で小さ

かった.短円下では、塊恨の乾物事は長日下より低いが、刊の経過とと

もに尚くなった。地上部には大きな変化がなかった.

20 
乾

物

% 

0 
8124 912 /12 /22 10/3 /12 /22 11/1 /11 

月/日
第55似I111立が地上部と塊棋の乾物単に此ぼす

0:民11湖上部、 ・:短11ド地上部、ム:以
円ド城似、 A :~\ill ド域似

全掛数と 塊根数の主主培中の変化は第56図に示した.般教は長日下では

徐々に噌加したが、短円下では増加しながった。塊線数についても、長

日下で少しずつ増加したのに対し、短日下では短 H処理開始後40日まで

に収機時の塊根数がほぼ決定し、その後増加しなかった。

各部の時期別窒素合有肢を節目図で見ると、全合有量については長 n

下で徐々に増加したのに対し、短日下では20円後の 9月12日までは増加

したが、その後増加しなかった.地上部室葉合荷量は、長日下では全~

素合布量よりやや少ないが、同織の変化をし、収穫時に 10個体当たり約

-87-



1:i ぷ、/o~/o___o~
?一_... "----〆，・・ノ~、一一九一

l s，J4一世引勺=，zrJAご
02.二二竺こよ

月.n 
~~~岡 田長が全怒数ならびに塊桜数に及ぼす影響
共:線:長IJ下全般、 ・実線:知卜l下全線、 0破線
:長[1F塊版、 ・破線:鋭部下塊恨

900 mgとなった。 一 方、短日下では20日後の 9月 12日に最高の10個体当

たり 600・gに達し、以後徐々に減少して収穫時には約 240・gとなった。
地下部全体と塊担の窒素合有量は両日長下で日と経過とともに増加した

が、その割合は短目下で明らかに大きく、長日下では緩慢であった.収

穫時に短目下の 10個体当たり地下部全体と塊根の窒素合有量がそれぞれ

約 560mgと 500IDg'であったのに対し、長日下のそれらは約 270・gと 130
IIgであった。地下部全体と 塊根の窒素合有量の差、すなわち細根の窒素

合有昆は、両日長とも常にほぼ一定であったが、細根の多かった長日下

のほうが短日下より多かった。

同日長下における、全植物体の窒素合有量に対する地上部と塊根部の

窒素合有量の割合の時期別変化を示したのが節目図で ある。長日下では、

地上部に合まれる j窒素量が大部分で 8月24日には全体の92%であった。

その割合は日の経過とともにわずかに低下するが、収複日の 11月11日に

おいても全体の '/8:%を占めた。塊楓の蜜素量の全体に占める割合は小さ

く、収穫時でも 11:%であった.

一方、短目下においては、地上部は最初長日下のものと同様に全植物

-88-
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第58図 口長が地上部と塊恨の全fL物体に対する室
京の含有割合に及ぼす楼響
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また窒来と II~ 程度合有窒素とよく似た傾向を示し、カリにおいては 、20日以後急激に地上部窒素量体の窒素量のほとんどを合有していたが、

ならびに地上部と塊制部の合有した。知日下での地上部合有 Iltの減少、全体に対これとは逆に、収穫時には30%となった.の割合が低 Fして、

量の逆転もほぼ室長の場合と同じであった。60日後の 10月22する塊根部の寝来最の割合は20日以後急激に高くなり、

日以後は地上部に合まれる割合より多くなった.収機時には全体の 63%

を占めるまでになった。

の各部における( K ) とカリ( p ) それぞれリン第 59図と錦60岡に、

同要素とも窒素と同様の傾向を示した.合 有量を示した.

長日下での収穫時の全合有全体に合有量が少なく、リンにおいては、

1250 
また、短日下での地上部における135田gであった。量は 10個体当たりで

1000 
含

有 750

112 122 10/3 /12 /22 11/1 /11 
月/日

円長が刷物体各部のカリ合有htに及ぼす影
特 (1くmι/10fl林)

0:長H下全体、 ・ :勉IrF全体、 ム :1HI下Hι上
部、 A :短日下地1:郎、 口 :長rI下嶋似、 ・ :矩トl
F塊似
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第60凶

短日開始後 10日の 9月 2日から見られ

さらに短 H下での地上部と塊根部の合有量の逆転は窒素の場合より

11/1 /11 
01 ιーー句=ー
B/24 9/2 /12 /22 10/3 /12 /22 

月/日
111えが刷物体各部のリン合行川に及ぼす彫
秤 (Pmg/l0個体)

0:長Uド全体、 ・ :短Uド全体、ム:長LIド地|二jh会:免illド地l二郎、 口:長11ド畑、 ・ :知11
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減少は室棄の場合よりやや早く、

第59図

た。

平く 10月12日であった。

含100
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量
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節 2節 施11巴打ち切り時期が塊根形成に及ぼす影響 結果

ダリアの塊桜形成は短日条件で促される (57，66，87，114，116)が、 12時

間以下の日長では休眠化が進み (54)、地上部の生育は止る。それに伴い、

前節で明らかにしたように、植物体の養分吸収量は少なくなる。

以上 から、ダリア栽培において塊緑肥大が盛んになる 9月中旬以後

(第 I章第 1節)は、養分吸収が低下すると考えられ、遅い時期の施肥

は塊根生産において効果が少ないことが推測できる。ここでは、秩の自

然日長下で施肥打ち切り時期を変えて、塊根形成に及ぼす影響を調べ、

塊根生産に有効なj権Ur!時期について検討した。

品種・あかね'を供試し、 1977年 6月 1日にさし木し、 6月27日に 3

号プ ラスチック鉢に川砂で植えた。 7月 4日から前節で用いた市販の液

肥を i鉢 当たり約!50m1ずつ、週 3回、月、水および金閣日に与えた。た

だし、濃度は前節 1の%とした。

施肥開始から20日ごとに、 7月24E:I、 8月13目、 9月 2 目、 9月22日

および t0月 12日に施肥を打ち切った区、ならびに連続して施肥した区を

設けた。

11月 1日に楓り 上 げ、前節に準じて N、 Pならびに Kを定量した。

施H巴を打ち切ると、生育が緩慢となり、特に 8月13日までに打ち切 っ

た場合、生育が劣った。収穫時における草丈と節数は連続施肥の37cIIと

12節に対し、 8月13日以前に施肥を打ち切った区では20c固と 10節以下で、

明らかに劣った。

連続施肥の場合、草丈と節数の増加は 9月22日までは大きかったが、

その後はわずかであった。したがって、 9月22日以後に施肥を打ち切っ

た区の悶には草丈と節数に大きな差を生じなかった。

各部生鮮重を第61図でみると、全体と地上部は 9月 2E:Iから 9月22日

の増加が大きく、その後緩慢となった。 一方、塊繊は 9月 2日以後増加

が大きくなった。全生鮮重は施肥打ち切り後、増加が緩慢となるかほと

んど増加しなかった。収穣時には 7月24日打ち切りの J3 gから施肥打ち

切りが遅くなる順に増加し、連続施肥は35gとなった。地上部生鮮重は

施肥打ち切り後増加しないか、減少した。連続施肥の場合でも、 9月22

日まで噌カnが大きく 17gに達し、それ以後は地上部生鮮重の増加は小さ

く、 10月12日以後は減少し 13gとなった。塊根生鮮重は、 9月22日以後

盛んに増加した。施肥を打ち切ると、塊根生鮮重の増加がやや緩慢とな

った。 7月24日打ち切りでは10月12日以後、塊根生鮮重の増加はみられ

なかった。 9月22日以後に施肥を打ち切った区の聞では大差なく、収償

時には連続施1Ir!の約18gにわずかに劣る約 16gであった。 9月 2日と 8

月23日に打ち切った区は12から 13gとやや軽かった。 7月24日打ち切り

区は 8gと明らかに劣った。

なお、 10月12日までの各区の着花率は 9月 2日以前に打ち切った場合

材料および方法
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施肥

10月]2日打ち切りと連続施9月22Aに打ち切 った場合は 50%、

IJ巴では 90%であ った。

は 0%、

第62陛|

特に 9月 2円以後に施肥を打ち切った区では減少加がみられなくなり、

連続した。全窒素合有益は最終的には施肥打ち切りが早いほど少なく、
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第61関

190・gの範囲にあった。地上部の590・gから 7月24日打ち切りの施肥の

連続施肥では全量の場合と阿織に 9月22日までは明加し盟来合有量は、

収慢その後 1()月 12日までは阿世のままで経過し、380llgとなった。て約

ゆi230 ・gまで減少した.施 II~ を打ち切った場合は、時の I1月 1日には約

特に 9月22日と 10月12Rに打ち切っらかに地上部窒素合有量が減少し、b、塊根形成率は各区の問に一 定の傾向がなかった.部62図のご とく .

220 それらの減少量は 9月22日打ち切りで約た区の減少が大きかった.9月22日ごろには各ずれの区も 8)J ] 3日までに塊桜形成個体が増加し、

290・gで・あった.塊掛篭素合有J&tは全区ともt (J月 12日打ち切りで約IIg、100%に達した。Kの塊根化はほぼ

9 その後著しく噌加した.9月22日または 10月12日まで徐々に噌加し、個体当たりの塊線形成数には区の|聞に明らかな差がなかった.なお、

収慢時にお月22日以後に施肥を打ち切った 2区は連続施11巴と大差なく、各部の 10個体当たりの電来合有量を節目図に示した.全簡素合有量は

それ以前に 施肥を打 ち

収複時の謹~合有単は施肥

300llgであった.260・gと約
切った 3区は明らかに窒素合有地が少なく.

- 95-

ける登素合有量は約そ

窒素合有量は増

550・gとなったが、
の後の増加はわずかであった.施肥打ち切りとともに、

-94-

連続施肥では 9 月:~2日まで生育とともに増加し約



打ち切りの早いJf闘にそれぞれ約 110llg、140lllgならびに 160Algであった。 ン合有量は、連続施肥では 9月22日まで噌加し 4211gに達し、以後減少し

た。施肥を打ち切ると、その後地上部リン合有量は増加しないか減少し、

9月22日以後の施肥打ち切りで減少が大きか った.塊棋リン合有量は、

いずれの区も生育とともに増加したが、施Hf!を打ち切るとその増加が小

さくなった。また、早い時期に施UEを打ち切るほど塊根リン合有量の増

加が小さくなり、 7月24日打ち切りが約 10mgと蔽小で、連続施肥の4hg

の約凡であった。
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第 64、65図にそれぞれ 10個体当たりのリン(p )とカリ(K )の含有

量を示した。両要素と も概略は窒素合有量の変化と類似していた。

全リン合有量は鏡素に比べて少なく、 約1/10量であった。連続施肥で

は 9月22日までリン合有量は増加し約70・gになった。特に 9月 2日から
22 I:Jの聞の増加が大きかった。施肥打ち切りが 9月 2日までの場合は、

その後リン合有昆は増加しないかわずかに増加し、 J0月12日以後減少し

た。 9月22I:J以後の打ち切りでは、その後減少した。 7月24日打ち切り

は明らかにリン合有量が少なく、収横時には約 10・gであった。地上部リ

全カリ合有量は窒素より多く、連続施肥では 1150・gまで達した。連続
施肥ではカリ合有量は 10月12日まで増加し、以後増加しなかった。施肥

打ち切りが 9月 2日以前では、打ち切り後カリ合有量はわずかに増加し、

9月22日以後では打ち切り後減少した。地上部カリ合有量は連続施肥で

は 9月22日まで増加し約 780・gとなり、 10月12日以後減少して最終的に
は 430・8となった。施肥を打ち切るとカリ合有量は減少し、箆索の場合
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と同織に 9月22日と 10月12日打ち切りで減少が大きかった。塊桜カリ合

.;ti最は全区とも生育とともに 1(1加するが、 9月 2 日以後急速に増加割合

が大きくなっていき、連続施 II~ では最終的に 720 ・gになった o 9月 2日

以前に施1Ir!を打ち切った場合、生育後期のカリ合有量の増加はそれ以後

に施肥を打ち切った場合より大きくならず、収穫時には 450・g以下で明
ちかにカリ合有量が少な か った。

~架

ダリア生-(fを植物体生鮮重でみると、長日条件下では地七部電は新な

生育に伴い順調に、地下部は短日条件下ほどではないが、ともに flの経

過とともに噌加し、その結果植物体全体として大きな附加が生じた o

Jj、知日条件下では茎伸長が停止する 20日以後に地 t部電は減少して、

塊綴重の大きな増加があるにもかかわらず、植物体全体としては増加盈

戸
目
的
}

が小さくなった。

養分吸収と生育との関係について遺棄でみると、生鮮重の変化と If~ じ

傾向を示した.しかし、長日条件下の地上部電は短日条件下の全植物体

重より小さいにもかかわらず、長日下の地 k部ではより多くの養分を吸

収した。節目図で乾物事をみると、知日条件下の地上部で大きな変化が

ないのに対し、長日条件下では日の経過とともに高くなっていった。し

たがって、益分合有量は生鮮重の変化より乾物生産量:の変化に対応した

と考えられる.

短日条件下での地上部生鮮重は 20日後が最大で、その後減少して収復

時には最大時の%となった。地上部の養分合有盈-の減少はそれより大き

く、収機時には最大時の~であった.塊繊の乾物率の増加は長日条件下

のほうが大きいから、両日長における塊根乾物量の差は小さくなる.そ

れにもかかわらず、塊桜養分合有量において大きな差が生じ、短日条件

下で明らかに大きくなった。

短日条件下では第581苅に示すように 20A以後地上部に合まれる長分が

減少し、それに伴い塊掛の養分合有量が増加する.節目凶に示すように、

短日条件下の植物体全体としての持分合有且の増加は20日以後極小さく、

lOOO 

合

有 750

量
500 
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ほぼ一定であるから、 塊楓での増加養分は地上部での減少分が移行した

ものであると考えられる。

長日条件 Fでも、 塊根肥大はみられ、収機時の塊組重は短日条件にお

けるものと大きな法はないにもかかわらず、養分合有民では大きな差が

生じた.長 H:条件 Fで吸収された養分は地上部に蓄績しやすく、塊根に

蓄政し難い傾向にあると考えられる。

uJ2節で示したように、自然条件下で生育しているダリアに収穫時ま

で継続し て施肥すると、 全植物体重と地上部重は 9月22日まで増加し続

け、その後あまり増加せず、地上部では10月12日以後減少した.一五、

塊根取は 9月 2U 以後増加が盛んとなり、 9月22日以後さらに盛んとな

った。以上のように、 継続して施肥した場合、 9月 2I:lから22j=-Jの聞は

地上部も塊制部も喝さを増した.途中で施肥を打ち切ると 、塊組重では

増加割合が小さくなり、地上部では減少することもある.

益分合有母は、ほほ各部重と並行して変化し、総量では 9月22日まで

増加し、その後はあまり増加しなかった.地上部ではリンは 9月22目、

窒素 とカリは 10月112日以後減少した。それとは逆に塊損益分合有量が増

加し、地上部合有 i峰より多くなった。このことは既に邸 l節で考察した

ように、地仁部から塊棋への養分の移行があったことを示す.

錦 I節の人為的な処理による 8時間日長の短日条件下での結果と異り、

節 2節では塊根暁の噌加が盛んになる 9月 2日以後も地上部の生餅重と

長分合有地の噌加があった.この時期の自然日長下は 13時間程度 (61)な

ので地上部生育も保たれたのであろう。

第 l.Q:ml節および青葉ら (4.5) の報告の示すように、また本章第 2

節でもlci)績に 、塊峨肥大が盛んになるのは 9月上旬以後で、それまでは

- 100-

地上部生育が盛んである.途中で施肥を打ち切ると地 t部生育停滞が生

じて、それに並行して益分吸収の停滞が生じ、場合によっては地上部益

分合有i誌が減少する.地上部生育の旺盛さは養分吸収の旺盛さに関係し.

そこで吸収された養分は主に地上部に合まれる o 9月に人ると全植物体

重、地上部重ならびに塊組重のすべてにおいて増加が盛んになり、益分

吸収も盛んになる こと は筋69から 71図で明らかである. この時JUJは前述

の13時間程度の日長で、 休眠化(54)や極端な塊般化(87)が生じず、地 k

部生育も同時に進行する。そのためこの時期には、無償益分はl車線!肥大

に伴って塊岐部に部積されるが、地上部にも引続き貯蔵される o 9 JJ下

旬には塊掛化がほぼ決定することは第62図で明らかである.この時期に

は、第 1節の短 H条件下と同様に地上部養分合有量の減少と、塊掛益分

合有量の増加があり、地上部の無償養分が地上部に移行していることは

明らかである.

以上から、日総条件下で生育 しているダリアにおける益分吸収につい

て、次の三段階に分けてJ;えることができる。

①、 9月までは地 k部生育に伴って養分吸収があり、無機長分は地上

部に貯えられる : ⑨、 9月上旬から 塊根肥大が盛んになるが、盛ん

な地上部生育も保たれ、養分吸収が盛んに行われながら無償養分は地上

部と塊栂に貯えられる ③、 9月下旬以後、塊縦肥大がさらに盛ん

になるとともに、指分吸収が衰えるのに伴って無機養分の地上部から塊

根への移行が進む.

9月 2日までに施肥を打 ち切った場合は地上部生背が停滞すると同時

に養分吸収も停滞し、収穫時の塊根重が劣った o 9 JJ 22日と 10月12日ま

で施肥を統けた場合は、地上部生育と養分吸収は連続施肥した場合と大

- 1 0 1-



差なく.しかも収機時の塊根重にも大差なかった。地上部における 9月

下旬以後の生鮮重と養分合有量の減少は 9月 2日以前に施肥を打ち切っ

た区より、 9月22日と 10月 12日で施肥を打ち切った区ならびに連続施肥

区のほうが大きかった。塊根肥大に伴って盛んに無機養分が塊根に蓄積

されるにもかかわらず、 9月 2日以前の施肥打ち切りでは地上部から塊

線への無機養分の移行割合が小さかったことになる。

ダリアを自然条件下で栽培した場合、栽培期間は降霜時期の早晩で決

定される。通常、ダリアの地上部生育は収複時期には休眠による自然な

生育停止後の枯死ではなく、降績による強制的な枯死である。りん酸を

除く他 2要素は 10月になってから地上部での減少がみられる。したがっ

て、地上部から塊根への無犠養分移行が十分行われないうちに、降薪に

よって地上部活動が強制的に停止される。さらに、 9月 2日以前の施肥

打ち切りは吸収された養分量が少なく、地上部維持のために必要な養分

もあって塊様への移行が大きくならないと考えられる。これらから 9月

以前に養分吸収が十分行われていることが後の塊根肥大に有効となるが、

9月になってから下旬までの養分吸収は塊椴に蓄積されると同時に、地

上部にも貯蔵されて後に塊根に移行し、塊根肥大に大きく関与している

と考えられる。 一方、 9月22日以後の施肥打ち切りは自然に養分吸収が

衰える時期であり、また連続施肥と塊根重に大差なかったことから、塊

根肥大には有効に作用していないと考えられる。

したがって、ダリアの塊糧生産では、 9月下旬までの地上部生育の盛

んな時期に十分施肥され、十分に養分吸収されていることが重要で、と

りわけ 9月上、中旬までに十分養分吸収できることが重要であろう.

-102-

球椴類における球根部以外の器官が一時的養分貯蔵働能を持つことを、

サツマイモ (70)、ジャガイモ(71)、キクイモ (40)の地上部について報告

されている。居城・掘 (41-44) はグラジオラスとオキザリスにおいてけ

ん引根中の炭水化物と窒素化合物がそれぞれ球茎とりん茎の肥大に寄与

していて、オキザリスでは寄与率が高いことを示した。また、五十嵐 (3

9)および五十嵐ら(38)は、定植からほう芽の問にチューリップでは多量

の窒素と中量のりん酸を、ラッパスイセンとヒヤヒンスでは多量の室索、

カリと中量のりん微を吸収し、これらを根が冬期一時的に貯蔵し、ほう

芽後葉などの新器官に供給する重要な役割をすることを報告し、秩植え

春ほう芽型球綬類における地中生育期間、すなわちほう芽までの期間で

の養分供給の重要性を明確にした。さらに、地中生育期間の養分吸収は

ほう芽後の早い葉蘭積の拡大を可能とし球根収量をも高めることを述べ

ている。

このようにダリアにおいても地上部が一時的な養分貯蔵をし、塊根肥

大に伴い塊岐に養分供給することは明らかであると同時に、早い時期の

施肥は早い生育増加をもたらし塊根収量に影響するであろう。以上のよ

うに、地上部生育期の施肥、長日期間中の地上部生育を十分補償するよ

うな施肥が後の塊根収量に重要であることが示された。

摘要

塊根形成が促進される短日条件下と、促進されない長日条件下での養

分吸収を比較し、ついで自然の短日条件下でいつまでの施肥が塊根生産
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にifi要か検討した。

1 ) .ダリアは長日条件下では、各部生nを盛んに、特に地上部生rr
を盛んに行い、 植物体生鮮吸を噌加した。 それに伴い無機養分吸収が増

加し、吸収された長分の太郎分は地上部に合まれた.

一五、短日条件 Fでは、 20U以後地上部生育が止り、同時に無機養分

吸収が緩慢となり、植物体の全長分合有量はほぼ一定となった。 20日以

後地上部生鮮竜は減少し、塊線生鮮重が増加した。吸収された無犠養分

は、初期は長日条件下と同績に大部分が地上部に合まれたが、 20日以後

全体に対する地 t部に合まれる無機養分の割合は小さくなり、逆に塊損

の合有割合が大きくなった。

地上部に合まれる無償養分は、塊桜肥大に伴い塊根ヘ移行することが

示された。

2) .自然条件下 で生背しているダリアの無償養分吸収を次の三段階

に分けた.①、 9月までは地上部生育に伴って養分吸収され、無犠養分

は地上部に貯えられる。②、 9月上旬から塊根肥大が盛んになるが盛ん

な地上部生育も保たれ、議分吸収が盛んに行われながら無検養分は地上

部と塊組に貯えられる. ③、 9月下旬以後はさらに塊犠肥大が盛んなる

とと もに養分吸収が衰え、無検益分は地上部から塊槙への移行が進む.

ダリアでは生打)1国(①と②)の地上部は一時的な無償義分貯蔵機能を

持ち、 9月 F旬以後塊様へ薬分を供給する.したがって、 ②期 までの施

JJ巴は重要で、地上部生育と長分吸収を左右し、後の塊組収品に大きく影

響する o @期の施Dr!の有無は塊根収量にあまり影響しない.
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第 5章 “有効塊槙"のお生向上

ダリア塊根からは不定芽が発生しないから、柑球として利用できる塊

根“布効塊根"は塊根着けね近くの茎上に芽を持ち、分球した場合にそ

れが塊根に付属していなければならない。したが って 、ダリ アの分球に

よる繁殖では、塊棋に茎部分の芽を着けて l球ずつに分ける.奥村 (79)

は品種や栽培方法にもよるが、 l株か ら分球できる “有効塊掛"散は 5

ないし 10球であるとしている.錦 lf.i第 1節では、 “有効塊根"は品種

によって異り、 2から 8個であった。これらは着生した全塊掛の沌~泊

であった 。このように、ダリ ア塊級生産においては半分以上の塊織が種

球として利用できない.

安田(115)はダリア塊根の増殖方法として、発芽部下向け法、徒長茎

利用法、桟植え土寄せ法、球根切断植え法ならびにさし木と 実生法をあ

げている。前 3者はいずれも地中の節数を多くし、それによ って 各節定

芽近くに着生した塊根を利用しようとするものである.しかし、これら

の方法は小規峡の栽1告では可能であろうが、大規偵の栽培では繁雑さと

労力の面から実用的でない。地中の節数を多くする方法として種球に対

するわい化剤処理が考えられる.しかし、 N-di~ethyla.ino succina.ic 

acid(B-9)処理すると、発芽が遅れ、地表に芽が出るまでに枯死する塊

根が生じたり、生育が著しく劣る(未発表) 0 第 1章第 1節に記したよ

うに、ダリアの新塊撮はもともと茎基部の 4から 6節以下に着生し、基

部 2、 3節は著しく短く、塊根は茎基部に密生する.したがって、種球

を用いた普通栽培において、人為的に地下部の節問を短くすることはあ

まり意義を持たない.また、ポット・ルー ト生産のようにさし木苗を用

- 10 5-



いて塊根生産する場合、さし穂最下節の葉えきにある定芽が利用され、

分球によって種球を得る目的で行うのは効率的でない。親検への 8-9処

理でさし穂の節聞を短くしても、形成される塊根の数と重さには差が生

じないうえ、さし織の調整に労力がかかる(未発表)。

塊根生産において 、普通の裁培管理を少し 工夫するだけで地下部の芽

の分枝を促し地下部の芽教を増加させることができれば、 “有効塊根"

の着生が向上するであろう。また、種球として利用できない“無効塊根"

の着生を減少させることができれば、分球作業が容易になり“有効塊根"

の摘失は少なくなるであろう.第 1章で示したように、不定根は 7月中

旬までは芽近くから発生する傾向があり、それ以後はその傾向が弱まる.

したがって、 7月中旬以後の桜発生を抑制すれば“無効塊組"が少なく

なる可能性がある。

部 1節 塊綬の芽部“ ey e "の分枝に及ぼす植物生長調節物質の影響

ダリア塊根は不定芽を発生しないから、塊根には茎芽部“ ey e "が

着生している必要がある。芽を持つ塊根を増やすーっの方法として、地

下部の芽を伸長させずに分枝させることが考えられる。

地下部の芽は茎基部の芽であり、頂芽の影響を受ている。すなわち、

植物で広くみられる現象で j頁芽が側芽の生長を抑制する]頁芽使勢の支配

下にある.頂芽優勢がオーキシンの極性移動による生長相関である ζ と

はよく知られている (59)。したがって、アンチオーキシンや頂芽の除去

は側芽の生長を促すであろう。側芽が生育し始めれば新な複数の側芽が

生じる。中村ら (69)はエンドウにおいて摘心ならびにアンチオーキシン

- 1 06-

の2，3，5 トリヨード安息香殿(TfBA)が分岐を促す ことを報告 した。

一 五、 Tsuka.oto ・ Yazawaはサイトカイ ニ ンの 1種benzyladenine

(BA)がジャガイモ(102) とグラジオラス(103) の休眠を効果的に打破し 、

しかも多数の芽が発芽すること報告し、頂芽使勢の消失を指摘した。

Carpenter • Rodrigues(l4)によれば、 BAと 6-(benzyia・ino)-9-(2-
tetrahydropyranyl)-9H-purine(PBA) はパラの側芽発生には効果的だが、

ベーサル・シュートの発生に効果なく、またTIBAの側芽発生効果は小さ

いとしている。ダリア塊根の芽は茎基部の芽で、位置的にはパラのベー

サル・シュートとなる芽に似るが、頂芽使勢の消失で活動を促す可能性

がある。

ここでは、 TIBAやBA以外にも、市販の分枝促進剤や頂芽生育を抑制ま

たは阻害する物質を用いて地下部の芽の増加が可能か検討した。

第 1項 塊組形成ならびに塊根芽部“ ey e "の分枝に及ぼす数種生長

調節物質の影響

材料および方法

品種・あかね'のさし木苗を供試し、 19'/8年 8月21日にさし木し、 9

月18日に 3号プラスチック鉢に植え、加温室で栽培した。栽培は第 2章

第 2節に従った。]0月18日までは第 2章第 3節第 3項に示した照明方法

で夜間23時から 2時までの 3時間光中断をして長日条件とし、それ以後

は自然日長下で栽培した。自然日長にしてから 13遡後に偏り 上げて塊桜

形成状況ならびに芽部の観察をした。

- 1 07-



結果芽部の分技状 1~ は観察に基き第 66図に示すように分けて調査した。す

とMIIはそれぞれ23c・B-9 草丈はGAで著しく高く 71c・となり、処理後、aはもともとの側芽の伸長の有無に関係なく側岐が分枝していなわち、

BAとTIBAは無散布の対照区と大差なく約40cllであと)6c・で低くかった.cは側芽の分枝bは側芽が 1次ないし数次に分枝したもの、ないもの、

Alでは薬害が生じていIUlしなかった.った o MIIでは頂芽の生育が停止し、そのうち lとの有無とは関係なく茎基部または芽部の肥大したもので、

s-TIsA、GAはやや多く 13.6節 、節数は BAでは対照区と 差がなく 11.8節、dは肥大部に塊楓4は側芽が分岐していないもので他は分枝したもの、

9. 1および 7節であった.9およびMIiは少なくそれぞれ 10.5， が着生して外側では塊厳に直接芽部が着いたようにみえるものである.

sA処理では比較的高い節位で側芽が生育し始める個体が観察された。

68闘のように側第 67、AtとMIIはそれぞれ頂芽が枯死または生育停止し、

BAならびに MII芽が数多く細かく分岐した.地中の茎基部にある芽も Al、

65ならびに 15%地 tに出芽した個体がそれぞれ89、では生育を開始し、

あった。日
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2000ppaの各水溶液を 10月 3日と 11月 2日に縞物体全体が濡れる程度に

Atは薬害が生じたので一 回目のみとした.

- 108ー

ただし‘散布した.



本明では第 15哀のように塊組芽部の分枝状態は節66図にポしたうちのそれぞれの塊線形成11111とAlでは塊繊形成をしない備体が多く発生し、

Alでならびに d-3が観策された。• 3、c - 1 3 b - 1 a -2、これら 2処埋では第14表のように塊線数例体率は28%と67!~であった。

はもともとの芽が仲長してその側芽が分岐しないままの a - 2が多く、が少ない個体が多かった.他 5区の間には大きな差はなかった.

MIIは芽がわずかに仲ぴて分岐し た b- 3がまた d- 3が 2個体あ った。生長調節物質が塊根数別個
体割合に及ぼす影響

節目表

BAは分枝した個体が多く bとc-3を合せて 3)個体ほとんどであった.

~ そのうち芽が仲ぴずに分枝した b- 1とc-3は中20倒体で分岐した.

処理区中段多となった.合せて 9個体で、

Alでは明らかに発芽本数翌春の発芽状況は第 16衣のとおりで、なお、

の多い個体の割合が高かった。
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1 0 
33 
100 
7 
1 0 
1 0 
78  

対!照
BA 
MH  
B-9 
TIBA 
GA  
At  生長調節物質が芽の分岐状態に及ぼす影響

区 d 
3 

夜
c 
1 3 

ヲ5の芽
b 
1 3 

a 

第15表

一薮宿1ま苓真夜散を持つ個体の
割合(%)

一3
1
1

一
1

一

3 
1 一tA

マ，
'E--

2 

一6

一1
2
1

一

25 
1 0 

28  
26 
27 
1 6寧

対照
BA  
MH  
8-9 
TJBA 
GA  
At  

塊根重別個体の割合を第69図に示した.塊根形成の劣ったMHとAtでは

GA 10 g未満のものも約半数あった.20 g未満の軽い塊根の個体が多く、

2 他 4区の聞には大差なかった.で塊根の重い個体が明らかに多かった。

生長調節物質が翌春の発芽数別塊組割合
に及ぼす影響(%)

対照
BA  
MH  
8-9‘ 
TIBA 
GA  
At 

数値は僧体数

芽 E
K
 
4 

一5
5
3
Q
U
 

亮一幻

100 
96 
100 
100 
95 
95 
1 7 

2 *:芽あ芳蔵官すべてa

第16表

18: 
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地上部と地下部の生育に及ぼすBA処煙)jV;の
影響

4.8 
3.3 
3.2 
3.8 
3.0 
3.0 
3.2 

度--m
苛吉一一恵
g 

28.3 
23.8 
23.8 
25.3 
23.3 
25.5 
2l.6 

地ヒ部
百~草丈節薮
g cm 
17.6 42.2 
16.1 38.5 
18.6 32.9 
16.4 39.3 
15.8 4l.6 
16.2 35.2 
14.2 34.4 

第17表の分枝に及ぼすべンジル塊根形成ならびに塊按芽部“ ey e" 

アデニンの処理刀法の影響

tn2項

9.4 
9.5 
7.5 
9.6 
9.1 
8.7 
8.7 

対照
BA-NP 
BA-P 
BA-Pa 
BA-DO.5 
BA-D1 
BA-D2 

区

材料および方法

10月13日に鉢1978年 9月19日にさし木し、を供試し、.あかね'品種

11月21日までは前項の方法で長日条件前項に従って栽培した。4耐えし、

日長を変えてから 12週後に楓り上げその後は 81時間日長とした。とし 、

塊線形成状況ならびにIfij項第66図に従い芽部の分岐状態を調査した.て、

塊根芽部の分岐に及ぼすBA処理方法の膨響第18表さら10月30日に lOOpp・液を茎菓に散布した区 (BA-NP)4¥. B̂処理は、

夜一
c

一…
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1 3 

区
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Q
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Q
U

5
2
2
5
1
1
 

対照
sA-NP 
sA-P 
RA-Pa 
BA-DO.5 
sA-Dl 
BA-D2 

1ならびに 2時間槙部をもt潰し

さらに無処理の対照区を設けた.

tOJJ 13日の定植時に BAIOOpp・績に 0.5

-D2)を設け、-1)'[ た医 (BA-DO.5、

結*

1 全BA処理とも地上部と地下 部生育が対照区と同程度錦17去のとおり、

数値は個体数塊組各区の塊厳についてみると、か劣った。表中には示さなかったが、

また、全BA区において 20g未満の個体が対照医より多かった.唱では、

5以上の個体が少なかった.塊組数も BA処理区では 2以下の個体が多く、

2、a - 1 -*項で 観察された塊根芽部の分枝状態は節目表のとおり、

BA d - 1な らびに d- 3であ った.7 6、5、c -:3、3 b -1 

70個体7の分技状態のものが多くなり 、6 果 b- 1ならびに c-3、明らかに側芽の分枝処1哩では地際部にペースト剤を塗布した箆を除き、

そのうち b- 1と c-5は 1次分技のみで頂芽を合中41個体となった.B̂処のものを除き、BAI0()lpp・液を散布して無摘心 (B̂-NP)を多くした.

6および 7は 2次分校まで進んだ 5芽を持つ芽

13--E--

c - 3 

であった。

めて 3芽だが、

部“ ey e" 

理をした区では b.-3のように芽がわずかに仲長したものが多かった.

その結芽が伸 長しないで分枝し たものが多く 、

12-一1

では、それに対し BA-NP



なお、 BA散布して摘心した場合は、地下部の芽の伸長を多くし、 45%

の例体で地点に芽;が出た。さらに削減への桜部浸潰は、校泊時間にかか

わらず地下部の芽の伸長を促し、 2時開設績では 76%の個体で地下部の

5fが仲長して地表に出た.

部 3項 塊棋形成ならびに塊綴芽部“ ey e"の分枝に及ぼすべンジル

アデニンと他の生長調節物質との組合せ処理の影響

材料および )j扶

供試品積と説培、日長条件ならびに収穫と調査は前項と同様とした.

ただし、定植は 1978年 10月 17日とした.

処理は仙の 0、20、50、100ppI1およびジゲグラック (At)の500、 1000

PPIR液の単独または組合せをした区、ならびに sAIOOpp・と TIBAI00pp・ま

たはMH5000ppIIを組合せた区を設け、 11月 2aにハンドスプレーヤーで

柄拘体が十分漏れる程度に散布した。

結果

，・5丈はいずれの処理も対!照の37.5c・と同等かそれより低かった。 BAと

At、TIBAまたはMIIを組合せた区は対照より市丈が低く、特に酬を組合せ

た区では22.5clIと著しく低かった。地上部直では、対照の t4.7gに対し

BA20pp.とAtの組合せ、 BAI00pp.ならびにAl500pp.では噴く、 BA50pp・

とAl500p問、 BAtUOpp・と AlまたはTIBAI00pp・およびM1I5000pp.の組合せ

では明らかに軽かった.節数には区による差がみられなかった。

塊tR重別の個体の割合を錦70図に示した o At500pp・単独では明らかに

-1 14-

塊恨の重い個体が多か った。 一万、 BA50ppaとAt500ppllおよびBAIOOpPII

とMII5000ppaを組合せた区では、塊般が軽い個体が多かった.他の区の

聞には大差なかった.

;LbblilHドサ日口γ戸口芹J日口
第70隊! 嶋組重}JIJ例i本:月IJ1守に及ぼすに&ぽすBAと他の住民o'~'Jt刷物質との制lみのわせ処!II!の拶碑

塊線数別にみると、第 19表のように BAI00pp岨と M1I5000pp.の組合せで

は明らかに少ない個体の割合が高く、 2個以下の個体が65%あった。他

の区の問には大差なかったが、 BAI00pp.とAlIOOOpp・ならびにTIBAの組

合せ以外で、 5個以 tの個体がやや多く 2個以下の個体がやや少なかっ

た.

本項で観察された塊線芽部の分岐状態は第20去のとおり a-1、 2、

b - 1、 3、c-2、 3、 4、 5、 6、 7、および d- 1、 3であった.

いずれの処理によっても側芽の分岐が多くなったが、芽が少し仲ぴた b

-3や c-3ならびに 7の分枝状踏のもので芽が地上部に仲長したもの

が多かった。

塑#の個体当たり発芽茎数は邸21衰のように、 BAの Oから 50ppl1の範

聞でAtを組合せた区、 BA100pp.とAllOOOpp・の組合せならびに BAI00pPII

とM1I5000pp.の組合せで 3芽以 kと発芽数の多い個体が多かった o BAIl1 

-115-



BA単独処理または'fIBAを組合せた区は発芽数の少ない個体が多かった。塊根数別個体割合に及ぼすBA
と他の生長調節物質組合せ処
理の影響

節目表

では20ppm 事hでは処理濃度が薄いほど発芽数の少ない個体が多 くなり、

100%となった。2芽以下の個体が薮
5~ 

夜一夜
三五 2一寸~

翌春の発芽数別塊綴割
合に及ぼすBAと{也の生
長調節物質組合せ処理
の影響

第21表
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対照 28  
BA(pplI) At(pp皿)
201 0 3 6 
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1001 0 1 0 
01 500 1 4 
01 1000 24 
2UI 500 1 1 
201 1000 2 1 
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501 1000 2 1 
1001 500 2 1 
10UI 1000 1 7 
10UI +TIBA草 14
1001 +MH車掌 65 

区:

一薮備は各塊根敬を持つ個体の割合
(%)章、 100pp・:材、 5000pp阻

塊枯l芽部の分枝に及ぼすBAと他の生長調節物質組合せ処理
の影響
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考察

ダリア塊根からは不定芽が発生しないため、分球時には塊根に茎部の

芽を着けて種球とする。このため古くから、 塊線発芽部を下向きに植え

たり、徒長茎を横にして地中に植えた り、発芽後に土寄せをして茎下部

を土中に埋めた りして地中の節数を確保して、芽部近くに着生した塊様

を種球として用いる方法が提起さ れてきた(115) 。前 2者の方法は植え

付け時に労力がかかり、また徒長茎利則は取り扱い時の損傷が考えられ、

営利栽培として塊根生産を行う場合には取入れ難い。土寄せによって高

位節への塊繊着生を期待する方扶も‘ wl章節 1j釘で示したように、ダ

リアでは実際に塊棋が着生するのは主に 4節以下の節聞であり、節問の

短い茎基部に密生するために、分球した場合に塊根に芽を着けて種球と

することのできる制有効塊根"の増加を著しく大きくするものではない。

種球へのわい化剤処理で発芽時の茎の節聞を短くして地中の茎基部節数

を増やす方法が考えられる。塊根を8-9浸潰して lOcBIの深さに植えた場

合、茎基部 2節までの節聞は無処理とほぼ同じで 1から 21111、それより

上位の節聞は 5から 29uで無処理の 16から 31mJlより小さく地下部節数を

2程度増加させたが(未発表)、さし木苗での調査では地下部節数を増

加させても塊根数が増加しなかった(未発表)ことから、種球へのわい

化剤処理による塊根数の増加はあまり期待できない。

一方、ダリアの塊根生産において、 BAその他の生長調節物質の利用に

よる茎基部の芽の分枝促進は期待できるであろう。本車で用いた生長調

節物質のうち、 Alについては第 1項と第 3項の結果が多少異ったが、 BA、

MHおよびAtはいずれも茎基部の芽の分枝を促した。またTIBAにおいても
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BAとの組合せで茎基部の芽の分枝が促された.第 1項と第 3項の結果が

異ったAlについては側芽伸長作用のあること (55)が知られ、また芽の分

枝効果が明らかでなかったTIBAについては 、中村ら (69)のエンドクのほ

かに大 L[I・間(80)がクワでその分枝効果を認ていてる。本章では 、処理

により茎基部の芽の伸長が起こり a-2型になったもの、あるい は少し

芽が伸長した b- 3型になったものが多く観察された.特に b- 3型は

処理により明らかに増加すること観察された。第 2項第 18表においては、

BA単独よりも BA処理して摘心したほうが著しく b- 3型の芽が多くなっ

た。頂芽使勢が頂芽の存在によって制御されている現象であることはよ

く知られていて、摘心すなわち頂芽の除去は頂芽優勢を打破し側芽の発

生を促す。 BAに摘心を併用すれば頂芽優勢の打破は一層強くなり、第 2

項の結果となったのであろう。

ところで、既述したきた中村ら (69)と大LIJ.問 (80)にお付る TIBA、

Tsukamoto • Yazawa(l02，I03)とCarpentere.Rodriguez(14) における

BAの効果は、 側芽の発芽伸長であり、いずれも頂芽使勢解除との関係を

指摘している。ダリア塊根生産における茎基部の芽の分岐は、-fJfl長を伴

わない分続が好ましい。完全に伸長を伴う場合は、 a - 2型となり茎上

の芽は分岐しないで単ー となる。分球時の繁雑さを無視すれば、 1種球

からの茎数が多くなるから、それぞれの茎に塊損が着生して、収穫され

る“有効塊根"数は多くなるであろう。側芽が少し伸びた状態は b- 3 

型であるが、この芽は分球時には 1芽としてしか扱えないから“有効塊

組"の増加には結びつかない。さらに、わずかであるが芽が突出してい

るため、取り扱い時に芽の欠損を招きやすい。塊楓生産における肝まし

い側芽の分枝は b- 1、 2、 c-2. 3、 5、 6、 7および dである。
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b、cのkfましい芽については、 芽の分枝後に茎径の増加に伴って第 1

章第 I節郎 6図で示したように例々の芽が分散するようになるであろう.

また、第 6図のように願書でない場合でも、 第11図のような側芽が分枝

していない a - 1型の塊棋ではもともとのさし組最下節に若いていた藁

えきの芽の数の 2以上には分けられないのに対し、 第72図に示した側芽

が分技した d- 3 ~型の塊掛では各塊棋に芽を着けて容易に 4 分できる.

これらはさし木苗での結果であるが、

の可能性・はある.

側Jfが分岐していな~'a t 
~lのよrを針つ塊縦、塊似
数にl民|係抵くもともとさ
し臓に。あった2JJ-=のみが
茎川部にある

種Eまからの栽暗においても十分そ

また、 分岐した:芽が茎基部に広く分散していない場合でも 分枝した

個々の芽は独立していて、 芽の欠損に対する危険を少なくするであろう.

さらに、 d型の芽は外観的には塊根上に直接的に芽が着いているので、

分践による損失が生じにくい。

以上のように、 :ダリア塊線生産においては、 茎基部の芽を伸長させる

ことなく分枝させることが望ましい. 頂芽使勢を完全に解除することな

く、 側芽の伸長を抑制しながら、 側芽の分枝活動を起こすことが望まし
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い. このような観点から本軍の結果をみると、 供試した調節物質のなか

ではBAが肢も適していた.

Tsukallolo Yazawa(102)はグラジオラス球」主のBA処躍における切り

花島培目的での好ましくない影響の a っと して、 組の発if抑制lを挙げて

いる。 BAが組発育におおむね阻害的 (60)であることは一般に知られてい

る.上犀・森田 (97)はBAがオニユリのムカゴの発芽を促すが、 発根と級

発育を抑制することを報告している.本市においても、 BAは塊掛発生に

あまり影轡しないか、 不利に作用した。第 1章第 1節でダリア塊椴生産

において、 7月中旬までの発般を確保すれば、 ある程度の“有効塊組"

数が得られることと、 7月中旬以後の発棋は“無効塊組"になる傾向が

あることを示した.以上から、 BAの発根卸制効果ならびに線発育抑制効

果をダリア塊根生産において 7月中旬以後に利用すれば、 それまでに発

生した一定の“有効塊根"数の確保と、 それ以後の発根による “無効塊

根"の発生を抑制することが可能と考えられる. さらには、 処理以後の

茎基部の側芽分枝に伴う芽の増加とともに“布効塊繊"化の働会噌.bnが

期待できるであろう. このように、 ダリアの塊級生虎においては、 sAの

茎基部の側芽分枝効果ならびに発線、線発育抑制効呆が利用し うると考

える.

摘要

さし木前を用いて、 ベンジルアデニン (BA)、マレイン酸ヒド ラジッド

( 1It1l)およびジゲグ ラック (Al)ほか数種の生長調節物質が地下部の側芽の

分校に及ぼす影響を調べた.

- 1 2 1ー



RA、MIIおよびAILは塊根発育には有利に働かなかったが、地 F部の側芽

の分校を促した.これらのうち、 BAが地下部の側芽を仲長させずに分技

させるのに鼠も効果的であった。これらの分枝は頂芽優勢の打破による

と思われた。

ダリア塊般生産において、 BAの茎葉散布は茎基部の側芽の分岐による

芽の増加に伴う“有効塊楓"化の機会増加、 7月中旬以後の発担抑制に

よる“無効塊根"の発生抑制の二つの効果を持ち、それによって“有効

塊棋"の着生が改善されると考えられる.
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第 6市 塊繊の休眠打破ならびに非休眠塊般の'}ュ庄

球組組物を用いて花き 生産する場合、植物の生育開始を調節するヒで、

また球根貯蔵などの点から、球根の休眠が問題となる . したがって、 植

物の休眠を制御する ことは、花き 生産上極めて重要となる.休眠中の球

根においては、それを党限することなくただちに発芽、生育させる こと

はできない.そこに休限打破が必要となる.また、休眠誘導JUjの環境条

件によっては休眠の深さや党憎の時期が異なる(13，88) ことが報告され

ていて、種類によ っては非休眠球根の生産も可能と考える.球根の確実

な休眠打破、あるいは非休眠球根の生産は、生育開始の調節を可能にす

る。

ダリアは短日条件下で生育すると休眠する (53.54，96，101)0その休眠

は低温で打破され、またさし木苗から塊根生産を行った場合さし芽時期

により休眠の深さは異なる (53)0第 3章で示したように、さし木苗を定

植後すぐに短日条件で生育させた場合、短日条件にする前に長期間長 H

条件下で生育させたものより休眠の程度が浅く.収穫塊恨の約半数が定

植後 2週以内に発芽した.また、休眠を誘導しない長日条件下でも塊m

H巴大する品種のあることも示した。以上のように、ダリアにおいて栽培

環境またはさし木や識培の時期などを変えることで、休眠程度の浅い塊

根の生産が可能であると考えられる。本章では、ダリア塊棋の低温によ

る休眠打破の確認を行い、ついで休眠を誘導しない環境条件下での塊線

生産を試みた.
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ml節 低温による塊繊の休眠打破

小向・稲葉 (54)は、ダリアさし芽苗が 12世間以下の日長で 70から 80日

1111 生育すると休眠し、その休眠は低温処理で打破されることを報告した

(53)。

木本植物の芽(33，46，81-83) 、ジャガイモの芽 (32.34)の休眠におい

て内生生育調節物質が関与する ζ とが、また、種子 (6，90)においても内

生生長調節物質の関与するものがあることが知られている。 Conforlhら

( 17)は、その物質が abscisin 11 (abscis'Ic acid)であるとした。後に

ぬれisicacidが植物の生育停止や休眠を誘起することが示された (20)0

ダリアにおいても、休眠と生長抑制j物質との関係が示唆されている (96，

99) 

ここではダリア塊恨の低温による休眠打破ならびにその過程における

内生生長調節物質の消長を調べた。

材料および方法

(試験 1) 1971年 6)] 25日に、 16時間日長 F(第 2章第 3節節 3明)

で統府中の・あかね'からさし穂をとり、砂ざしした。発娘後の苗を、

ほ場に定植し、自然条件下で栽培した.結え付けと裁培管理は節 1f:tts 

l節ml項に準じた.

I lJJ 21日に塊樹!を楓り上げ、ただちに 0、10および200Cの各温度に 30

H間貯蔵した。収穫直後と貯蔵後の塊桜は、 20個体ずつプラスチック製

汀出箱に砂を入れて摘え、 25
0

C 16時間日長の人工照明下で 30日間置いて
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発芽を調べた.

(試験 2) 1972年 6月初旬、 16時間日長下で統治小の・あかね・から

さし砲をとり、砂ざしした。発組後の苗はほ J-'~ に試験 i と|司織に定柚し、

日熱条件下で栽培した。 It月14Rに掘り 上げた塊掛は、 11月17日から O

および20・Cに30日間貯蔵した.貯蔵後の塊楓は試験 1同様に箱植えし、

厳低 15・Cに保ったフラスチック・ハウス内で発穿を調べた.

試験 1、 2において、収機 l白後、貯蔵中および貯肱後 10日ごとに塊掛

を録取し、ただちに凍結乾燥して粉末とし内生生長調節物質の定盈に供

した。

内生生長調節物質の抽出と分別は鈴木(92，3)、橋本 (31)、藤田ら (37)

およびTsuka.o toら(98)に基づき、第73図に示す }j法でさく 厳エチル01

材料→鰍乾燥→時粉末

80%メチルアルコール150mlx 21nl1111111 
(2~IIJI日l、 1 0 ""'"5 OC) 

3 S....，380C、減11':下でメ|チルアルコール分除去

/kを加えて50mlとする

7 %11 C 1でP1130に縦

さく般エチル5Qmlx4阿1111/1¥

さく般エ、チル刺 水相!
I (水能性物質)

2 %Nall叫 1x 4 rnll1llll¥ 

さく酸エチル相 NaHCO'l相
(中性物質) I 

7%山首1/3.0に縦

さく般エチル lOOmlx 4同州111¥
~ 

さく酸エチル羽1 水制l
〈さく般エチル可溶厳性物質)

第73陛| 内t恒1:長，調節物質の布lflllならびに分}JIJ
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発芽芽数はoOC貯戯で多かった。35から 380C減圧下でさく酸エチル可溶酸性物質は、溶徴性物質を49it.

o oCと20・Cで貯蔵した塊棋の内生生長調節物質の消長を節目闘でみる2 c筒帽の東祥ろ 紙のメチチアルコールで溶かし、().3.d 乾闘したのち、

貯蔵中には両院に差はみられなかった.貯蔵後の 1月4nと 1月14と、のメチ0.3・lさらに 2凶、No.51の F端 5c:・のところにスポットした。

o oC貯厳した塊繊のほうが200C貯蔵したものより生長抑制Hにおいて、繰り返しろ紙上にスポットした。ルアルコールで抽出物全量を溶かし、

貯蔵後の生育条件下で生長抑制活性が早く低 Fした.活性が低く、展開溶媒にイソープロピルアルコール:28%アンモニアホ:水=j 0 : 

10 室温で風乾した後、をmいて約20c.に展開したろ紙は、1 v/v/v l 

ク /戸
.づく

発芽試験開始後の回数

第74肉塊般の発芽に及ぼす貯蔵温度の影響
0:収郡出後、 ・:QOC30日貯説、 ム :100C 
30日貯威、 X: 20oC30日貯蔵

I ~ぬ

発

芽

率

(%
)

それぞれについて試験さらに原点の下 1分画分をとり 、等分に分両し、

les tで内試験 2はAvenastraighl growth 1はriceseedling lestで、

生生長調節物質栓定量した。

本のみの対照に対するtes tは村上(67)の方法に準じ、rice seedling 

部 2集しょうの仲長率で求めた.

30日
。を用い、Viclory Avena sativa cv. tes t はAvena slraighl gro曹th

対照に対するアベナ子葉しNilsch. Nilsch(76)の舟法を変更して行い、

すなわち;ょう切片の仲長率をもって生長調節物質の活性を求めた.

( % ) 求める倒=会iiszzzz長二32223×100
第224長 嶋似の発穿と先立;後のJI:背に及ぼす貯脱出!庄のJ;t5軒

町I't長制度 発症数本長長

収機It'i後
QOC 
100C 
200C 

発芽をf{生鮮重節数料結果

50児
45 
45 
35 

0.8g 
1.1 
1.4 
0.8 

3.8 
4. 1 
4.6 
3.5 

1.8cm 
13.9 
8.9 
1.2 

1.6 
3.0 
1.4 
2. I 

本:発芽した域似1側当たり、発3.fゐ.fiは30n後のも(i
林: 1 来叶たり l止I-J~IJH~定節までの伯

(試験 1)収機直後と貯蔵後の塊根の発芽状況をm74図に示した.各

貯蔵温度とも30日後までに約50%の発芽があった。収穫直後の塊棋と比

10および200C貯蔵では- )j， o OC貯蔵では発芽が早かった.較すると、

節22表のごとく oOC貯蔵が最

200C貯蔵の願となった.発芽した塊組 1~圃当たりの

発芽が遅れた.発芽した後の芽の生育は、

っし、で 10、もよく、
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1 114日 発芽試験日目始後の日数

第16図塊取の発:!J記及ぼす貯磁温度の影響・:QOC貯誠、 X: 200C貯誠
1月14日

l月248
|円 H I 
lV0 LJl 

RI RI 

第75図塊似の内生生長調印物質に及ぼす貯
正英ιUJrの影轡

1;: : QOC貯磁、布:200C貯蔵、J凶下車5g相
当、riceseedling test 

{れア l
t企'"

副長
にし
対ょ
すう
るtJJ

〉の

(試験 2)錦76i図に示 したように、発-!fは試験 1同線 oOC貯蔵が20・c

貯蔵よりも発芽率が高く早い時期に発穿試験期間における最終発芽率に

達した.また、発芽後の芽の生育も oOC貯蔵のものが優れた.

貯蔵終了時における塊織の内生生長調節物 質の活性は第77図のようで、

試験 1同織に生長抑制活性において両区に差は認められなかった。
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Zt12節 栽培期間中の温度が塊根の休眠と 生育に 及ぼす影響

ダリア塊様は、 小西 (53)の報告および前節で示したように、 収償後10

℃以上の温度条件に魁くと収穫直後より 休眠が深くなり、 l(JOCより低い

温度条件では休眠が打破される o Ryan(88)は、 グラジオラスにおいて地

温 150C以上で成熟した成茎は収穫前数週間100C以下で栽培されたものよ

り休眠が深いことを報告し、 栽培期間中の温度が球担の休眠に影響する

ことを示 した.

一般に種子が発芽するとき、 でん粉段どの貯蔵炭水化物が単蛸に分解

され泊四される ことから、 ダリア塊棋中のイヌリン(109) は休眠党問か

ら発芽期にかけてフルクトースに分解すると考えられる。

本節では、収機後まもない塊根の低温による休眠覚醒に伴う績の変化

を調べた. また、 ダリアにおいてもグラジオラスのように栽培期間中の

温度が塊割の休眠の深さに影容を及ぼすかに ついて調査した. さらに、

~1吉温度と塊根の生育状態との関連について調査した。

第 l項 栽培期間中の温度が塊根の休眠に及ぼす影響

材料および方法

(実験 1) 1971年 11月21I:lに収穫した品種 .あかね' の塊織を、 11 

月27Aから 0・Cならびに20・Cに30日間貯蔵した.貯蔵終了後、 塊根をプ

ラスチック製平舗を用いて砂植えとし、 25・C、けい光灯照明2000lux16 

時間日長下に30日間置いて発芽状況を調べた.

貯蔵開始時と終了時、 発芽試験開始 10、20ならびに 30日後における塊

-130-

根rl]のイヌリンならびに還元柏合有量を調べた.

(実験 2) 品種 -あかね. を供試し、 1973年 9月17日にさし芽し 、

10月 1Hに12cII鉢に定植して. 段低気温 8・C以七に保 った ビニー ルハ ウ

スで肱培した。 11月10日から無)Jn温区と加高温Pくに分け、 それぞれ触低

気温がooCまで下がる無加温ガラス室と、 100C以上に加温したガラス室

'1ミ鮮材料
中
隣砕

中
エチルアルコ ールhllHI 

ソクスレーの装位、 100
0
C、5時間

J 
残

↓ 
さ

泊湯抽111、ソクスレーの装位
1000C、511_JH¥J
↓ 

減陀ドで濃縮

中
水を加えて50mlとする

イヌリンの定I，t
レゾルシン法

L 
hll 111液

中
減11:ドで濃紺i

↓ 
水で怖かし50mlとする

中
還元結のjj;I，t 
ソモギ一変法

7 m 1を取り、 2N 11:1 S04 
1. 1m Iを加え900C30分で加水分
解後、 2N-NaOIl1.1mlを
加えたのち、ソモギ一変法で定

w: 

第89伏| ダリア擁般rjlの制のjj;hl)j法
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で怠培 した.翌l!)74年 i月22日に収穫した塊線は、ただちにプラスチッ

ク製ヂ箱に砂植えし .けい光灯で 3000lux連続照明した200Cの定温器内

に30日間置いて発芽を調べた.植の定量は発芽条件に移してから 10、20

ならびに 30日後の塊棋について行った。

1:~の 2 実験において、発芽状況の調査には各区 20個体ずつ.舗の定

地には毎似J5個体ずつ用いた.

If~ 実験での舗の定晶は、第 78図に示す方法に従った。すなわち、生鮮

材料 5gを府砕し、ソクスレーの装置を用いてエチルアルコ ール抽出し、

エチルアルコ ー ル可溶分画についてはソモギ一変怯 (45)で還元結を定量

し、 フルクト ースとして算出した。エチルアルコール不溶分画は、さら

に熱渇で抽出し、 Roeのレゾルシン怯 (65)で定量し、イヌリンとして求

めた.レゾルシン反応による発色がやや不安定であったので、イヌリン

では一部について 硫酸で加水分解したのち、ソモギ一変怯によって確認

した.

℃貯蔵の塊棋に比べてイヌリン合有率はあまり低下せず、還元結合ゐh!.

もあまり噌方11しなか った.

還
元
糖
含
有
量
〆崎、

理5

30 

イ且
ヌ I..=-_--'X-ヘーメ
リ 10~ ・ ....._

言I ."'.~ 

率 s
，ー、、
OL 。I トー貯;i"<lUIrJ!ー+一- ~UI Jun:;J 1-→ 

月.日 刀. r 1 
第80図塊担のj辺元総合有lLIに及ぼす 第79図塊根のイヌリン合引単に及ぼ
ι 貯此iW支の影響 す貯蔵温度のiU料・:OOC貯蔵、 X: 200C貯蔵、 生鮮重 ・:QOC貯服、 X: 200C貯版、 t凶下宿
5g中の含有比、 フルクトースとして に対する割合
算出

(実験 2) 栽培温度を異にして生産されたダリア塊.u{の発芽状況を

第81図に、塊線形成とその塊根の発芽後の芽の生育を第23去に示した.

栽培期間中 ooCまでの低温にさらされた無加温区の塊掛は、発芽試験開

始 9日後に発芽が始まり 、30日後までの発芽率は 70%に迭した o .a培j捌

結果 | 問中敏低気温を 100C以 tに保った加温区では、発芽開始は 16[1後で、 30
(実験 1) 同区とも最終発芽率は低かったが、 ooC貯蔵の塊棋は発

芽試験開始 7 H後に発芽が始まり、 16日後に発芽率45%に達した。 一方、

200C I竹峰した塊械では発芽開始は発芽試験開始 12日後と遅 く、 20R後に

発5f-事 35%に達したが、その後は発芽する塊織は認められなかった.

貯蔵中ならびに貯蔵終了後の績の変化は第7J、80副に示した o OOC貯

蔵区の塊般では、発芽試験開始後イヌリン合有率が徐々に低下した o 0 

℃貯蔵区の塊桜中還元結合有量は貯蔵終了時に著しく多く、発芽試験開

始後 ・時的に減少し 、再び増加した.一方 、200C貯蔵区の塊級では、。

第23表 塊楓形成ならびに収穫直後の塊蝦の発芽と発芽後の芽の生育
に及ぼす，U;j自温度の影響

医
収穫蒔

現租薮一斑覆~
莞芽試験終了時

発芽率発芽薮γ草丈y)1:鮮lMY葡薮y

無)JII出 3.2
)Ju tl邑 3.3

70~ 
25 
2.1 
1.0 
7.5c・O.5g 3.6 
4.8 0.3 3.6 

11.6g 
14.2 

z:発芽した塊根1佃当たり芽数、 y:1芽当たりの布、
節数は触t展開柴節までの値
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日後までの発芽事は 25%と低かった.発芽後の芽の生育も無加温区で 優

れ、 1 !f-当たりの節数以外はすべての調炎項 Hにおいて加温医より怖が

大きか った。なお、形成された塊桜は 1個体 当たりの塊桜教では同夜の

IUIに差がなかったが、 i個体当たり塊厳重では無AII温区は加担区より小

さかった。

1∞ 

.a培JUI問中異なる温度条件で生産した塊椴の収機位後の発芽条件ドで

のイヌリンと還元結の変化は錦82凶と錦83図に示 した.イヌリ ン合イt率

は発芽試験開始20白までは両区において低下したが、その後無sIl祖伝ぐが

引統き 30Aまで低下したのに対し、加温区では低下しなかった。還£結

合有畳は無加温区では発芽試験開始後 10から 20日にかけて増加したが、

加温区ではあまり変化しなかった。
政
一ん

。

ー一一ー---戸戸

，〆"

/ 
/ 
/JJJ/ 

41r」 zo

発穿試験開始後口数
第81閲収穫Il'i後gp塊恨の発芽率に及ぼ
す、府組度の影符
・:費!初日温氏、 X : )Jlli温民

第 2項 短口説培条件下における温度の違いが塊根の生背ならびに休眠

に及ぼす影響

芽

率

(%〉

~ 

70 . ____ 
材料および方法

品種・あかね.を供試し、 1976年 9月14日に 16時間日長下(第 2 I~t 第

3節第 3項)でさし木した。発根した苗は 10月 4日に 3号プラスチック

鉢に定摘し、ガラス室内の長日条件下で放培した.放培は第 2章第 2節

に準じた.

グロースキャビネット 内で 11月15日から 1nの温度周期を蛙温/夜温

それぞれ 150C/ 5・C、20・C/I00Cまたは 250C / 150Cに調節し、自撚日長

下で裁培した 3区、ならびに温室内で 16時間の長日条件下で放培した区

を設けた.

温度処理開始から 1 、 2 および 2.5 ヵ月後に 20~同体ずつ録取し草丈 、

節敬、各部生鮮重、塊掛乾物重、塊根の比重ならびに結合有量を調べた.

塊般のlt垂は錦 3車第 1節節 1項の)j訟で、 舶は前項の方法で調べた.

2.5ヵ月後には分析用の個体とは別の20個体をJfJいて発芽状況を調べ
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一五、その後はあまり増加しなかった。ヵ月後までの増加が大きいが、に準じた。た。発芽試験の方法は前項(実験 2) 

その温室区と 150C/ 5 oC区では塊根生鮮重は 1ヵ月後には軽かったが、

後増加して最終的には前 2者と同程度となった。

昼/夜20・C/1 OOC区は 1ヵ月塊根形成個体の割合は第86図のとおり、

100% 他 3区はそれより遅れて 2*'月後にほぼ100%に達したが、後に
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50 となった。

i.t~o 1-

結果

処理開始 1ヵ月以後地上部の長日条件であった温室栽精を除いては、

地上部についての調査は処理開始 1新たな生育がみられなかったので、

ヵ月後までとした。

大きな伸長は第84図のように草丈は長日条件であった温室区を除き、

温室栽培以外では昼/夜250C/ 150C みられなかった。節数については、

その後の増加はなかった.区で他の温度処理区より 1節多くなったが、

4 
1 2 

沼VJ[却し自!開始後月数

10 

12 

11 

節10

50 

立~851きi 紋陪t，i.UJtが地上部と塊根の生鮮m
に及ぼす影料

0:おl室、 ・ :昼150C/夜50C、ム:200C 
/10

0

C、..A: 25
0

C/15
0

C、「ωよ:地上部、
災総;嶋似
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1ヵ月後の地上部は長地上部と塊根の生鮮重変化は第85図のとおり、

1 2 
調度処理開始後:月数

第86図 お号室、潟度が塊恨形成率に及ぼす影響
;祖室、 0:150C/SoC、・ :20oC/1boc、
ム:250C/150c 

3 自然日長下の温度処理区では温度日条件であった祖室区で最も増加し、

- 13 7-

昼/夜が250C/15・Cならびに200C/ 100C区は大が低い区ほど重かった。

きな変化がなかった。塊根生鮮重は250C/ 150Cと20・C/I00C両区では 1
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佃体当たりの細償数と塊線数の変化を錦87凶に示した。細蝶数は各区
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その後は昼/夜15・C/5 oC区以外は減少した.とも 1ヵ月後が肢も多く、

4 
塊線数は 1ヵ月後には20一五、その減少は温度が高い区で大きかった。

温宅区と2S.C / 150C区はそれよりやや少なく、oC /10・C区が最も多く 、

q
u
 

v
此

さ
その後しかし‘lSoC/ 5 oC区は処理開始時とあまり変らず少なか った.

円

4

・

川
似

温室200C /1 OOC区と 25・'c/ 150C区の塊根数が哨加しなか ったのに対し、

筏

(

川

口

2. Sヵ月後にはそれぞれ前 2区と同等IXと150C/ 50C区は噌加し続け 、

かまたは多くなった。

1 2 
沼岐処罰1開始後月数
ilttmauii:が塊似の大きさに及ぼす
版科

j位大嶋似について、 0:焔室、 ・:夜/昼
間。C/50C、ム:20oC/I0oC、A :250C/ 
150C、破線:l.m似長、災総:塊~J11壬

。
第881罰

20 
・;ι
物

1 ? 
習直処理開始後月数

第87r苅栽培温度が抱11根数と塊似数に及ぼす影響
X:温室、 0:15.C/50C、・:20oC/IOoC、
6 : 250C/150C 

3 
。。

B
10 

般大塊繊の長さと根径でみる塊恨の発育状況を筋88図に示すよ うに、

。'0，。その後は増加と、温度の高い 2区では 1ヵ月後には他 2区より長いが、

] 2 
r..uJt処JJIlUH始後)-J数ヵ月後には継続して長さを増した 15・C/5.C区が最長となっ2.5 せず、

栽培品¥J支が脱出の乾物
色彩に及ぼす36特

0:似袋、 ・:昼150C/5 oCラ
ム:20oC/I0oC、A : 250C/250C 

節約依lカ2.5 また、 組径でも 1ヵ月後には温度が高いほど大きかったが、た。

月後には温度処理 3区の|聞には著しい差は生じなかった。

温度の畠い 2区では 1ヵ月後塊般の乾物事は節目閃に不したと おり、
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から 2.5tJ月後の間ほとんど変化しなかったが、 1ヵ月後には温度の高

い 2区よりやや乾物率が低かった温室区と 150C/5 oC区 は、その後温度

の高い 2区より高くなった.

塊繊の比重別にみた個体の割合の変化は第90図に 示 した.温度の高い

2区では、 1ヵ月後に既にばらつきが小さく 比電1.04から1.06のものが

60%以上あった.これらの 2区ではその後あまり変化しなかった。一五、

温室区と 15
0

C/15 oC区は 1ヵ月後にはばら つきが大 きく、しかも比重の

小さい塊繊を持つ個体の割合が高かった.これらの区ではその後比重の

高いものが多くなり、ぱらつきも小さくなり、 2.5ヵ月後にはほとんど

の備体で比重1.0 6以上の塊組となり高温の 2区より比重の大きな塊掛を

持つ例体が多くなった。

出llLrlJl".. ~門 1
4nλ 』λ1
8j![』1円A

-140-

塊桜中の還元績は常に 1%以下であり、時期的にも区の聞にも大きな

差 はなか った.イヌリン合有事は錦24表のように、 20・C/1 OOC区と 250C

/150C区は 1ヵ月後のそれぞれ6.61%と 9.03%で、温宅区と t5・C/5・c

区の2.27%と2.89%に比べて著し く大きかった。 2'b後にはイヌリン含

有事は高温の 2区ではあまり変化なく、温室区と t5・C/50C区は高温の

2区と同じか高くな った。 2.5ヵ月後には比重別に塊織のイヌリ ン合 有

率を示した.比重と 塊織のイヌリ ン合有事の聞には r=0.821(P<O.00

1 )の正の相関があり 、比重の高い塊根ほど合 宿率が高か った。 温室区と

150C / 5 oC区では既に錦90図で示したように比重の高い塊繊が多く、し

たがってイヌリン合有率も他 2区に比べて尚い傾向があ った.

第24-&塊恨のイヌリン含有率に及ぼす栽培温度の影響

t開.1J始.it処後F円E数
比震}JIJ 温包長 一1悶5一。oc一/裁5℃」sι2却卓0温。oc/一出度1刊0:。℃C 2お50C/1悶50C

1 2.21 2.89 6.61 9.03 

2 12.21 9.96 9.40 1. 15 

<1.04 
1. 04豆、 <1.05 8. H 6.10 
1. 05豆、 <1.06 6.53 1. 10 
1. 06豆、<1.01 6.90 8.96 6.60 8.85 
1. 01豆、 <1.08 10.33 10.31 
1. 08豆、 <1.09 ] O. 14 11. 88 
1. 09豆、 <1.10 19. 19 
1.10孟

単位:%、温度は昼温/説副
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異なる栽培温度下で生産された塊棋の収硬直後の発芽をみると、第91

図のように全区と も発芽試験開始後 2週ま でに発芽試験期間内の最終的

な発芽率に速した.長日条件であった温室区では 95%、150C/ 5 oC区と-

20
0

C / 10
0

C区ではそれぞれ80%と75%となり、発芽事が比較的高かった.

それに対し 25
0C'/ 150C区の発芽率は20%と著しく低かった.

司
'

'

F

H

U

発

芽

率

2625 

第 91図

100 

。
15
0C/ 

損宝
20
0

C/I00C 
栽tg樹立が収邸直後の坊位の発芳三千，~Iこ
及ぼす影響
. :1週後、s(Cj: 2週後

- 142-

第 3節 長日条件下で形成した塊般の休眠に及ぼす貯蔵温度ならびに貯

蔵期間の影響

ダリア塊根には休眠があり 、それは低温で打破され、高温で深くなる

(53)。小西ら (54)は、ダリ アが休眠する日長条件やそのJUl""は、植物日

体の生理的な条件によ って異り、母球から生ffした普通繰よりさし芽簡

のほうが休眠し にくく、さし芽苗では 12時間以下の短 日条件で 70-80 H 

生育す ると休眠し 、長日条件下では休眠しないとしている.ダ リア塊繊

の休眠の深さは品種 (53)やさし穿時期が遅いほど (53.96)浅くなること

が報告されている.また、栽培温度が低いと塊繊の休眠が浅くなること

は前節で明らかにした。

錦 3章第 3節で示 したよ うに 、ダリアは長円条件下でも品種""差異は

あるが、県棋を形成する。また、前節ではダリアを低温下で凪培すると

初期の塊掛肥大は劣るが、高温で肥大が早く終るのに対して 、低温では

!肥大が長く統き、 2.5ヵ月の1111には高温で殺1脅したものに劣らない肥大

が得られることを示した。 上に 述べたことから、ダリアにおいて長日条

件 Fまたは低温ドである程度肥大した非休眠塊棋を生産する こと が可能

と与えら れる.その場合休眠打破を必要としないで 、発芽 可能な塊楓が

得られることになる。

一方、塚本・石凶(104) は普通栽培して得た塊般を20
0
Cの温度条件下

で定植し、始めの 3日闘を乾燥状態におくと休眠が深くなる こと、それ

らの塊根を 4遡たった後から 30日間低温処理して休眠打破した場合にも 、

その後の 3日間の乾燥は再びその塊繊の休眠を深くすることを示し、内

生生長抑制物質の噌加を報告した.ダリア塊掛は、通常乾鎖状態で流通
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していること、流通中に定締時期を過ぎた場合には、 4耐えないままの塊

組で発芽仲長することが観察される ことから、塚ノkらの報告のように 乾

燥がダリア塊極の、特に休眠が打破し た塊綾の舟休眠化を著しく促すと ・

いうことには疑問が残る.

以上から、本節では長日条件下で塊桜を生産し、収複後にそれらの塊

綴を水分の供給をしない状態、すなわち乾燥状態で異なる温度と期間に

貯蔵した場合に安定した非休眠性を示すか調べた.

材料および)j法

品種 .あかね.を供試した .栽培は第 2章 第 2項に準じ た.

(実験 1)1979年 l2月初旬にさし木し、 12JJ下旬に 3号鉢に定植した。

実験期間中は 17時以後白熱灯で照明して l6時間日 長 としたo1980年 3月

18日に塊桜を煽り上げた.収穫後の塊根は30個体ずつ o--.. 3 oC、10"Cお

よび20"Cに調節した低温室または定温器に 30日間貯蔵した後、 4月22日

に20土 3oCのグロースキャビネット 内のプ ラスチック 製平箱に砂を入れ

て植え、自銭円長下、で発芽を調べた。収穫 4日後の 3月22日にも上 と同

条件で植 えH貯て発芽を調べた.

(実験 2) 1980年 4月22日にさし本した苗を 5月28日に鉢植えし、 8

JJ "旬ま で戸外 で肱培した。それ以後はが ラス宅内で栽培し、夜間23時

から 2時間白熱灯を用いて光中断を行って長日条件とした.塊繊の収穫

は11月12日に行い、その後o--3 oCまたは200Cで10、20、30、60および

75日間貯蔵し た.それぞれの貯蔵終了時に 10個体ずつプラスチック 製平

箱に砂植えし、 l7---25・C下で発芽させた.なお、収硬直後(貯蔵ol:J ) 
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には20個体 について発芽を調べた.

塊根の貯蔵は 、両実験とも収穫後 1日陰干しした乾燥状鼠の塊般を、

第 1~ 第 2 節で示したポリエチレン袋に入れて行った.また 、 発芽の調

査は植えH吋後30日で打ち切った.

結果

(実験 1)錦921刈のよ うに、長日 条件下で形成し た塊似の収慢 ItI後の

発芽は、発芽試験開始後 8日から始まり 30日後には 77%に達したo30日

間貯蔵した後の発芽は、 0--30C貯蔵では発芽開始が 16日後とやや遅く 、

200C貯蔵では30日後までの発芽率が63%とやや低かったが、各区の聞に

発芽状況と発芽率に著しい差はな〈、また収穫直後のものとも大差なか

った.

Jl 

w・

100 

lt! 50 

% 

10 20 30 
111え{れti長日 鉄

第92図 反日下で形成した沈恨の発非に及l，rす防政
1邑 1庄の~;;平・1極.).1-.けw.1正 00-3'C貯f訟
ム10・C貯歳 ， 20'C貯r訟
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(実験 2)長日条件下で形成した塊棋を 0-....3 "cならびに 20"Cに貯蔵

した場合の発芽状況を第93図に示した。収穣直後の発芽は、発芽試験開

始後 8 日に始まり 15日後に 95%に達した。 0-....3 "Cまたは20"Cに貯蔵し・

た場合、 30日までの貯蔵では収穫直後のものと大きな差はなかったが、

20~C 貯蔵では o -~ 3 "C貯蔵より発芽開始が早い傾向があった。 60日以上

の貯蔵では阿温度区とも発芽開始が遅くなった。
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第94区I1長円ドで形成した州政の発劣後の'tf1にJ.，ufす町i'必iぷl変と)V!!II!の附帯
.l'.i 1) 1:け'IU.i長 (J O-3 'CltTI~長短íi!O'C Itr~訟

考察
11I I 

収穫後ならひ'に貯蔵日数

第93図長日下で形成した塊併の収磁i直後の発芽に及ぼす貯蔵温度と期間jの影響
・:収種直後、ム:O-30C貯服、 A : 200C貯蔵、↓:貯賦終了ならびに発芽試験
脱j始日

70 80 90 100 

小西ら (53)や著者(96)が報告したように、本意でもダリア域掛のooC 
貯蔵は休眠打破に効果的であった。一方、 100C以上の貯蔵では収離1([後

の塊般より休眠の程度が深くなった。しかし、小丙ら (51.53)が指摘し

ているように、本章第 1節において自然条件下で休眠が深くなる l時期の

収概直後の塊根においても、また100C以上で貯蔵した塊恨においても、

35---50%発芽した。

Vegis(107.108)は、植物の休眠を前、中および後休|眠101に分け、休眠

が深くなるに従い発穿可能な外的条件、特に温度条件の範附がtIcくなり

(前休i出Jmpre-dormancy)、ついにはいかなる条件ドでも発wしなくな
.り(中休眠期 truedormancy)、そのlUlを過ぎると発芽可能な外的条件

の範聞が広がる(後休眠JtTJpost-dormancy) とした。柏物により光全な

また、 20"C貯蔵では貯蔵期間が長いほど最終的な発芽率が低くなる傾

向があった。

発芽倒体の発芽試験開始後30日自にお ':1る地上部の生育を第94図に示

した。草丈は貯蔵温度ならびに期間との聞に一定の傾向がなかったが、

75日貯蔵では両温度とも草丈が低かった。節散については各区の聞に明

らかな傾向が認められなかった。地上部垂ではo--..， 3 oC 60日貯蔵で重か

ったが、全体的には貯蔵期聞が長いほど軽い傾向があった。
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1'1発休眠のあるものや、 (1発休眠の程度が浅く休i出'11でもある条件 Fで

は発茅する荷額、すなわち liij休眠j捌から後休眠JUJに1([綾移行して'IJ休眠

期jを持たない柿矧があることを報告した。永山(68)も木本刷物の芽の休

眠には生態的に 2J型あるとし、休眠を 5段階に分けてVegisの説を取り

上げた。ダリアにおいては、前述のように塊般の休眠が自然条件下で最

も深い時期jにも党芽がみられることから 、rll休l出JUJを持たないでliij休眠

JUJから 11'(媛後休i脱却jに移行する種類であると考えられる。

Amen(2) は刷物の休眠およびその党限が、生長抑 ~ilJ 物質と住民促進物

質の相IL関係 (InhibJtor-promotorcomplex)により調節されていると

した。本市第 1j詣では、ダリア塊根のoOC Jtj! A演は休llJ.I;を打破し、 20"C貯

蔵は収槌II'{後より休1Mの程度を深くした。 Riz雌rllならびに貯雌終 f時に

は両貯蔵制度での生長調節物質活性に差がなく、その後の発芽に適す条

件 Fにおいてo"C貯成した塊根の生長抑制活性が低くなった。 hazel極

子(11.24.86)やグラジオラス球茎(101)においても、低出貯蔵中と貯蔵

終rI({後には内生生長調節物質量の変化は起こらず、その後の生育に適
した原境ドで変化することが報告されていて、本市の結*と一致する。

さらに、ジャガイモ塊茎においても 、ジベレリンによる休|出打破後の生

η-に過す原崎ドで内生生長抑制物質日の減少が生じること (10)が報告さ

れている。

尿本・イiI1l(I04) はダリア塊般の休l出において内'1:_'1:長調節物質のl児

うをぷ唆した。本市の結巣では、タマネギ(37.100)、グラジオラス(101

)およびアイリス (3) のように休眠誘導または休眠党限に伴 った大きな

内生生長物質日。の変化はみられなかったが、ダリア塊似においても内生

生長凋節物質が休眠に関与していることが示唆された。

- 1 4 8ー

第 2節(実験 1)において、 o"C貯蔵した塊般は200C首j'.t&のもの と比

べて休眠がいく党醒して発芽が早くなり、イヌリンの減少と フルクト ー

スの増加がLI:じた。 ooC貯厳した塊線では、貯誠後の発茅に過した廊崎

下で定柿1011後にフルクトースが一時的に減少したが、 lヰび附加した。

これらの塊線では定制8日後から発芽がみられ、そのためにフルクト ー

スがm~!1され、 - 11.'1的に減少したと考えられる。 一点、 20
0

C 貯雌した域

限は休l出党限が卜分でなく、発芽も徐々に起こるためにイヌリ ンの減少

とフルクトースのWIJJlIには大きな変化が生じなかったと巧・えられる。

ダリアは、 1'1然の知 11ドでI止低気泊ooCまで下がる制度条件ドで11:11 

した場合、 l位低気泌を10"C以 l二に保った場合より、収櫛H・i後の場似にお

いて発!J:が早く、発芽準も高かった。ここでは、収聴時の舶については

定ほしなかったが、低温下で生育したダリア塊楓では、継続したイヌリ

ンの減少と、定制10n後に少なかったフルクトースの附加がみられた。
段低気温が10"C以上の条件下で生育した境般においては、 liJ'舶1011以後

のイヌ 1)ンの減少はなく、フルクトースは増加しなかった。これらの金

化は第 2節 (実験 1)におけるo"C貯誠で休l出党院した塊似と、 20"C貯

蹴して休l脱が党限していない塊根の変化と同じ傾向であ った。以上から 、

ダリア塊似は fl然の短日月lに生育した場合、生育温度が低いと、そこで

得られる塊似は休|出利lSfが浅いか休眠していないことが、発症な らびに

糖の変化からもぷされた。

球~形成時の制度と、そこで得られた球般の休眠との l則係に ついて、

桝問ら (58)はフ リージアにおいて高い生育温度条件ドで形成された球主

は、低い生育温度条件ドで形成されたものより休眠詑!立が浅いことを示

し、生育制度がI白いと生育期間が短くなり I可制が体制ポテンシャルの減
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少援閃として働くため球茎の休眠はあまり深くならないとした。 -)j、

低温条件下で肥大する場合には生汗JUJ聞が長くなり休眠ポテンシャルの

減少要因にはならないため休眠は深くなると考察した。ダリアにおいて

は桝!日らの報告?と異なるようである。すなわち、短日条件下で生T1して

いるダリアは生育温度が高い掛合は塊根肥大は半くから起こり早い時期

に!肥大が光了し肥大期間は短くなるが休眠は深くなった。 -)j、低制条

件トでは塊根肥大は遅く始まり遅い時期まで肥大が続くにもかかわらず

休脳は浅くなった。高い生育温度条件では短目の塊桜肥大効果が強く働

くと同時に休眠誘導効民が強く働き休l出が深くなると布えられる。低い

生fftuA度条件では短目の休眠誘導が強く働かないか、または何日による

休眠誘導と同時に低温による休眠打破が作川したため休眠が浅くなると

考えられる。

第 3節では、小西ら (5Uや荷者(96)の報告のぷすように、長日条件下

で形成した塊根は収横山後には休似していなかった。この非休眠の状態

はo--20"Cで7511間貯厳しでも保たれた。ここでは、む孔のポリエチレ

ン袋小に塊艇を保ったため、塊艇の乾燥はある脱皮抑制されたであろう。

桝 UI ら (56) はフリージア球茎において貯蔵時の制度が I~ いと、貯蔵後の

発牙耶が If~ くなり、発必も引くなることを報告している。本市第 3 節で

は、貯蔵小比較的湿度が高く保たれたことが推測でき、このことが収機

時からの尚い発悲率を似-ち続けたと考えられるが、ここでは収離後 1日

陰|ニしした塊根を貯蔵し、水を供給していないので、塊根が新たに l脱水

することはない。したがって、休眠状態にないダリア塊槙を乾燥状態に

保ってo--200Cの純聞で貯蔵しても休眠が深くならないことが示された。

ダリア塊桜が乾燥状態で流通している実状からも、このことが支持され

- 1 50-

る。この結果は、版本・石111(104)の20"Cドでの 311の乾燥が収岐1"(後

ならびに低温で休眠打破された塊似の休眠を深くするという報告と'ftな

った。塚本らとここでの乾燥状態の相違については r~) 僻でないが、民 11

条件下で形成したJI::休l出状態の塊似が、 20"Cという温度条件トにおいて

も、その非休眠状態が持続することがl切らかとなった。

摘~

境線の休|庇打破ならびにJI:休眠境般の11:産を試みた。

1 ) .擁根の OOC30rl貯雌は休|出打破に効*的で、発.!fを促した。

方、 10および20"C貯誠は塊似の休眠程度を収機時より深くした。 o"C貯
蔵した塊蝦は200C貯誠したものに比べて、貯蔵後の発症に過した環崎下

で内生生長抑制物質が減少した。

2) . Il然、の短日条件下で生育 111のダリアにおいて、生打福度が低い

と、休眠fi度の浅い塊似が形成された。 'I=..育制度が低いと 1:・4い場のより

塊.ij!J肥大が遅く始まるが、その肥大は長い間続いて2.5カ))後にはLI=..1守

温度が尚い場合と同等の大きさと市さの境線になった。

~Iミ育制度が低い崩《、定制後3011 まで繍蝦 1 1 1 のイヌリンは継続して減

少し、フルクトースが噌加した。これは、低温によって休眠が覚醒した

塊似の粧の変化と頼似していた。

3) .長日条件下で形成した擁似は、収機II，Jにおいて休似していなか

った。この非休眠の状態は 0--20"Cで75日間貯厳しでも保たれた。

4) .以上から、松培j別1:日中低温にすること、または長 11条件にする

ことで、 Jド休1眠塊似の生庄がnJ能なことが明らかとなった.
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第 7苧. 総 括

ダリアは我がl国 においては、切り花、鉢花ならびに花邸周の春植え球

根草花として主要な花きの一つにあげられる。その栽培には、 一部の種

子 まき用品種を除いては、種球(塊根)が用いられてるため、それらの

需要を満たすための塊線生産が必要となる。我が国では、 4、 5月に積

球をほ場に定植して降霜期に収穫して得られる塊根を翌春までの聞に 1

球ずつに分球して種球として利用している。ダリアでは塊根に不定芽を

生 じないため、分球時には母株の茎越部にある芽を塊棋に着ける必要が

ある。しかし、芽を着けて分球することができる塊根の着生状況につい

ては明 らかでなく、その者生を向上 させるような栽培}j法も知 られてい

ない。ダリアでは塊根の大きさや重 さは開花に著しい影響を及ぼ さない

ことから、種球としての塊根の大きさや重 さについてのはっきりした規

格が定められていないため、 生産の目繰となる塊根の大きさや重さが明

らかでない。

ところで、ダリア塊般には 自 発休 u民があり、 tu り花や鉢，(~生産におい

て促成栽培を行う場合には、塊艇の休眠打破が必要となる。ダリアは休

眠が深いとされる収穣直後でも発芽する塊棋があり、栽培条件によって

は休眠しない塊根が形成されると推察される。非休眠塊根が生産できれ

ば、積球が必要となる時期に収穫をあわせた栽培ができ、年間を通じて

塊根を供給できる。

本研究は、塊根生産のための普通栽培における塊根の着性機相と発育、

特に分球時に芽を着けることができ種球として利用できる“有効塊根"

の若生について詳細!な調査を行 うとともに、塊根生産のための適正な栽
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培時期と栽培期間について検討し、塊般生産における II長の影響ならび

に肥料の影響についても調査を行った。さらに、楠物住民調節物質の処

理による“有効塊根"の着生向上を試みた。また、塊肢の休眠打破につ

いて検討するとともに非休眠塊胞の生産について検討した。

以下にその結果の概要を述べる。

塊椴の着生 と生育について調査した結果、 4月下旬に風般を定Mする

と、 7月中旬までに収穫|時の全根数ならびに塊線数の約70%が発生し、

その後も少しずつ長期にわたって発服した。発生した般は 6刀|二旬か ら

順次肥大を始め塊根とな っていった。塊根肥大は 9月以後、特に10月中

下旬に盛んになって、それまでは軽い塊般が多か ったのに急速に市い塊

棋が増加した。 ・棋は主に茎基部 4節以下の節附に発生し、収磁H寺には茎

基部に塊根が密生 した。 7月中旬までは茎基部の節にある側芽近くか ら

の発根が多い傾向があったが、その後は茎基部にある側芽から離れた筒

所からの発棋が増え、その結果全塊般に対する茎越部の側芽近くにおLt"

する塊椴の割合は小さくなった。分球作業によって生じる塊棋のln失を

無視した場合、収穫時において、芽近くから発生した級が肥大した塊恨、

すなわち分球時にその芽を塊根に着けることができる“有効塊根"数は

品種によって異なり、 2~7 個であり、形成された金塊線数の 1/3 ~ 

1/2であった。

収穫時において明らかに肥大した部分があ ってしかも積球として利用

できる塊般には、]0 g未満から 140g以上の塊恨までがあり、そのうち

50 g 未満のものが全体の 70% を占めた。塊恨の重さが 20~70 gの範1mで

は、塊根の重さによって貯蔵中の生存率、翌春の発芽の弔i馳と発:!f率な

らびに生育と開花に大きな 差を生じないことから、重さ 20~70 gの範附
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の塊棋を生産すればよいことが示された。

塊根形成に及ぼす定楠時期の影轡については、種球定植をj順次遅くし

ていった場合、 1塊般重には差を生じないが、定植が遅いほど 1株当た

りの塊棋重と数が小さくなった。特に 6月20日以後の定植で著しく劣っ

た。種球からの栽培で、十分に重い塊根を得るには、 6月中旬までに種

球を定植することが必要であった。

さし木苗から栽培した場合、種球の場合と問機の傾向がみられ、十分

に重い塊根を得るには 7月 1日より前にさし木することが必要であった。

さし木箇定梢時の根数と収穫時の塊根数との間には、人為的に根を抜

き取って制数を調整した場合、ならびに定植後ただちに短目条件として

定植後の発根を抑制した場合には、正の相闘がみられた。人為的に松数

を制限しない場合や定植後 3週以上長日条件下で栽培してから短日条件

にして定植後の発根を抑制しなかった場合には、さし木苗定植時の根数

と収機時の塊根数との聞には一定の関係がなかった。なお、短目条件下

でも少数の発根がみられ塊根となった。以上のように、さし木苗から栽

培して塊根生産した場合、発根を抑える条件を与えなければ、定植後に

線数が増加して、収種時には定植時の栂数より多い塊根数が得られる。

また、定植後長日条件であると、発担数が嶋加して、それらが肥大して

収機時の塊根数が多くなる。

塊根形成に及ほ!す地上部の影響をみるために地上部の切除処埋を行っ

た結果、 8月までに1/3をせん定除去しでも、その後十分に地上部生育

を回復して、実!tせん定の場合と同等かそれ以上の塊板形成がみられた。

しかし、塊根数はやや少なくなった。塊根肥大が盛んになる 9月中旬以

後の地上部切除処理は収穫塊糠重を小さくした。
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普通栽培で 9月中旬から順次塊線を収捜して塊恨の大きさ、 lE鮮車、

乾物率ならびに炭水化物含有率を調査した結果、大きさは 9月中旬以後

あまり大きくならなつかたが、塊根の生鮮電、乾物端ならびに炭水化物

含有率は、年によって変動があり 9J1 rll旬あるいは10月'11旬以後急速に

大きくなった。塊恨の生鮮童、乾物率ならびに炭水化物含有半はl1JJIj-1

旬まで増加し続け塊根が充実していった。

以上の結果から、ダリアの塊椴生産において、積球を 6月111旬以前に

定植すれば、またさし木前からの栽培では 7月 1日より IIIiにさし本すれ

ば、 7月下旬には種球は発芽していてまたさし木では発椴していて定植

可能となり、塊根肥大が盛んになる 9月中旬までに 6週以上の地上部生

育期間を確保でき、塊椴形成に必要な十分な地上部生育と発担が行われ、

十分に肥大した塊棋が多く得られることが明らかとなった。地上部の生

育については、 8月以前には主に発棋に影響を及ぼし、 9月中旬以後に

は主に塊線の肥大に影響を及ぼすことが明らかとなった。収穫時期につ

いては塊根充実が完了する 11月中旬が適すと考えられる。

次に、ダリア塊般生産における地上部生育と塊根!肥大に及ぼす 111えの

影響について検討した。さし木市を用いて栽培した場合、定植後まもな

くから短日条件にすると、小さな軽い比重が小さい塊般が生産された。

短日条件にする前に 6週以上の長日条件下で地上部を十分生背させた頃

合には、それ以下の長日期間で生育させた場合より大きな重い比重が大

きい塊棋が得られた。この 6週以上の長円期間とは普通栽情における塊

根肥大が盛んになるまでに 6週以上の地上部生育が必要であるとした期

間と一致した。

長日条件下で十分に地上部を生育させてから、塊般!肥大を促すために
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桶々の長さの知111JUJ 1m を与えてIIJび長日条件に戻した場合、 X¥i.IJを15日

以上与えれば、長 u条例:で生育した後に述統して短日条件下で栽倍した

場合と同等の塊根形成をした。知日 15日以上を与えた場合は、矩1:11 0日

以 Fのものと比べて、塊縦形成率、塊般の数、大きさならびに電さにお

いて優れ、また均一な塊般が生産された。

日長が地上部と塊根形成に及ぼす影轡について38品種を供試して調査

した結果、長日条件下では j頁芽は次々と展開業を出し生育し続けたのに

対し、短日条件下では中には山らいする品種もあったが、ほとんどの品

椅が頂芽の生育を停止した。塊根形成は、長日条件下でほとんど形成し

ない品種から比較的重い塊恨を形成する品種まであった。長i七l条件で塊

桜形成があまり促されない品種と若しく似されて重い塊棋を形成する品

商があった。塊線形成率についても短1:1条件で高くなる品種とそうでな

い品極があった。矩日条件で塊根形成率が1高くなる品種では、長日条件

Fで形成される塊桜重に対して、短日条件 Fで形成される塊根重が 3倍

以上になる品積が多く、塊根形成の日長に対する反応が大きいと考えら

れる。以上のように、品種により程度の差はあるが、長日条件下でも塊

似形成をする品種が多くあることが示された。

以上述べてきたように、ダリア塊似生践では長口条件下での 6週以上

の地上部生育期間が必要であり、この聞に塊掛形成に必要な十分大きな

地上部生育と発恨数が確保されて、収機時の塊根数が確保され、その後

の短 H条件によって塊根肥大が促される。長日下で生育した後に短日JUJ

聞をl5U勺ーえれば、長U後に連続して知 LI条件とした場合と形成される

塊般車に差がないことが示された。このことは、人為的な原境 Fで普通

栽培と異なった時期に塊根生産する場合に利則できる。すなわち、自然

- i 56-

の長日1切には自然円長下で、あるいは臼然、の短日期には人工照明して長

日条件として 6週以上の地上部生育をさせた後に短rIを15~I 与えればよ

いことになる。

次に、ダリアの地上部生育および塊服肥大に及ぼすl肥料の彫特につい

て検討した。長日下では、植物体各部生鮮重が、特に地上部生鮮軍が盛

んに増加して、それに伴い盛んに養分吸収した。吸収された無機養分の

大部分は長日下では地上部に移行した。 一方、短目下では20日目には地

上部の生育が停止し、それ以後地上部生鮮重が減少し、塊根生僻iJ!が附

加した。短目下での養分吸収は20日固まで増加したが、それ以後は増加

せず植物体に含まれる全無機養分含有田がほぼ一定となった。吸収され

た無機養分は、初期には大部分が地上部に含まれたが、 20日開以後は嶋

根に含まれる量が多くなり、地上部の養分合有量より塊恨の養分合有Li

のほうが大きくなった。地上部に含まれた無機養分は、矩日条件下では

塊服!肥大が盛んになるのに伴い塊服へ移行したと考えられる。

円然条件下で生背中のダリアの無機養分吸収については、次の 3段階

に分けた。①、 9Jlまでは地上部生育に伴って進行し、知機益分は地 1".

部に貯えられる。②、 9月上旬から境線j肥大が盛んになるが峰んな地1:

部生育も保たれ、養分吸収が盛んに行われながら無機養分は地上部と域

根に貯えられる。③、 9月下旬以後はさらに塊棋肥大が盛んになるとと

もに養分吸収が衰え、無機養分は地上部から塊根へと移行が進む。

①②の地上部生育期には、ダリアの地上部は一時的な完投機養分貯政機

能を持ち 、③の 9月下旬以後境線へ無機養分を供給すると考えられる。

したがって、②期までの施肥は、地上部生育と設分1段収を大きくし、そ

の後に起こる塊娘形成に有利に働き、塊蝦収litを大きくする。③の施j肥
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は塊根収日にあまり影響しない。

以上に述べてきたことについて、普通栽培の各時期における塊根の着

生等の主 な生育の変化と植物体各部の生鮮重の変化を示し、各時期にお

いて必要とする日長条件ならびに生育の変化に伴う養分吸収と養分の移

行の関係、さらに塊栂肥大に及ぼす各時j切における施肥の影響を第95図

のように要約した。

6 7 8 9 
部滋憾における時期(月)

10 11 

ダリアの塊根では、分球時に塊椴に穿を着けて分球できる“有効塊殿"

のみが種球として利用でき、芽を着けることのできない“無効境桜"は

利用できない。したがって、塊根生産においては、総塊服数の増加や肥

大を促すだけでなく、 “有効塊線"の着生を向上させることも重要であ

る。そこで、塊棋が着生する茎基部の節にある側芽すなわち地下部にあ

る側芽を分枝させて地下部の芽数を増やすことで、芽近くに発服する機

会を増加させることが可能か、またそれらの根が肥大することによって

“有効塊根"を増加させることが可能かについて検討した。地下部の芽

は茎基部の節に発生した側芽であり、茎頂部の芽との関係でTfi芽優勢の

影響下にある。そこで頂芽優勢を打破するかあるいは頂芽の生育を停止

するよう数種の植物生長調節物質を処理した結果、サイトカイニンの 1

種である BAの茎葉散布が地下部の側芽を伸長させずに分枝させるのに効

果的であった。この分枝は頂芽優勢の打破によると考えられる。この実

験はさし木南の場合であるが、地下部の側芽の分枝によって穿数が噌加

し、芽を塊根に着けて分球することのできる数が増加した。なお、 BAは

発根を抑制することが知られている。本実験でもBAは塊J恨発生に不利に

作用したが、その影響は大きくなかった。以上から、ダリア擁根生産に

おいて、 BAの茎葉散布は茎基部の側芽の分枝による芽数の増加lに伴い

“有効境線"数を増加させると考えられる。また、第95図で示したよう

に“無効塊根"となる根の発生が多くなる 7月中旬以後の発般抑制によ

る“無効塊椴"の発~.抑制によって塊線生産に不必要な塊根が茎基部に

密生することを防ぎ、笹j生によって生じる分球の困難さを減少させるこ

とができると考えられる。

最後に、ダリアの休眠打破と非休眠塊般の生産を試みた。普通栽情に

全植物体

生

鮮

重

4 5 

[主な生育の変化J
く 地上部生育増大 〉く 〉
ぞー塊根化開始。………...... 塊恨肥大皇制羽

三笠31仰→除々に樫猿皆川 一一→
旬習雌根瑠加 “無効塊棋増加 塊娘充実j閉

じ必要とする日長条]一一一 一一
長日 〉モ一一短日一一う

長低15日あればよい
[無機養分吸収と移行]

モー吸収大、持li部に含有 〉く 〉
吸収大、
H包上部
と塊根廷
に含有 吸収小、
地上部から
塊根へ移行

さみ

[塊根肥大に及ぼす細胞の影響〕
大きし ~小さいーーラ

第95関 ダリア塊線生産におけるfli'i物体各部の生背と日長、無機養分吸収
ならびに施JI巴との関係
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おいて収駿i直後の塊根は通常休眠状態にある。これらの塊根は休眠が覚

醒しないと、発芽せず生育も起こらない。ダリアは収穫i直後においても

発芽する塊根があり、完全な休眠却jを持たない種類であると考えられる。

塊恨の休眠はo"C 30日の貯蔵によって覚醒し、発芽が阜くなり、また発

芽率も高くなった。貯蔵後に発芽可能となった塊根では生長抑制物質が

減少し、塊根の休眠に生長調節物質が関与していることが考えられる。

自然の短日 j切に最低気温を100C以上に保った場合は休眠程度の深い塊

根が形成されたが、。OCまで下がる無加温室で栽培した場合、収穫直後

でも発茅する塊根が多くあり、非休眠状態の塊似が多くあったと考えら

れる。無加調室で形成された塊般は、低温によって休眠覚醒した塊根と

lo]梯に、収模i直後に発芽に適す条件 Fに定植した場合イヌリンの減少と

フルクトースの増加がみられたことからも、休眠覚醒した塊根と同じ状

態すなわち休眠していない状態にあったと考えられる。

自然の短日 j切に生育調度が高いと、短目による塊根形成誘導が強く働

き塊根肥大は早く始まるが、その肥大は早く終わる。また生育温度が高

いと短口による休眠誘導が強く働いて休眠の程度が深くなると考えられ

る。一方、生育掘度が低いと、生育温度が高い場合より塊根肥大が遅く

始まるが、その肥大は長い間続いて、 2.5カ月後には生育温度が高い場

合と同等の大きさと重さの塊恨になった。生育温度が低いと矩自による

休眠誘導があまり強く働かないか、または短目による休眠誘導と同時に

低温による休眠打破が働いて非休眠状態の塊根となったと考えられる。

既に述べたように、ダリア品積には長 H条件下でも塊根形成するもの

が多数あるが、長 H条件下で形成された塊根は収機11寺において休眠して

いない。この非休眠の状態はo~ 200Cで75日間貯蔵しても保たれる。
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以上のように、栽培期間中低温にすることで、または長H条件にする

ことで、非休眠塊棋が生産できる。これらの塊根は休眠打破のための人

為的な処理を施すことなく、収機l直後の塊艇を用いて、次代の納物体を

生育させることが可能である。

ダリアでは分球時に 11}株の茎越部にある側穿を塊似に着ける必要があ

るが、前IJ芽と個々の塊棋との関係ならびに茎法部の節にある側穿の分伎

の進行状況は組織学的な観察によって明らかにされてない。今後、積球

として利用できる“有効塊根"がどのようにして発生するかを組織学的

な観察によって明らかにする必要があると考えれるが、本研究では“有

効塊根"の着生様相ならびに塊限生産に必要な地上部生育のJUJ1mと11長

条件が明らかとなり、賞!t機養分吸収の変化から塊椴肥大に対して地上部

生育期間の施肥の影響が大きいことが示された。さらに、 “有効塊椴"

数の増加と非休眠塊根の生産が可能であることが示された。
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